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吉武高木遺跡全景 （南から）

巻頭図版2

3号木棺墓出土状況

（南から）
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序

福岡市は、古来より大陸との文化交流の窓口でした。このため市域にはこれをつぶさに

物語る数多くの文化財が残されています。

その中で、市の西部に位置する早良平野の西南部には、飯盛山麗を北流して室見川に注

ぐ小河川 日向川によって形成された広大な扇状地が広がっています。この扇状地上に迫

る追跡の一つが吉武迫跡群です。

本迫跡は、古くは後期旧石器時代を始まりとして近世まで人々の生活が連綿と営まれて

おり、早良平野の中では特に拠点となる追跡と考えられています。

さて、本迫跡は、昭和56年度より工事が施行された「飯盛吉武地区土地改良事業」に伴

い5ヶ年間、記録保存のための発掘調査が行われました。

調査では、 主に弥生時代の大規模な集落 • 副葬品を多く伴う甕棺墓地や古墳時代のまと

まった集落、前方後円墳 ・方墳を含む古墳群それに古代の寺院あるいは役所と考えられる

遺構や数多くの遺物が見つかっています。

これらの調査成果につきましては、これまで各時代を網羅した14冊の調査報告書を刊行

して参りました。今年度は最終年度として成果の総集編を刊行いたします。

本書が市民の方々の埋蔵文化財に対する理解と認識を高められる手助けとなり、また学

術研究や生涯教育の分野においても活用して頂けましたら幸甚に存じます。

最後になりましたが、 これまで本調査にご協力を頂いた飯盛吉武地区土地改良組合 • 発

掘作業員の方々、報告書刊行の整理作業に熱心に携わっって頂いた皆様に対して心からの

感謝を申し上げます。

平成20年 3月17日

福岡市教育委員会

教育長 山田裕嗣



例 己

1. 本害は、西区の飯盛吉武地区圃場整備に伴って昭和56年度から同60年度にわたって発掘調査を実

施した吉武造跡群 1 ・ 2•4•6•8•9 ・ 10 • 13• 14次の調査報告唐の総集編である。

2. 本轡で使用した逍構及び出土辿物実測図の作成は、加藤良彦、常松幹雄、井上加代子、石田智子

（九州大学大学院生）が行った。

3. 本轡に使用した逍物類の整理は、加藤良彦、常松幹雄が行った。

4. 本曹に使用した図面類のト レースは、常松幹雄、井上加代子が行った。

5. 本轡で使用した逍物写真の撮影は、加藤良彦、常松幹雄が行った。

6. 本害の編集は、横山が、 執箪は横山 ・ 加藤 • 常松が行った。

7. 本害で使用した方位は、磁北である。

8. 本密に関わる図面 ・写真類 ・出土遺物などの資料は、福岡市埋蔵文化財センターに収蔵される。
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第一章 はじめに

1 . 立地と環境

吉武辿跡群は、福岡市西郊の早良平野に位骰する。同平野は、背振山地の裾部から博多湾に向けて

開けた小平野である。地勢上、その東縁は背振山地の油山山塊から発し梅林一干隈ー別府にいたる低

丘陵であり、一方の西縁は同様に背振山地から派生した金武一飯盛一叶ヶ岳ー長垂にいたる比較的高

度のある丘陵によって形成されている。

平野の西縁近くには、北流して博多湾に注ぐ最大規模の川、室見川がある。これまでにも幾多の氾

濫をくり返しており、河道も幾たびか変わっている。このため流域には多くの微高地が形成されてお

り、縄文時代から現代に至るまで集落の場所として活用されてきた。

本辿跡群は、この平野を貫く室見川の中流域左岸に位屈し、西側背面には背振山地から北に延びる

丘陵上の一孤峰である飯盛山が聟えており、その麓を流れる日向川の自然営力によって形成された広

大な扇状地とともに独自の景観を現出している。 この扇状地は逍跡群付近で標高25-30mをはかり、

南西から北東方向へ緩く傾斜する。本造跡群ではこの様な地形形状に規制されて縄文～古代にわたる

各時代の迫構は展開していると思われる。

ここで早良平野における各時代の造跡の概要を記す。

後期1日石器時代では、 平野内でナイフ形石器 • 細石器からなる23 ヶ所の遺跡が確認されている。ま

た、 本辿跡群 9 次調査や有田遺跡群 6 • 131・178次、野芥辿跡7次調査などでは良好な資料が見つかっ

ている。 他には重留村下遺跡などで断片的ではあるが、後代の遺構から遊離した浣料が見つかってい

る。

続く縄文時代では、本遺跡群2次調査でも貯蔵穴が丘陵周縁部で検出されているが、平野最奥部の

松木田迫跡や平野中央部の微高地上に立地し、低湿地の泥炭屑を伴う四箇迫跡、これのやや北側に位

置する田村造跡、東側に位置し、竪穴住居跡を検出した重留辿跡などの縄文時代中期～後期の集落が

知られる。また、室見川右岸の有田丘陵西縁の調査でも同時期の貯蔵穴が確認されている。同時代の

資料は、後代の遺構調査の際にも遊離した逍物として出土しており、表面採集資料を含めて各時期の

ものが広く認められる。

続く弥生時代では、平野内の集落は一気に増加する。縄文晩期～弥生前期の遺跡では、室見川下流

域の有田逍跡群や福蛍稲木逍跡、その支流域にある下山門B造跡、拾六町ツイジ逍跡などが主要な迫

跡として知られる。特に有田遺跡群の乗る有田丘陵では南側の最高所（標高12m程度）を中心に前

期の環涵集落が営まれ、前期末には細形銅文を副葬する甕棺墓地が形成される。有田辿跡群は、この

後も弥生時代を通じて平野の中で拠点となる集落の一つとして継続する。

弥生時代前期末から中期の初めの時期は、細形銅剣を中心とした肯銅器が甕棺筵地に副葬される時

期であり、早良平野を含めた玄界灘沿岸の地域における社会的変革が顕著になったものと理解されよ

う。前期末からの硲地は中期まで継続するものが多いが、竪穴住居を中心とする集落との有機的な関

係を十分に説明できる追跡は多くない。墓地では、東縁の飯倉唐木遺跡で前期末～中期後半の時期の

細形銅剣 • 同銅文 • 玉類等の副葬がある。また、 平野奥部の東入部遺跡では、 中期初頭～中期後半の

甕棺 • 木棺の墓地で細形銅剣 ・ 銅釧 • 玉類 • 鉄刀 • 鉄矛を伴い、 特に中期後半には墓地周囲に方形の

溝を巡らした 「区画墓」が造営される。また、同辿跡では前期末から中期前半期までの単位集落の変

遷が明らかとなった。また、本遺跡群のやや上流の金武遺跡では副葬品を持たない甕棺を主体とする
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方形墳丘硲（中期後半）が検出されている。また、下流左岸の野方久保遺跡でも前期末から中期後半

の甕棺墓地で細形銅剣 ・鉗翠勾玉などの副葬が知られると ころであるが、本辿跡群に見られる様に吉

武高木 ・大石逍跡などの特定集団墓からさらに昇華した樋渡墳丘墓への移行を窺える様な造跡は見る

ことができない。さらに、後期では下流左岸の野方中原遺跡で後期後半に環濠集落が出現し、やや北

方の拾六町遺跡では終末期の小規模の集落とともに大型の墳丘墓が知られるが、大規模の集落は見ら

れない。続く古培時代では、羽根戸古培群で木棺を内部主体とする小型の前方後円墳などの前期古墳、

拝塚 • 樋渡古墳 • 竪穴系横穴をもつ梅林古墳などの中期古瑣が知られる。また、 後期古墳では西側の

丘陵で羽根戸 • 野方 ・ 広石等の古瑣群、 東側丘陵では荒平 • 重留 • 干隈古培群等の群集墳が知られる。

また、 古代では東西の官道や郷倉と想定される建物群 • 寺院跡、 中世には早良が安楽寺の荘園となっ

たことによる関辿造構群が検出されている。

2. 調査経過

遺跡群におけるこれまでの調蒼は、Tab.lの一覧に見るように19次に及ぶが、遺跡として認識さ

れたのは昭和43年の九州大学による分布調査による。また、本格調査は昭和56年の飯盛吉武地区圃場

1. 有田迫跡群 5. 田村迫跡群 13. 羽根戸原C迫跡群 17. 七隈古墳群
2. 原迫跡群 6. 四箇迫跡群 14. 拾六lllJ平田迫跡 18. 荒平古墳群

3. 次郎丸遺跡群 7. 重留迫跡群 15. 飯倉迫跡群
4. 野芥迫跡群 8. 重留村下迫跡群 16. 干隈古墳群
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整備事業に始まり、この事業は 9次を数える。また、その後野方金武線道路建設や下水道建設に伴う

調査が行われ、それまでに約40haと推定される本遺跡群の1/4が調査された。さらに、平成15年度か

らは、 平成 5 年になった『史跡 吉武高木逍跡』 の整備のための確認調査が開始され、 甕棺墓 • 特定

集団袋硲域 ・大型建物などの課題を解明するための調査が行われたところである。
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Fig.2 調査区位匿図（第1-9次調査）
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Tab. 1 吉武遺跡群調査一覧 （平成20年 3月31日現在）

次数 調査番号 次数名 所在地 調査期間 調査面積Cm) 担当者 報告書

1 8 102 圃場整偏 西区大字飯盛 1981.11.01 12,000 二宮忠司・小林 ②⑥⑧～⑫ 

第1次 字本名地内 1982.03.15 義彦•田中寿夫 ⑲ 

2 8234 固場整偏 西区大字飯盛 1982.09.01 21,000 二宮忠司 ②⑥⑧～⑫ 

第2次 地内 1983.02.15 ⑲ 

3 8235 田・飯盛線 西区大字飯盛 1982.09.22 5,200 山崎龍雄 ① 

第1次 字トイ地内他 1983.02.12 

4 8335 圃場整偏 西区大字吉武 1983.09.12 25,000 横山邦継・下村 ② ・⑧ ～⑪

第3次 字桜町110番地内他 1984.03.24 智 ⑮ ～⑲ 

5 8 41 5 田・飯盛線 西区大字飯盛 1984.04.13 1,600 濱石哲也 ④ 

第2次 地内 1984.05.31 

6 8 41 6 圃場整偏 西区大字吉武 1984.07.01 26,000 横山邦継・下村 ②⑥⑧～ ⑪⑬  

第4次 字高木194地内他 1985.03.20 智•常松幹雄 ⑭ ～⑲ 

7 8426 野方•金武線 西区大字吉武 1985.03.26 2,300 横山邦継・下村 ③ 

第2次 三十六146番地他 1985.05.31 智

8 8 5 1 8 圃場整偏 西区大字吉武 1985.07.02 470 横山邦継 ②⑧～⑪⑬⑭  

第5次 字高木地内 1985.07.24 ⑲ 

， 8535 固場整偏 西区大字吉武 1985.08.01 28,000 力武卓治・下村 ②⑧～⑪⑬  

第6次 字大石地内 1986.03.31 加藤良彦・常松 ⑭ ～⑲ 

1 0 8650 圃場整偏 西区大字吉武 1986.11.16 5,000 力武卓治・常松 未刊

第7次 字大石36地内他 1987.02.27 幹雄

1 1 8662 野方•金武線 西区大字飯盛 1986.03.01 23,000 二宮忠司•佐藤 ⑤ 

第6次 地内 1986.05.10 一郎

1 2 8 7 1 4 野方•金武線 西区大字飯盛 1987.06.01 2,810 二宮忠司•佐藤 ⑤ 

第7次 字トイ地内 1987.09.09 一郎

1 3 8752 圃場整偏 西区大字吉武 1988.03.01 1,000 力武卓治・常松 未刊

第8次 地内 1988.03.31 幹雄

1 4 8838 圃場整偏 西区大字吉武 1988.07.25 724 山崎龍雄 未刊

第9次 字高木地内 1988.09.16 

1 5 9940 下水道 西区大字吉武 1999.09.06 37 大塚紀宣 未刊

第 1次 地内 1999.09.08 

1 6 0 3 1 1 下水迅 西区大字飯盛 2003.05.09 62 松浦一之介 未刊

第2次 地内 2003.05.18 

1 7 0363 史跡堅備 西区大字吉武 2004.01.09 753 本田浩二郎 未刊

第1次 地内 2004.03.26 

1 8 0483 史跡盤備 西区大字吉武 2005.01.26 720 宮井善朗 未刊

第2次 地内 2005.03.09 

1 9 0534 史跡整備 西区大字吉武 2005.07.19 970 長家伸 未刊

第3次 地内 2005.09.22 

-4-



＾ヅぐ 一 -n-.
弟—早 これまでの調査の総括

これまでの本遺跡群における調査は19次に及ぶ (Tab.1)。特に圃場整備に伴う昭和56-60年度ま

での 5ヶ年間の調査では遺跡の中核となる弥生時代集落 ・墓地、古墳時代墓地 ・集落の解明に多大な

成果をもたらした。

各時代の主要な辿構は、後期1日石器時代 ・縄文時代 ・弥生時代 ・古墳時代 ・古代 ・中世 ・近世該当

のものである。

旧石器時代では、第 9 次調査で細石刃 • 細石刃石核 ・ スポール • 細石刃スポール ・スクレイパー ・

使用痕のある剥片 • 石核 ・ 剥片 ・ チップ等が分布するプライマリーな生活単位が検出された。使用さ

れた石材は細石器類が黒曜石、スクレイパー類がサヌカイ トである。

縄文時代造構は、第2次調査で見つかった調査区北東部にあたる丘陵縁辺に分布する縄文時代貯蔵

穴46基である。平面が円形を呈し、径2.9m、深さ1.7mを測る。時期は後期後半を中心とする。

弥生時代逍構では竪穴住居跡89軒（前期後半～後期前半期、円形 ・方形）、土坑194基、掘立柱建物

143棟 (1X2 • 2X2 • 2X3 • 2X4 • 4X5間規模）、溝状辿構71条、甕棺墓1,282基（前期後半～後期前

半）、 土壊筵18基、木棺函14基（中期初頭 ・後期初め）、石棺筵11基（後期）、祭祀遺構5基（中期）

などがみられる。該期の集落は、前期後半期に造跡群北端部に開始され、以後これを親村として時期

を追って南部の全域に展開したと想定される。また、硲地は遺跡群の南半部では集落の東側に位置し、

当時の丘陵縁辺を縁取るように塊状に単位墓地が造られ、これらが中期後半期を中心に拡大された結

果、全長450mを越える甕棺硲列になったものと考えられる。また、 吉武高木、吉武大石遺跡の前期

末～中期前半期の甕棺硲 • 木棺筵には青銅製武器（銅剣 ・ 銅矛 • 銅文）、多紐細文鋭、 銅釧それに翡

翠製勾玉、多数の碧玉 ・凝灰岩製管玉を副葬した特定集団の墓地が形成され、これらはやや時間的な

空隙はあるものの中期中頃に造営された北側の樋渡坑丘袋へと繋がっており 、 鉄製武器（太刀 • 刀子）

や前漢鏡の副葬に見られるように韓から漢系への副葬品の変化は当時の大陸との彼我の関係を知る上

で重要な成果となっている。

古墳時代では、 竪穴住居跡112軒、 掘立柱建物225棟 (1X2 • 2X2 • 3X3間規模）、土坑505基、溝状

造構72条、 古墳29基（中期～後期、 前方後円墳 1 基 ・ 方墳 1 基 • 円墳27基）、土堀墓9基等である。

該期の集落は、扇状地全体に複雑に走る自然流路を避けて形成されている。また、これに伴う古墳

群は、主墳とも言うべき樋渡前方後円墳の他は造跡群の南西部にあたるMN-16地区周辺にほぼ集中

しており、中期以降の奥津城はこの周辺と言えよう。この地区の古培石室は腰石が小さく、ややバチ

形を呈しており、副葬辿物にも鋳造鉄斧や透彫りのある珠頭太刀、陶質土器を含む点で特徴のあるも

のとなっている。

また、古代では、掘立柱建物42棟、土坑31基、溝状遺構48条、鍛治炉13基などである。溝に区画さ

れた掘立柱建物は寺院の可能性が高く 、海獣葡萄八稜鏡片や越州轡磁、瓦当類を多く出土した。また、

鍛治炉に伴う鉄滓が大昂に出土することも特徴である。

中世では、12世紀後半から14世紀の輸入陶磁器類が多く出土し、本逍跡群を含む周辺集落に陣多津

経由の文物が数多く移入されたことが明らかとなった。

近世では、樋渡古墳の墳丘上及びその周辺に飯盛山麗の集落墓地が造営されており、合わせて25基

が検出された。その墓誌銘からおおよそ宝永年間に始まり安政年間まで継続して造墓がなされたこと

が判る。
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1 . 弥生時代のまとめ

吉武造跡群の弥生時代調査成果については、 昭和60、 平成 6 ~11年度の 7 ヶ年度に亘っ て建物 ・ 墓

地など遺梢ごとに報告を行ってきた。

昭和60年度（「福岡市埋蔵文化財調査報告轡第143集」）では、 吉武高木 • 吉武大石 ・ 樋渡墳丘墓な

どの特徴的な認地について調査概要を報告した。

また、平成6年度（「福岡市埋蔵文化財調査報告害第437集」）では、弥生時代中期後半期と想定さ

れる大型建物を初めとする掘立柱建物群の報告である。

平成7年度（「福岡市埋蔵文化財調査報告書第461」)では、特に副葬品を多く伴って検出された吉

武高木 • 吉武大石それに樋渡墳丘墓の弥生墳墓の報告である。

また 、 平成 8年度（「福岡市埋蔵文化財調査報告書第514集」）では、 竪穴住居跡 • 土壊 ・祁など、

掘立柱建物を除く生活辿構についての報告である。

平成 9年度（「福岡市埋蔵文化財調蒼報告書第580集」）では、弥生時代硲地のうち、前期から中期

初頸までの甕棺墓を主とする報告である。対象は、第1次調蒼及び第6次調査（吉武高木造跡） • 第

9次調査（吉武大石辿跡）の副葬品を持たない甕棺墓である。

さらに 、 平成10年度（「福岡市埋蔵文化財調査報告書第600集」）では、 第 1 ~ 9 次調蒼にかかる中

期前半から後期前半までの甕棺墓の報告を行った。特に、対象は、樋渡填丘墓で検出した副葬品を持

たない甕棺蒻などについてである。

平成11年度（「福岡市埋蔵文化財調査報告轡第650集」）では、樋渡墳丘墓から南西方向に総延長で

約450mほど硲地が連なる所謂 「甕棺ロード」の複数函地から選択した甕棺筵などについて報告を行っ

た。

ところで、弥生時代の吉武遺跡群についてはこれまでの報告によってその全体像がおぼろげに見え

てきたように思われる。しかし、調蒼区域の偏りもあって、 圧倒的な硲地迫梢の発見に比較すると生

活造構については不詳な点が多いことも事実である。吉武造跡群では、現在までに辿跡の約1/4に相

当する10ヘクタ ールが発掘調査された。

以下では、調査成果をもとに、吉武遺跡群における弥生時代逍構の変遷について時期毎に簡単に記

す。時期は、前期後半ー前期末ー中期前半ー中期中頃ー中期後半ー後期前半に区別する。 (Fig.3 • 4) 

〈前期後半〉 (Fig. 3) 

この時期には、遺跡群北端部に近いCD-1・2地区とこれの西側約100mの地点にあたるGH-

2• 3地区を中心に集落が開始される。この他に、南側のF-5地区 ・F-10地区などに小規模な生

活遺梢が確認される。さらに南側の地点でも同時期の遊離した土器が採集されているが、迫構を伴わ

ない。

CD-1・2地区では、中央東よりに小形の方形～長方形辿構（竪穴住居跡か）が散漫に分布し、

これらの北側20-30mに2群の甕棺硲地が認められる。

また 、 G H-2• 3 地区でも 、 長辺が 3 -5 mを測る長方形の竪穴住居跡が、 ほぼ 2群に区別する

ことが出来る。竪穴住居跡は、15,..._,30m程度の緩い間隔で分布しており、西側の一群では切り合いが

あり、時間差のある住居もあるが、他については全て建て替えなどは認められない単独の者である。

これら 2地点の集落は同一のものと考えられ、墓地の規模 ・貯蔵施設の位附など不明な点も多いが、

比較的小規模な集落として出発したものであろう。
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〈前期末〉 (Fig.3) 

この時期になると、前時期に開始された造跡群の北端部域の集落に加え、南端部域では吉武大石、

吉武高木それに南辺周辺の £ -16地区• £-17地区 ・ G- 16 • 17地区、 西南部端のM-16地区には甕

棺袋を主とする蒻地が出現してくるが、このうち吉武大石 • 高木の両地点では肯銅器の副葬が開始さ

れる。

北端部域のCD-1・2地区では、円形竪穴住居跡とこの北側の約40mにまとまった甕棺筵地が2

群、 東 • 西側約30mに小規模の甕棺墓地 2群が認められる。これらの墓地は前期後半期のそれに継続

している。

また、 GH-2・3地区では、西側隅に梁間 ・桁行きが1X 2間規模の高床倉庫と考えられる掘立

柱建物群があり、北側と東側に甕棺墓地が形成され、特に東側の 1群はまとまった墓地となる。

さらに、この時期には両地区を分けるように北東から南西方向へ自然の流路が形成されており、両

地区はムラの単位として分村した可能性もある。

次いで、南端部域に近い吉武大石 • 高木では、これから中期初頭にかけて、木棺認 ・ 甕棺筵からな

る墓地が形成され、 宵銅製武器、 銅鏡、 銅釧、 翡翠製勾玉 • 碧玉製管玉 ・ガラス小玉などの装身具を

副葬した厚葬墓が見られるようになる。

また、吉武高木の南側E-17地区 ・G-16・17地区などでは副葬品を持たない10基前後の小規模な

墓地が造られる。両地点間は、約200m以上の距離がある。

さらに、後に 「甕棺ロード」と呼ぶ甕棺硲群の南西端にあたるM-16地区でも金海式甕棺に始まる

墓地が開始される。いかしながら、これらの墓地が造られた南端部域には確かな生活辿構は見られな

し、

゜

〈中期前 半 〉 (Fig.3) 

この時期には、前時期からの北端部集落は、竪穴住居跡 ・自然流路などが継続しているが、 袋地は

西側の GH-2•3 地区に小規模の甕棺墓地が 1 群のこる。

そして、吉武大石の北側には 3群の小規模な甕棺硲地、土壊などの生活迫梢が新たに確認できるよ

うになる。

また、南端側の吉武高木及びおの南側周辺の墓地は、中期初頭期まで継続するが、この時期になっ

て掘立柱建物群 • 土壊 • 円形竪穴住居跡などの生活遺構が確実に函地周辺に伴うようになる。吉武高

木では、 墓地か ら東側50mの扇状地縁の南東側 • 南側には1X2間規模の掘立柱建物がまとまって見

つかり、倉庫群と考えられる。これらは竪穴住居跡とは混在しない。

そして、「甕棺ロード」西端部では、前期末に始まったM-16地区の甕棺墓地がこの時期にな って

北東・ 南西方向に長い函地を形成し、延長130m以上 ・ 幅10~2omの規模となった。しかし、 この地

区でも明らかな生活追梢は見つかっていない。

〈中期中頃〉 (Fig.4) 

この時期では、前時期からの北端部集落はさらに継続すると共に、やや集落の範囲を拡大したよう

に考えられる。 CD-1 ~ 3地区では、 大 • 小型の円形住居跡と掘立柱建物群が顕著となる。これら

は一部で平面的に重複するところから時間差があるのは明らかであるが、建物の中には通常タイプの

1X2間規模のものや2X3間規模の総柱型のタイプが見られ、住居に近接するまとまった倉庫群と

考えられる。また、袋地はこれらの東側と北西側に近接して小規模な 2群の甕棺筵地が認められる。
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また、西側のGH-2・ 3地区でも大型の竪穴住居跡に掘立柱建物の念庫が伴っており、CD-1

-3地区に類似した構成であるが、この地区の墓地は前期末の墓地に直複して営まれており、前時期

を通じて最大のものとなっており、2群が確認できる。また、南側のDE-7-9地区、EF-3-

5 地区、 H- 5 • 6 地区でも自然流路に挟まれた台地上に小形の倉庫群が認められる。

また、中期前半期に吉武大石の北側に形成された 3群の甕棺墓地は継続するが、この時期、新たに

これらの北端側に墳丘認（樋渡墳丘袋）が造営される。規模は、東西が約25m、南北が27m、赤さ約

2m程度の長方形埴と推定され、初期に埋葬される甕棺墓は墳丘の中心部の最も良好な場所を占めて

おり、副葬品を伴っている。周辺には同時期の土壊など生活遺梢が僅かに確認される。

吉武大石の硲地はさらに継続する。これに伴う生活迫構は、茄地の西側で竪穴住居跡が確認される。

また 、 「甕棺ロ ー ド」の南西端の墓地は、 中期前半期の墓地に直複しながら 、 さら北側 • 西側に広

がり、吉武大石蒻地と連なった。

さらに、南端部域の吉武高木墓地及びこの南側に中期前半期まであった甕棺墓地は終焉をつげ、東

南側、 南側、 南西側に倉庫と考えられる掘立柱建物群 • 土壊などが分布する生活域となった。

〈中期後半〉 (Fig.4) 

この時期では、 北端部域の集落はさらに継続するが、 CD- 1 ~ 3 地区と G H- 2 · 3 地区で中期

中頃には顕著であった円形竪穴住居跡と掘立柱建物の組み合わせが無くなり、両地区ともに大 ・小型

の円形竪穴住居跡のみの構成に変わった。また、硲地は西側のGH-2・3地区を主に前時期の蒻地

に直複するようである。

また、樋渡填丘認には填丘の縁辺部から甕棺の埋納が行われ、副葬品は青銅製武器から鉄製武器 ・

前漢鏡などの漢式迫物へと変化をしている。墳丘硲に隣接するFG-11地区硲地は、この時期に最大

規模となる。

吉武大石筵地は、さらに継続し、北端側に密集する傾向が見られる。また、南西側へ連続する 「甕

棺ロード」は、途絶することはなく 、地区によって祖密は見られるものの、西南部付近では全期間を

通じて最大の分布を示す硲地となる。特に、 L M-16地区やN - 16 • 17地区では非常に密集度が高い。

吉武高木墓地の南側集落は、この時期も継続し、全期間を通じて最大の規模となったと考えられる。

高木墓地の西側や東南側で円形 ・方形竪穴住居跡、梁間 ・桁行き規模が4X5間の大型建物 ・1X2

間建物 ・2X5間規模で床中央に棟持ち柱堀方と考えられる小土堀をもつ掘立柱建物が土壊群を伴っ

て分布する。

また 、 南側の FG - 16 •17地区でも 1X2間規模を主に 1 X 3間規模や梁間の狭い 3X3間規模建

物 ・ほぼ方形に近い 3X5間規模の側柱建物が不整形な土堀群を伴って分布する。

さらに、南西部隅でも倉庫と考えられる建物群と不整形な土壊が散発的に認められる。

〈後期前半〉 (Fig.4) 

この時期には、北端部域の集落は、CD-1-3地区に数棟の建物群が見られ、これの南西側100

m付近 (F-H-4-6地区）では、まとまった倉庫と考えられる掘立柱建物群が知られるが、墓地

は全く認められなくなる。

また、辿跡群中央の西半にあたるHL-8-11地区では、自然流路を含む溝造構が顕著に見られる

が、ここにも墓地の痕跡が見あたらない。

吉武高木蒻地の南西部にあたる I-18地区では、主柱欠が4本の長方形竪穴住居跡2軒、1X2規
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模の掘立柱建物3棟、不定形土壊1基などが見つかっているが、筵地は見られない。

この時期の本格墓地は、「甕棺ロード」の南西端に 2群が認められ、その 1群は、L-16地区、他

の一群はこれの50m程南西にあたるN-17地区のものである。

これまで造跡群の弥生時代造構の変造を六時期に分けて変遷を記してきた。ここで再度略記する。

最も初期の集落は、前期後半期にまず北端部に現れる。竪穴住とその周辺に小規模の認地群を形成

する。この状況は前期末まで変わらないが、南端部には生活造構を伴わない厚葬墓群である吉武大石 ・

高木袋地が出現する。そして中期前半期になると吉武大石 • 高木筵地の周辺に小規模の甕棺筵地群が

形成されるのと同時に、後の 「甕棺ロード」の西端部に帯状にまとまった硲地が形成される。

また、該期の生活逍構が南端部で確実に認められるようになる。

続く中期中頃には新たに遺跡群のほぼ中央に樋渡墳丘袋が造営されると共に、大きな変化は、吉武

高木墓地が終焉し、南端部域は生活辿構のみとなることである。

また、 「甕棺ロード」に接する北東側には新たに硲地が形成され、全体に線として連続するように

なる。続く中期後半期は、 墓地• 生活逍構ともに全期間を通じて最も盛んに展開するもので、 安定し

た集落が形成されていたと考えることができる。

‘、
ヽf
．ヽ

18次

／ 

゜
10m 

Fig. 5 吉武高木遺跡遺構全体図 (1/300)
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Fig.6 吉武高木遺跡出土甕棺実測図(1/12)(K 100• 109・110号）
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Fig.8 吉武高木・大石遺跡出土甕棺実測図(1/12)(K117• 125• 51号）
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Fig.10 吉武大石遺跡出土甕棺実測図(1/12)( K60• 67• 70• 81・140号）
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Fig.12 樋渡墳丘墓出土甕棺実測図(1/12)( K75• 77号）
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Fig.13 吉武高木遺跡副葬銅剣実測図(1/2)( 3• 4号木棺墓）
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Fig.14 吉武高木遺跡副葬銅矛•銅文実測図 (1/2)(3号木棺墓）
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Tab.2 吉武遺跡群関連の既刊報告書一覧表

① 『吉武辿跡群 I―市追田・飯盛線関係埋蔵文化財調査報告む I-j 

「福岡市埋蔵文化財調査報告轡第127集」 1986 

② 『吉武高木一弥生時代埋葬遺跡の調査概要ーJ

「福岡市埋蔵文化財調査報告唐第143集」 1986 

③ 『吉武迫跡群―市道野方金武線建設に伴う埋蔵文化財の調査ーJ

「福岡市埋蔵文化財調査報告告第187集」 1988 

④ 『吉武遺跡群 IV―市道田 ・飯盛線関係埋蔵文化財調査報告Il-』

「福岡市埋蔵文化財調査報告書第194集」 1989 

⑤ 『吉武逍跡群―市道野方金武線建設に伴う埋蔵文化財の調査ーJ

「福岡市埋蔵文化財調査報告告第303集」 1991 

⑥ 『吉武辿跡群 VIl 飯盛 • 吉武地区圃場整備事毀関係調査報告店 1 一弥生時代掘立柱建物の報告ーJ

「福岡市埋蔵文化財調査報告密第437集」 1995 

⑦ 『吉武逍跡群 VIII 飯盛 • 吉武地区圃場整備事毀関係調査報告む 2 一弥生時代墳墓の報告ー J

「福岡市埋蔵文化財調査報告轡第461集」 1996 

⑧ 『吉武迫跡群 IX 飯盛 • 吉武地区圃場整備事毀関係調査報告む 3 一弥生時代生活遺構の調査報告ー 』

「福岡市埋蔵文化財調査報告轡第514集」 1997 

⑨ 『吉武遺跡群 X 飯盛 • 吉武地区圃場整備事業関係調査報告揖 4 一弥生時代砥地の調査報告書 1-J 

「福岡市埋蔵文化財調査報告唐第580集」 1998 

⑩ 『吉武迫跡群 X I 飯盛 • 吉武地区圃場賂備事業関係調査報告害 5 一弥生時代猛地の調査報告2-J

「福岡市埋蔵文化財調査報告書第600集」 1999 

⑪ 『吉武逍跡群 X II 飯盛 • 吉武地区圃場賂備事業関係調査報告書 6 一弥生時代経地の調査報告 3 - J

「福岡市埋蔵文化財調蒼報告書第650集」 2000 

⑫ 『吉武辿跡群 xm 飯盛 • 吉武地区圃場整備事業関係調査報告忠 7 ー第 1 ・ 2 次縄文 • 古墳～平安時代

の調査報告ー』 「福岡市埋蔵文化財調査報告書第675集」 2001 

⑬ 『吉武逍跡群 XIV 飯盛 • 吉武地区圃場整備事梨関係調査報告む 8 ー第 4• 6• 9次旧石器古墳調査報

告ー』 「福岡市埋蔵文化財調査報告曹第731集」 2002 

⑭ 『吉武迫跡群 xv 飯盛 • 吉武地区圃場整備事架関係調査報告古 9 ー第 4 ·6 · 9 次古培調蒼報告ー』

「福岡市埋蔵文化財調査報告轡第775集」 2003 

⑮ 『吉武遺跡群 XVI 飯盛 • 吉武地区圃場賂備事業関係調査報告害 10 ー古墳時代生活迫構編 1 - 』

「福岡市埋蔵文化財調査報告柑第831集」 2004 

⑯ 『吉武迫跡群 XVII 飯盛 • 吉武地区圃場賂備事業関係調査報告害 11 一古墳時代生活辿構編 2 -』

「福岡市埋蔵文化財調査報告密第864集」 2005 

⑰ 『吉武辿跡群 X VIII 飯盛 • 吉武地区圃場賂備事業誤l係調査報告害 12 一古坦時代生活逍構編 3 -J

「福岡市埋蔵文化財調査報告書第911集」 2006 

⑱ 『吉武逍跡群 XIX 飯盛•吉武地区圃場整備事梨関係調査報告店 13 一古代～近世編ー』

「福岡市埋蔵文化財調蒼報告書第965集」 2007 

⑲ 『吉武辿跡群 xx 飯盛 • 吉武地区圃場整備事架関係調査報告古 14 ー総集編』

「福岡市埋蔵文化財調査報告告第1018集」 2008 
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時期の変遷

ここでは弥生時代の辿構の時期をI-V期として捉える。甕棺の形態は、 くびれをもつ壷のなごり

をとどめるタイプから口縁部の合せ口を容易にした器形へと変化する傾向がある。埋葬専用土器であ

る甕棺は、それ自体、 土器編年の尺度としての特性をそなえている。ま た上下のセット関係や副葬土

器や墓城から検出された土器によって、併行する時期の把握が可能である。以下に、時期区分の基準

とする型式をあげる。

Tab.3 甕棺と副葬遺物の対応関係

時期区分 日常土器 甕棺の型式名 副葬遺物
遼

儡s 
前期前半

夜臼式～
（＋） 有柄磨製石剣 ・磨製石鏃

寧

板付IIa式 百

銅
I 前期後半 板付IIb式 伯玄式 磨製石剣 ・磨製石鏃 器 文

前期末 板付JlC式 金海式（古段階） 磨製石剣 ・磨製石鏃

中期初頭 城ノ越式（古） 金海式（新段階） 多紐細文鋭 • 細形野銅器

且
化

Il 中期前葉 城ノ越式（新） 城ノ越式 多紐細文鋭 • 細形野銅器

中期中葉 須玖l式 汲田式 多紐細文鏡 • 細形＋中細形冑銅器 複

lil 中期中葉 須玖II式（古） 須玖式 細形＋中細形吉銅器 • 鉄器（小型） 則‘‘’ 

IV 
中期後葉 須玖II式（中） 立岩式（古段階） 前漢鋭 • 中細形青銅器 • 鉄器（大型） A ロ

中期末葉 須玖Il式（新） 立岩式（新段階） 前漠鏡 • 鉄器（大型） 漢
疇．．．．．．．．

後後後後期期期期悶後中葉菜葉頃 喜手己委雷贋塁塁 8紅侶B 三神(（津在＋+) 式） 式 偉後後翡虹漢鋭鋭 ：•• 闘鉄鉄器器｝＋巴形銅器・銅釧など 後V 
漢

※ 鉄器の大小の区別は利器でいえば全長35cm程度を一応の目安とする。

埋葬辿構と副葬造物との関係をみると、北部九州の埋葬施設に細形宵銅器が確実にともなうのは金

海式（新段階）以降である。 北部九州の初期の青銅器文化に大きな影孵をもたらした朝鮮半島、そこ

では細形銅剣単独の段階から銅矛、銅文が加わるのにたいして、わが国では当初から銅剣、銅矛、銅

文の 3種が出揃うところに特質がある。

さらに多紐鏡については、朝鮮半島では租文鏡から細文鎧への変造が把握できるのにたいして、日

本国内では細文鋭だけに限られている。この点も東西里遺跡や南城里造跡のような剣把形銅器や防牌

形銅器などの有文青銅器をともなう段階と一線が画される。

皿-rv期段階、副葬される武器は宵銅器から鉄支や鉄剣などの鉄器へ移行する。吉武樋渡墳丘墓で
は、鉄製品の副葬がII1期で確認され、銅剣の異形化がすすむ過程と重なる。 IV期になると墳丘袋から

外れた系列墓のなかにも鉄器を副葬する甕棺墓が点在するようになる。II1期までの青銅器のネットワー

クが素環頭大刀や刀子などの鉄製品への交代を示すもので、楽浪郡など四郡設置の影態が東夷の地ま

で及んだといえよう。「前漢文化複合」の段階になると列認の多くは、集塊状を呈する系列認へ移行

する。甕棺墓と並存する大型の土堀 • 木棺墓や木椰墓は減少し 、 甕棺墓に集約される傾向がみられる。

「前漢文化複合」に重なる 「新の文化複合」と 「後漢文化複合」。王葬によ る新は、西暦8年から23

年ときわめて短期間の政権ではあったが、貸泉や大泉五十などの貨幣や方格規矩鋭を主体とする鏡群

は、V期の年代の指標となった。金印 「漢委奴国王」は、冊封体制への参画が北部九州の首長によっ

て達成されたことを意味する。だがその社会的基盤は揺るぎないものとはいえなかったようで 「漢」

の文字が効力を失い、「委奴国」の表記に改変が迫られる 2世紀代の末頃までに倭人の前から姿を消

したようである。
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弥生時代の墓地

吉武遺跡群の 1次から 9次にかけての経地について、次数ごとの一翌を以下にしめす。一魏の目的は、これまで刊行された報告害の

インデックスとして利用に供するためである。埋葬遺構は甕棺、木棺、石棺他の3分類で、それぞれK、M、Iの略号で表記した。親
サイズは、 甕棺の器高に応じた分類で59cm以下を S 、 80cm以上を L 、 その間のサイ ズをMとして規模を知る 目安とした。時期は r ~v
期の分類で、Tab.3に相当する。

Tab. 4 弥生時代墓地一覧表
甕 K 型 式 甕サイズ(cm) 組み合せ

時期 報告匹 遺構図 遺物図
1次 区 木棺 M 登録番号 複棺 -59 80- 埋蓄方位 埋溢角度 備 考

石棺他 l
単棺
接口 漕口呑口 s M L 上棺 下棺 （型式） 渠 Fig Fig 

1 2 K 0 1 

゜
＇＂ ＇＂ ● " ’’’’’’ 甕 Nー2r-w ’’’’’’ I 580 10 15 倒立棺

1 2 K 0 2 

゜
匹 甕 N--! 刃-E 41 I 580 10 15 

1 2 K 0 3 

゜ ゜
甕 甕 N-fif'-E 29 I 580 10 15 

1 2 K 0 4 

゜ ゜
甕 甕 N~-E 59 I 580 10 15・18 硲製石鏃 • 副葬J\壷

1 2 K 0 5 """ ""' 甕 Nー21一E ""' """ 580 10 ""' 底部のみ

1 2 K 0 6 

゜
""' 甕 Nー25'一E 45 I 580 10 16 

1 2 K 0 7 

゜
甕 憂 N-r-w 40 580 10 

1 2 K 0 8 

゜
憂 N-21-E 

゜
580 10 

1 2 K 0 9 

゜
甕 甕 Nー1イーW 43 I 580 10 16 

1 2 K 1 0 

゜
甕 Nー,r-w 30 580 11 

1 2 K 11 

゜
甕 N —沼ーE 40 580 11 

1 2 K 1 2 甕 N-1'1-W 30 580 11 18 
1 2 K 1 3 

゜
'" 甕 N-:!-E 70 I 580 11 '" 

1 2 K 1 4 '" '" "'" '" 甕 N-S-E '" '" 580 11 '" 

1 2 K 1 5 蚕 甕 N-町 -w 45 580 11 18 
1 2 K 1 6 

゜ ゜
甕 甕 N-11-W 55 580 11 16 

1 2 K 1 7 

゜
’’’’’’ 甕 N-'J-E 40 580 11 18 

1 2 K 1 8 

゜
’’’’’’ 甕 N-'J-W 25 580 11 ’’’’’’ 

1 2 K 1 9 甕 甕 N-1-E 580 11 
1 2 K 2 0 

゜ ゜
甕 甕 N-1fr-E 35 580 11 16 

1 2 K 2 1 

゜ ゜
甕 甕 Nー1'l-W 46 580 11 ""' 

1 2 K 2 2 

゜
""' 甕 N-ff-W 30 580 11 16 

1 2 K 2 3 

゜ ゜
甕 憂 N-1~ ーW 34 580 11 18 

1 2 K 2 4 

゜ ゜
憂 N-'.'JS-W 13 600 7 7 

1 2 K 2 5 

゜ ゜
甕 N- ~ - W 600 7 7 

1 2 K 2 6 

゜
鉢 甕 Nー1ff-E 45 580 12 17 

1 2 K 2 7 壷 N-liJ-E 30 580 12 16 
1 2 K 2 8 

゜
甕 壷 N-43'-E 38 580 12 

1 2 K 2 9 

゜
'" 甕 N-of-E 30 580 12 '" 

1 2 K 3 0 

゜
'" 甕 N--1沼-E 46 580 12 '" 

1 2 K 3 1 

゜
甕 N-f>! ーW 25 580 12 

1 2 K 3 2 

゜
甕 N-7f! ーE 56 580 12 

1 2_ K 3 3 

゜
’’’’’’ 甕 Nー11!-字E 三t 580 12 ’’’’’’ 

1 2 K 3 4 ’’’’’’ 甕 N-41 580 12 ’’’’’’ 

1 2 K 3 5 甕 N —ば一E 580 12 
1 2 K 3 6 

゜
鉢 蛮 N —窃ーE 51 580 12 17 

1 2 K 3 7 

゜
鉢 箪 N- ~ - W "'' 580 12 "'' 

1 2 K 3 8 

゜
"'' 甕 N-4r一E 59 580 12 "'' 

1 2 K 3 9 

゜ ゜
鉢 甕 N-万 -w 48 580 12 17 

1 2 K 4 0 

゜
甕 甕 N —喝ーW 50 580 12 17 

1 2 K 4 1 

゜
甕 N-of-W 55 580 12 

1 2 K 4 2 甕 N-oo -E 580 13 
1 2 K 4 3 

゜
甕 鉢 N-町 -E 30 580 13 

1 2 K 4 4 

゜
鉢 蛮 N-IJ!-W 65 580 13 17 

1 2 K 4 5 

゜
'" 甕 N-7T-E 90 580 13 '" 

1 2 K 4 6 

゜ ゜
甕 甕 N-'JT-E 35 580 13 17・18 副葬1)¥liii

1 2 M 11 N —おーE 580 14 木棺a
1 2 I 1 2 N-11.1-W 580 14 18 土撰ロ・副葬小壷
1 3 K 4 7 取り上げ不可佳
1 3 K 4 8 

゜゚
蛮！ 甕 N-5r-w ’’’’’’ Ill-IV 600 11 ’’’’’’ 

1 3 K 4 9 

゜ ゜
甕 N-町-w Ill 600 11 

1 3 K 5 0 

゜ ゜
鉢 甕 N-'51-W Ill 600 11 

1 3 K 5 1 

゜ ゜
鉢 甕 Nー1t-w 5 IIHV 600 11 "'' 

1 3 K 5 2 

゜ ゜
甕 甕 N-l沼ーW 8 II 600 11 "'' 

1 3 K 5 3 遺構図不明

1 3 K 5 4 

゜ ゜
壷 甕 N-窓-w 11 Ill 600 11 13 

1 3 K 5 5 遺構図不明
1 3 K 5 6 

゜ ゜
甕 N-S-E 90 Ill 600 11 13 

1 3 K 5 7 

゜
鉢 甕 N-11-E 90 Ill 600 11 

1 3 K 5 8 

゜
聾 N-81'-W 7 II 600 11 

1 3 K 5 9 

゜ ゜
鉢 甕 N-f!f-E 90 Ill 600 12 '" 

1 3 K 2 3 3 

゜ ゜
N-fiT-W 2 IIHV 600 12 '" 

1 4 K 6 0 

゜
甕 N-万 -E 62 580 21 27 副舜小亜あり

1 4 K 6 1 

゜
甕 甕 Nー万ーE 4 600 20 

1 4 K 6 2 ＇＂ ＇＂ ’’’’’’ ’’’’’’ 甕 N-84'ーW ’’’’’’ 580 21 27 
1 4 K 6 3 

゜
’’’’’’ 甕 N-万 -E 33 580 21 ’’’’’’ 

1 4 K 6 4 

゜
甕 N-•-W 42 580 21 

1 4 K 6 5 

゜ ゜
甕 甕 N-1~-E 23 580 21 25 

1 4 K 6 6 '"" "'' 甕 N-liJ一E "'' 580 21 27 
1 4 K 6 7 "'' 甕 N-! 刃一E "'' 600 20 "'' 

1 4 K 6 8 

゜
甕 N-f!-W 55 580 22 

1 4 K 6 9 

゜ ゜
亜 甕 N-711ーW 35 580 22 25 

1 4 K 7 0 

゜ ゜
甕 甕 Nー1:r-w 35 600 20 34 

1 4 K 7 1 "" 甕 N一沼 一E IIHV 600 20 
1 4 K 7 2 

゜ ゜
甕 甕 N —汀ーE 5 II 600 20 34 

1 4 K 7 3 

゜
鉢 聾 N―窃ーE 32 II 600 20 

1 4 K 7 4 

゜ ゜
鉢 甕 N-f!f-E 32 II 580 22 25 

1 4 K 7 5 

゜ ゜
""' 甕 Nー1゚-E '" 600 20 '" 

1 4 K 7 6 

゜
甕 N-1-E 39 II 580 22 26 

1 4 K 7 7 

゜
壷 N —おーE 32 600 21 

1 4 K 7 8 

゜
鉢 甕 N一7S-E 51 II 600 21 ’’’’’’ 
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甕 K 型 式 甕サイズ(cm) 組み合せ
時期 報告誓 遺構図 遺物図

1次 区 木棺 M 臨録岳号
単棺

複 棺 -59 80-
上棺 下棺

埋鑓方位 埋溢角度
（型式） 築

低 考

石棺他 l 接口 覆口呑口 s M L Fig Fig 

1 4 K 7 9 

゜ ゜
鉢 甕 N-27-E 33 II 580 22 26 

1 4 K 8 0 

゜
甕 甕 Nー,:r-w 59 1-11 580 22 27 

1 4 K 8 1 

゜
'" 甕 N —窟 -E '" 580 22 26 

1 4 K 8 2 甕 N-5'-W 580 23 26 
1 4 K 8 3 

゜
甕 N —窟ーE 580 23 27 

1 4 K 8 4 

゜
’’’’’’ 甕 N一窟 -E 56 580 23 27 

1 4 K 8 5 

゜
甕 甕 Nー1i-E 49 580 23 26 

1 4 K 8 6 甕 N--4• -E 580 23 27 
1 4 K 8 7 

゜
甕 N-fi-E 62 580 23 

1 4 K 8 8 

゜ ゜
涵！ 甕 N-1<1一E 39 580 23 27 銅剣出土

1 4 K 9 0 

゜ ゜
""' 甕 N-34'-W 

゜
600 21 ""' 

1 4 K 9 1 蛮 N-57-W 600 21 
1 4 K 9 2 甕 憂 N-1~-E 600 21 
1 4 K 9 3 

゜
甕 N一7ff-W 50 580 23 

1 4 K 9 4 

゜
甕 N-84'-W IV 600 21 

1 4 K 9 5 

゜ ゜
鉢 甕 N-'J'J-W 40 IV 600 21 

1 4 K 9 6 

゜ ゜
甕 甕 N-51'-W IV 600 21 

1 4 K 9 7 

゜ ゜
鉢 甕 N一71-E

゜
Ill 600 21 34 

1 4 K 9 8 

゜ ゜
甕 甕 N--{汀-E '" IV 600 21 '" 

1 4 K 9 9 

゜゚
甕 甕 N-f!lーE

゜
IIHV 600 21 

1 4 K 1 0 0 

゜ ゜
甕 甕 N-邸 -w IV 600 21 

1 4 K 1 0 1 

゜ ゜
鉢 甕 N-'J-W ’’’’’’ IV 600 22 ’’’’’’ 

1 4 K 1 0 2 

゜ ゜
’’’’’’ 甕 Nー1i-E ’’’’’’ IV 600 22 ’’’’’’ 

1 4 K 1 0 3 

゜ ゜
甕 甕 N-沼-w IV 600 22 

1 4 K 1 0 4 壷 甕 N-1-W IIHV 600 22 
1 4 K 1 0 5 

゜ ゜
鉢 甕 N-. 引・-w 7 II 600 22 35 

1 4 K 1 0 6 

゜ ゜
鉢 甕 N-窃一E 12 Ill 600 22 ""' 

1 4 K 1 0 7 

゜ ゜
甕 憂 N-fJS-E Ill 600 22 

1 4 K 1 0 8 

゜ ゜
奎 憂 N-•-W 

゜
IIHV 600 22 

1 4 K 1 0 9 

゜ ゜
甕 甕 N-'Jf-W 25 V 600 22 36 

1 4 K 1 1 0 

゜
露i 甕 N-沼-E 10 Ill 600 22 35 

1 4 K 1 11 

゜ ゜
甕 甕 N-j.!-W 6 IIHV 600 23 

1 4 K 1 1 2 甕 N-43'-E IIHV 600 23 
1 4 K 1 1 3 

゜ ゜
甕 甕 N-fl'! -E 

゜
IIHV 600 23 '" 

1 4 K 1 1 4 

゜
甕 甕 N-4r-w '" IIHV 600 23 '" 

1 4 K 1 1 5 

゜ ゜
甕 甕 N-o-E IIHV 600 23 

1 4 K 1 1 6 

゜
甕 甕 N-84'-W IIHV 600 23 

1 4 K 1 1 7 

゜ ゜
甕 甕 N-万-E

゜
II 600 23 ’’’’’’ 

1 4 K 1 1 8 

゜
鉢 甕 N一7、-E 7 IIHV 600 23 ’’’’’’ 

1 4 K 1 1 9 

゜ ゜
甕 甕 N-fJ! ―E Ill 600 23 

1 4 K 1 2 0 

゜ ゜
甕 Nー万ーE 20 Ill 600 23 

1 4 K 1 2 1 """ ""' 蛮 Nー,s一E ""' IIHV 600 23 ""' 祭祀土坑か
1 4 K 1 2 2 

゜ ゜
甕 甕 N-e一E 2 IV 600 23 ""' 

1 4 K 1 2 3 憂 Nー俎ーE IIHV 600 23 
1 4 K 1 2 4 甕 N-1:J-E 54 IIHV 600 24 
1 4 K 1 2 5 

゜ ゜
鉢 甕 N一沼一E 2 Ill 600 24 

1 4 K 1 2 6 

゜ ゜
鉢 甕 N —窃 ーE IIHV 600 24 

1 4 K 1 2 7 

゜ ゜
甕 Nー応ーE

゜
IV 600 24 

1 4 K 1 2 8 

゜ ゜
甕 聾 Nー応ーE 13 IIHV 600 24 

1 4 K 1 2 9 

゜ ゜
盃 甕 N-f!f-E 3 Ill 600 24 36 

1 4 K 1 3 0 

゜
'" 甕 N-21・-w '" IIHV 600 24 '" 

1 4 K 1 3 1 壷 N-34'-W IIHV 600 24 祭祀土坑か
1 4 K 1 3 2 

゜ ゜
甕 N-45'ーE 10 Ill 600 24 35 

1 4 K 1 3 3 

゜ ゜
鉢 甕 N-sS-W 2 Ill 600 24 ’’’’’’ 

1 4 K 1 3 4 

゜ ゜
甕 甕 N-'ll-E 10 IV 600 25 ’’’’’’ 

1 4 K 1 3 5 

゜ ゜
鉢 甕 N-fJ! 一E Ill 600 25 

1 4 K 1 3 6 

゜
甕 甕 N —釘ーE IIHV 600 25 

1 4 K 1 3 7 

゜ ゜
鉢 甕 N-f!S一E 5 Ill 600 25 "'' 

1 4 K 1 3 8 

゜ ゜
鉢 甕 N-1!-E 7 Ill 600 25 37 

1 4 K 1 3 9 鉢 甕 N-万-w IIHV 600 25 
1 4 K 1 4 0 

゜ ゜
甕 甕 N-1~ ーW ， Ill 600 26 37 

1 4 K 1 4 1 

゜
鉢 甕 N一沼一E 4 IIHV 600 26 

1 4 K 1 4 2 

゜ ゜
鉢 甕 N-lf一E 10 Ill 600 26 

1 4 K 1 4 3 

゜ ゜
鉢 甕 N―万ーE 4 Ill 600 26 37 

1 4 K 1 4 4 

゜ ゜
甕 聾 Nー巧ーE

゜
Ill 600 26 

1 4 K 1 4 5 

゜ ゜
盃 磁 N-7fJ-E '" II 600 27 36 

1 4 K 1 4 6 '" '" "' 甕 甕 N-4S-W '" IIHV 600 27 '" 

1 4 K 1 4 7 

゜
甕 N —密ーE Ill 600 27 

1 4 K 1 4 8 

゜ ゜
甕 甕 N-11!-W 

゜
IIHV 600 27 

1 4 K 1 4 9 

゜゚
鉢 甕 N-fJI-W 

゜
Ill-IV 600 27 ’’’’’’ 

1 4 K 1 5 0 

゜
蛮！ N-1立-E

゜
IV 600 27 ’’’’’’ 

1 4 K 1 5 1 

゜ ゜
甕 甕 N-11'-W 3 IV 600 27 

1 4 K 1 5 2 

゜
甕 N —刃ーE IIHV 600 27 

1 4 K 1 5 3 ""' ""' "'' """ """ """ "'' 遺構図不明
1 4 K 1 5 4 

゜
鉢 甕 N-l:r-W 25 IIHV 600 27 "'' 

1 4 K 1 5 5 

゜
特殊器台 甕 N-fJ!-W V 600 27 36 

1 4 K 1 5 6 

゜ ゜
甕 N-4-W 28 IIHV 600 27 

1 4 K 1 5 7 

゜ ゜
甕 甕 Nー17-E 3 IV 600 28 

1 4 K 1 5 8 

゜ ゜
齋 甕 Nー11-E 6 Ill 600 28 38 

1 4 K 1 5 9 

゜ ゜
甕 甕 N-Tl-W 

゜
Ill 600 28 

1 4 K 1 6 0 

゜
聾 N-窃-w

゜
IIHV 600 28 

1 4 K 1 6 1 

゜ ゜
甕 甕 N-4r-E 2 IIHV 600 28 '" 

1 4 K 1 6 2 

゜ ゜
甕 甕 N-f,T-W '" IIHV 600 28 '" 

1 4 K 1 6 3 

゜ ゜
鉢 甕 N —屹ーE Ill 600 28 

1 4 K 1 6 4 遺構図不明

1 4 K 1 6 5 

゜ ゜
’’’’’ 甕 N-5r-w ’’’’’’ Ill-IV 600 28 ’’’’’’ 

1 4 K 1 6 6 

゜ ゜
’’’’’ 甕 N-'Xf-E 8 Ill 600 28 ’’’’’’ 

1 4 K 1 6 7 

゜
甕 甕 N —屯ーE IIHV 600 28 

1 4 K 1 6 8 甕 N-49'-W IIHV 600 29 
1 4 K 1 6 9 

゜ ゜
鉢 甕 N-ffJ一W

゜
Ill 600 29 "'' 

1 4 K 1 7 0 

゜ ゜
"'' 甕 N-fflーW "'' IIHV 600 29 "'' 

1 4 K 1 7 1 

゜ ゜
壷 甕 N-fJ! ーW 12 IIHV 600 29 
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甕 K 型 式 甕サイズ(cm) 組み合せ
時期 報告誓 遺構図 遺物図

1次 区 木棺 M 臨録岳号
単棺
複棺 -59 80-

上棺 下棺
埋鑓方位 埋溢角度

（型式） 築
低 考

石棺他 l 接口 覆口呑口 s M L Fig Fig 

1 4 K 1 7 2 

゜ ゜
蛋！ 甕 N-11-E 5 II 600 29 

1 4 K 1 7 3 

゜ ゜
甕 甕 N-お-E 30 IV 600 29 38 

1 4 K 1 7 4 

゜ ゜
甕 甕 N-ffl-W '" IV 600 29 '" 

1 4 K 1 7 5 

゜ ゜
甕 甕 N —立ーE 15 IV 600 29 

1 4 K 1 7 6 

゜
甕 甕 N-f/$―E 12 IV 600 29 

1 4 K 1 7 7 

゜ ゜
甕 甕 N-3'!-E 

゜
IV 600 30 ’’’’’’ 

1 4 K 1 7 8 

゜
甕 甕 Nー,.一E 10 Ill 600 29 ’’’’’’ 

1 4 K 1 7 9 

゜
甕 N-'!J!-W 10 Ill 600 29 38 

1 4 K 1 8 0 

゜ ゜
鉢 甕 N —窓ーE 3 Ill 600 30 39 

1 4 K 1 8 1 

゜ ゜
甕 甕 N-15'-W 10 Ill 600 30 39 

1 4 K 1 8 2 

゜ ゜
器形 甕 N-5'-W 15 Ill 600 30 39 

1 4 K 1 8 3 

゜ ゜
鉢 憂 N-41'-W 7 Ill 600 30 

1 4 K 1 8 4 

゜
亜・蛮 憂 N-fJSーE ， IV 600 30 40 3逼棺

1 4 K 1 8 5 

゜ ゜
盗 甕 N-fJff-E 18 IIHV 600 30 

1 4 K 1 8 6 

゜
露i "ヽ' N一3r一E 25 Ill 600 30 

1 4 K 1 8 7 遺構図不明

1 4 K 1 8 8 

゜
甕 甕 N-54'―E 8 Ill 600 30 40 

1 4 K 1 8 9 

゜
甕 N--, 汚一W 5 Ill 600 30 '" 

1 4 K 1 9 0 

゜ ゜
甕 甕 Nー,:r-w 10 IV 600 30 41 

1 4 K 1 9 1 

゜ ゜
甕 甕 N-1tJ-W 18 IIHV 600 30 

1 4 K 1 9 2 遺構図不明

1 4 K 1 9 3 ’’’’’’ 
"● 

’’’’’’ ’’’’’’ "" "" ● " ’’’’’’ 遺構図不明

1 4 K 1 9 4 ’’’’’’ 
"● 

’’’’’’ ’’’’’’ "" "" ● " ’’’’’’ 遺構図不明

1 4 K 1 9 5 遺構図不明

1 4 K 1 9 6 遺構図不明

1 4 K 1 9 7 ""' ""' ""' ""' """ """ """ ""' 遺構図不明

1 4 K 1 9 8 ""' ""' ""' ""' """ """ """ ""' 遺構図不明

1 4 K 1 9 9 遺構図不明

1 4 K 2 0 0 遺構図不明

1 4 K 2 0 1 

゜ ゜
鉢 甕 N-{沼-E

゜
Ill 600 31 

1 4 K 2 0 2 

゜ ゜
甕 甕 N-汀-w IIHV 600 31 

1 4 K 2 0 3 

゜ ゜
鉢 甕 N-f!-W 18 Ill 600 31 

1 4 K 2 0 4 

゜ ゜
聾・甕 甕 N-l汀ーW ， IV 600 31 41 3遠棺

1 4 K 2 0 5 

゜ ゜
'" 甕 Nーr-E 7 IIHV 600 31 '" 

1 4 K 2 0 6 

゜ ゜
'" 甕 N-万-E 35 IV 600 31 42 

1 4 K 2 0 7 

゜ ゜
鉢 甕 N-14-W Ill 600 31 

1 4 K 2 0 8 

゜
甕 N —紅ーE 14 Ill 600 31 40 

1 4 K 2 0 9 

゜
’’’’’’ 甕 N-4r-E ’’’’’’ Ill 600 31 ’’’’’’ 

1 4 K 2 1 0 

゜ ゜
甕 甕 N-lif-W 15 IV 600 31 42 

1 4 K 2 1 1 

゜ ゜
甕 甕 N-54'ーW 4 Ill 600 32 

1 4 K 2 1 2 

゜ ゜
壷 甕 N —窃ーE

゜
IV 600 32 

1 4 K 2 1 3 

゜ ゜
鉢 甕 N-f!f一E

゜
Ill 600 32 43 

1 4 K 2 1 4 

゜ ゜
甕 甕 N-: 立-w 4 Ill 600 32 43 

1 4 K 2 1 5 

゜゚
甕 憂 N-万-w 25 IV 600 32 42 

1 4 K 2 1 6 

゜ ゜
鉢 甕 N-41'-E 5 Ill 600 32 

1 4 K 2 1 7 

゜゚゜
砿i 甕 N一応一E IIHV 600 33 

1 4 K 2 1 8 

゜゚
鉢 齋 Nー111-E 10 IIHV 600 33 

1 4 K 2 1 9 

゜ ゜
鉢 甕 N-'!-W 2 IIHV 600 33 

1 4 K 2 2 0 

゜
聾 N —万ーE IIHV 600 33 

1 4 K 2 2 1 '" ""' '" '" " " "'" '" 図iliiなし遺物取り上げ
1 4 K 2 2 2 '" ""' '" '" " " "'" '" 図面なし遺物取り上げ

1 4 K 2 3 4 遺構図行方不明

1 4 I N-84'ーE 600 33 石西土坑

2次 区

型 式 甕サイズ(cm)

録番司畔:I 匹~げ呑口I-;9 I』sol-
組み合せ

上棺 1 下棺
埋蓄方位 I埋蓋角度 時期 1報告匹紅図遺物図

（型式） 染 I Fig I Fig 備 考

7
-9
 

IO
 

N-1ff一E• 一•一''一・甕 IN-7i-W [ 40 
州 I ごI 45 I 45 I接口部に隔たりあり

31 31 

甕 K 型 式 甕サイズ(cm) 組み合せ
時期 報告S 遺構図 遺物図

4次 区 木棺 M 臨録岳号 複棺 -59 80- 埋溢方位 埋溢角度 低 考

石棺他 l
単棺
接口 覆口呑口 s M L 

上棺 下棺 （型式） 簗 F,g F,g 

4 GF10・11 K 0 1 

゜ ゜
甕 聾 N-58' —E IV 600 52 53 樋渡墳丘臼

4 GF10・11 K 0 2 

゜ ゜
聾 N-21-W Ill 600 52 53 樋渡墳丘百

4 GF10・11 K 0 3 

゜ ゜
甕 甕 Nー11・-w '" II 600 50 51 樋渡墳丘g

4 GF10・11 K 0 4 

゜ ゜
'" 甕 Nー17-W '" IV 600 50 51 樋渡墳丘口

4 GF10・11 K 0 5 

゜ ゜ ゜
甕 甕 N-f/$―W IV 461 5 6 樋渡墳丘百

4 G12 K 0 6 

゜ ゜
鉢 甕 N-41-W 

゜
Ill 650 12 

4 G12 K 0 7 

゜ ゜
鉢 甕 N一71-E 7 Ill 650 12 ’’’’’’ 

4 G12 K 0 8 

゜ ゜
’’’’’’ 甕 N一7、-E 14 Ill-IV 650 12 ’’’’’’ 

4 G12 K 0 9 

゜
甕 N-f!-W 10 IIHV 650 12 

4 G12 K 1 0 

゜ ゜
鉢？ 甕 N --44'―E 19 IIHV 650 12 

4 G12 K 11 

゜
""" "'' 甕 N-111-W "'' IIHV 650 12 "'' 

4 G12 K 1 2 

゜ ゜
露！ 甕 N-48'-E 21 IIHV 650 12 "'' 

4 G12 K 1 3 

゜ ゜
甕 甕 N-1-W 25 IV 650 12 13 

4 G12 K 1 4 

゜ ゜
甕 甕 N―立一E -18 IV 650 12 

4 G12 K 1 5 

゜
砿i 甕 N-ff-W 3 IIHV 650 12 

4 G12 K 1 6 

゜ ゜ ゜
甕 N-ffl -E 

゜
IIHV 650 12 

4 G12 K 1 7 

゜ ゜
鉢 甕 N―窃ーE 10 IIHV 650 12 

4 G12 K 1 8 

゜ ゜
鉢 聾 N-l汀ーE 13 IIHV 650 14 

4 G12 K 1 9 

゜ ゜
鉢 甕 N-of-W 

゜
IIHV 650 14 '" 

4 G12 K 2 0 

゜ ゜
盃 甕 N-lザーE 10 IIHV 650 14 '" 

4 G12 K 2 1 

゜ ゜
甕 甕 N-84'ーW IIHV 650 14 

4 G12 K 2 2 

゜ ゜
鉢 甕 N-万-w 15 IIHV 650 14 

4 G12 K 2 3 

゜ ゜
面函 函 N-万-E ’’’’’’ Ill-IV 650 14 ’’’’’’ 3遠棺

4 G12 K 2 4 

゜ ゜
甕 甕 Nー1fl-E 20 Ill-IV 650 14 ’’’’’’ 

4 G12 K 2 5 

゜ ゜
甕 甕 N-74-W 12 IV 650 14 

4 G12 K 2 6 

゜ ゜
甕 甕 N-f!-E 7 Ill 650 14 

4 G12 K 2 7 

゜ ゜
甕 甕 N- ~ - W 

゜
IV 650 14 "'' 

4 G12 K 2 8 

゜
""" "'' 甕 Nー17-E "'' IIHV 650 14 "'' 

4 G12 K 2 9 

゜ ゜
甕 甕 N-fftーE 13 IIHV 650 14 
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甕 K 型 式 甕サイズ(cm) 組み合せ
時期 報告誓 遺構図 遺物図

4次 区 木棺 M 臨録岳号
単棺
複棺 -59 80-

上棺 下棺
埋鑓方位 埋溢角度

（型式） 築
低 考

石棺他 l 接口 覆口呑口 s M L Fig Fig 

4 G12 K 3 0 

゜ ゜
甕 甕 N —刃ーE 2 Ill 650 14 

4 G12 K 3 1 

゜ ゜
'" 甕 N一ar-w 35 IIHV 650 15 '" 

4 G12 K 3 2 

゜ ゜
高杯 甕 N-84'-E 5 IIHV 650 15 '" 

4 G12 K 3 3 

゜ ゜
？ 壷 N —万ーE 24 IIHV 650 15 

4 G12 K 3 4 甕 N-7o-E IIHV 650 15 
4 G12 K 3 5 

゜ ゜
甕 甕 N-N-E ， IIHV 650 15 ’’’’’’ 

4 G12 K 3 6 

゜゚
甕 甕 N一37-W 8 IIHV 650 15 ’’’’’’ 

4 G12 K 3 7 

゜ ゜
甕 甕 N-4/1 -E 6 IV 650 15 13 

4 G12 K 3 8 

゜ ゜
甕 甕 N-1<!-E 4 IIHV 650 15 

4 G12 K 3 9 

゜ ゜
甕 甕 N-43'-E ""' IIHV 650 15 ""' 

4 G12 K 4 0 

゜ ゜
甕 甕 N-711-E 

゜
Ill 650 15 ""' 

4 G12 K 4 1 

゜ ゜
甕 蛮 N-'!-E IIHV 650 16 

4 G12 K 4 2 

゜ ゜
亜 N —喝ーW 7 IIHV 650 16 

4 G12 K 4 3 

゜ ゜
甕 甕 N一1r-E 10 IIHV 650 16 

4 G12 K 4 4 

゜ ゜
甕 N一7、-E 8 IIHV 650 16 

4 G12 K 4 5 甕？ Nー万ーE IIHV 650 16 
4 G12 K 4 6 甕？ 甕 N-11!-E IIHV 650 16 
4 G12 K 4 7 

゜ ゜
涵 甕 N-fR-W '" IIHV 650 16 '" 

4 K 4 8 欠番
4 G12 K 4 9 

゜ ゜
甕 N-&1'-E 25 IIHV 650 16 

4 G12 K 5 0 

゜ ゜
甕甕 甕 N-11'-E 13 IIHV 650 16 3遠棺

4 G12 K 5 1 

゜ ゜
甕 甕 N-!l-E -3 IIHV 650 16 ’’’’’’ 

4 G12 K 5 2 

゜ ゜
甕 甕 N-fflーE ’’’’’’ IIHV 650 16 ’’’’’’ 

4 G12 K 5 3 

゜ ゜
甕 甕 N-1(!-W 17 IIHV 650 16 

4 G12 K 5 4 

゜ ゜
甕 甕 N-Tf-W 28 IIHV 650 16 

4 G12 K 5 5 

゜ ゜
鉢 甕 N-'ll-E 10 IIHV 650 16 ""' 

4 G12 K 5 6 

゜ ゜
盗 甕 N-fff-E 7 IIHV 650 16 ""' 

4 G12 K 5 7 

゜ ゜
甕 憂 N —沼ーE 14 IIHV 650 16 

4 G12 K 5 8 

゜ ゜
鉢 憂 N-1~-E 26 IV 650 17 

4 G12 K 5 9 

゜ ゜
甕 N-'!-W IIHV 650 17 

4 G12 K 6 0 

゜ ゜
甕 N-53'-W 37 IIHV 650 17 

4 GF10・11 K 6 1 

゜ ゜
甕 甕 N-'Z!-W Ill 461 8 10 樋渡墳丘臼

4 GF10・11 K 6 2 

゜ ゜
甕 甕 N-11<1-W IV 461 11 12 樋渡墳丘臼

4 GF10・11 K 6 3 

゜ ゜
甕 甕 N-万-w '" IV 600 50 51 樋渡墳丘臼

4 GF10・11 K 6 4 

゜ ゜
甕 甕 N-'lf-W '" IV 461 14 16 樋渡墳丘塁

4 GF10・11 K 6 5 

゜ ゜
甕 甕 N-Z!-W ， IV 600 59 60 樋渡墳丘塁

4 GF10・11 K 6 6 

゜ ゜
甕 甕 N-宝-w 5 IV 600 50 51 樋渡墳丘塁

4 GF10・11 K 6 7 

゜ ゜
鉢 甕 N-'Xf-W 10 Ill 600 61 62 樋渡墳丘苔

4 GF10・11 K 6 8 

゜ ゜
甕 甕 N-7l-E 1 IV 600 50 51 樋渡墳丘苔

4 GF10・11 K 6 9 

゜ ゜
甕 N-f!!-W IV 600 51) 51 樋渡墳丘臼

4 GF10・11 K 7 0 

゜ ゜
甕 甕 N-'lS-W 37 IV 600 52 53 樋渡墳丘臼

4 GF10・11 K 7 1 

゜ ゜
甕 甕 N...gt-E 10 Ill 600 61 62 

樋"樋"樋'渡渡渡"'""墳墳墳"""'' 丘丘丘""忌塁冨"' " " 4 GF10・11 K 7 2 

゜ ゜
""' 甕 N ー1~ -w 7 Ill 600 57 58 

4 GFl0・11 K 7 3 

゜ ゜
亜 憂 N-11-W 29 V 600 52 53 

4 G12 K 7 4 

゜ ゜
蚕 蚕 N―万ーE 8 IIHV 650 17 

4 GF10・11 K 7 5 

゜ ゜
甕 甕 Nー,r-w

゜
Ill 461 17 18 

樋樋樋渡渡渡墳墳墳丘丘丘伍塁喜4 GF10・11 K 7 6 

゜ ゜
甕 甕 N-'l!-W 3 Ill 600 57 58 

4 GF10・11 K 7 7 

゜ ゜
甕 甕 N-1•-W 

゜
Ill 461 20 21 

4 GF10・11 K 7 8 

゜ ゜
甕 聾 N-1/J-W Ill 600 59 60 樋渡墳丘百

4 GF10・11 K 7 9 

゜ ゜
甕 甕 N-t-W '" IV 600 55 56 樋渡墳丘g

4 G12 K 8 0 

゜ ゜
盃 甕 N-'ll-E 29 IV 650 17 '" 

4 G12 K 8 1 

゜ ゜
壷 甕 N-l!-E IV 650 17 

4 G12 K 8 2 

゜ ゜
鉢 甕 N —刃ーE 54 IV 650 17 

4 G12 K 8 3 

゜ ゜
甕 甕 N-f!f-W 5 IV 650 17 ’’’’’’ 

4 G12 K 8 4 

゜ ゜
甕 甕 N-21・-E 

゜
IV 650 17 ’’’’’’ 

4 G12 K 8 5 

゜ ゜
甕？ 甕 N —立ーE 38 IIHV 650 17 

4 GF10・11 K 8 6 

゜ ゜
鉢 甕 N —邸ーE 19 IV 600 57 58 樋渡墳丘冨

4 GF10・11 K 8 7 

゜ ゜
蕊！ 甕 N-笈 -w "'' IV 600 50 51 樋渡墳丘巨

4 GF10・11 K 8 8 

゜ ゜
鉢 甕 N-'ll-W 23 Ill 600 61 62 樋渡墳丘巨

4 GF10・11 K 8 9 

゜ ゜
鉢 甕 N-1:!-W Ill 600 57 58 樋渡墳丘百

4 GF10・11 K 9 0 

゜ ゜
甕 甕 15 IV 600 54 56 樋渡墳丘塁

4 GF10・11 K 9 1 

゜ ゜
甕 N-21・-E 10 IV 600 59 60 樋渡墳丘伍

4 GF10・11 K 9 2 

゜ ゜
甕 甕 N-81◆ -E IV 600 55 56 栖渡墳丘哀

4 HI K 1 0 0 

゜ ゜
聾 聾 N-31'-W IIHV 650 5 

4 HI K 1 0 1 

゜ ゜
聾 聾 Nー打ーE 24 IIHV 650 5 

4 HI K 1 0 2 

゜
""' 甕 N-58'ーE '" IIHV 650 5 '" 

4 HI K 1 0 3 

゜ ゜
甕 甕 N-'Jf-W 21 IIHV 650 5 '" 

4 HI K 1 0 4 

゜ ゜
甕 甕 N-1o-E 42 IIHV 650 5 6 

4 HI K 1 0 5 

゜ ゜
鉢 甕 N-fJ!-W 18 Ill 650 5 

4 HI K 1 0 6 

゜ ゜
甕 甕 N-lif-E 13 Ill-IV 650 5 ’’’’’’ 

4 HI K 1 0 7 

゜ ゜
甕 甕 N-, 刃ーE ー10 Ill 650 5 6 

4 HI K 1 0 8 

゜ ゜
鉢 甕 N-17-E 3 Ill 650 5 

4 GH12 K 1 0 9 

゜ ゜
甕 甕 N-t-W 10 IIHV 650 7 

4 GH12 K 1 1 0 

゜ ゜
甕 甕 N-、-E "'' IIHV 650 7 "'' 

4 GH12 K 111 

゜ ゜
""' 齋 N-'ll-E 26 IIHV 650 7 "'' 

4 GH12 K 1 1 2 

゜ ゜
甕 甕 Nー立一E 30 IIHV 650 7 

4 GH12 K 1 1 3 鉢 甕 N —沼ーE IIHV 650 7 
4 GH12 K 1 1 4 

゜ ゜
甕 甕 N-S-W -7 Ill 650 7 

4 GH12 K 1 1 5 欠醤

4 GH12 K 1 1 6 

゜ ゜
甕 甕 N-18"-E IIHV 650 7 

4 GH12 K 1 1 7 

゜ ゜
鉢 聾 N-'S-E 26 IIHV 650 7 

4 GH12 K 1 1 8 

゜ ゜
磁 甕 Nー1tJ-W 6 Ill 650 7 '" 

4 GH12 K 1 1 9 

゜ ゜
甕 甕 Nー1tJ-W '" IIHV 650 7 '" 

4 GH12 K 1 2 0 

゜ ゜
甕 甕 N-~·-E 5 Ill 650 7 

4 GH12 K 1 2 1 

゜ ゜
壷 甕 N-:rt-W 6 Ill 650 8 ， 

4 GH12 K 1 2 2 

゜ ゜
甕 甕 N-ffl-W 15 IIHV 650 8 ’’’’’’ 

4 GH12 K 1 2 3 欠番
4 GH12 K 1 2 4 

゜ ゜
甕 甕 N-00'-W Ill 650 8 

4 GH12 K 1 2 5 鉢 蛮 N-町-E IIHV 650 8 
4 GH12 K 1 2 6 

゜ ゜
""' 甕 N-fJ!-W "'' Ill 650 8 "'' 

4 GH12 K 1 2 7 

゜ ゜
""' 甕 N- ~ - W 

゜
Ill 650 8 "'' 

4 GH12 K 1 2 8 

゜ ゜
甕 甕 N-fJ! 一E 17 Ill 650 8 
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甕 K 型 式 甕サイズ(cm) 組み合せ
時期 報告誓 遺構図 遺物図

4次 区 木棺 M 臨録岳号
単棺

複 棺 -59 80-
上棺 下棺

埋鑓方位 埋溢角度
（型式） 築

低 考

石棺他 l 接口 覆口呑口 s M L Fig Fig 

4 GH12 K 1 2 9 

゜ ゜
蛋！ 甕 N→ガーW

゜
Ill 650 8 ， 

4 GH12 K 1 3 0 

゜ ゜
涵 甕 N-fif! ーE '" Ill 650 8 '" 

4 GH12 K 1 3 1 '" 甕 N-54'ーE '" IIHV 650 8 '" 

4 GH12 K 1 3 2 

゜ ゜
鉢 甕 N-35'ーE 18 Ill 650 8 10 

4 GH12 K 1 3 3 

゜ ゜
鉢 甕 N-46'ーE 10 Ill 650 8 

4 GH12 K 1 3 4 

゜ ゜
’’’’’’ 函 N- ~ - W ’’’’’’ IIHV 650 11 ’’’’’’ 

4 GH12 K 1 3 5 欠番
4 GH12 K 1 3 6 

゜ ゜
甕 N —万ーE 4 Ill 650 11 

4 GH12 K 1 3 7 

゜ ゜
鉢 甕 N-fi-E 16 IIHV 650 11 

4 GH12 K 1 3 8 

゜ ゜
""' 甕 N-1'l-E ""' Ill 650 11 ""' 

4 GH12 K 1 3 9 齋？ 甕 N-7、-E ""' IIHV 650 11 ""' 

4 GH12 K 1 4 0 

゜ ゜
憂 N~ ーE 29 IIHV 650 11 

4 GH12 K 1 4 1 

゜ ゜
甕 憂 N-1/J-E 11 Ill 650 11 

4 GH12 K 1 4 2 甕 650 7 
4 GH12 K 1 4 3 

゜ ゜
鉢 甕 N一3r-w Ill 650 11 

4 GH12 K 1 4 4 欠番
4 GH12 K 1 4 5 

゜ ゜
壷 甕 N-fifーE IIHV 650 11 

4 GH12 K 1 4 6 

゜ ゜
iw. 甕 N-4if-E 6 Ill 650 11 '" 

4 GF10・11 M 1 Nー,r-w '" V 461 23 '" 木棺l;i・樋渡墳丘臼

4 GF10・11 I 0 1 600 箱 S・樋渡墳丘塁
4 GF10・11 I 9 3 N-41-W V 600 63 64 土坑 • 生活遺構か
4 G12 I 0 1 N-87-E ’’’’’’ V 650 18 ’’’’’’ 石棺苔
4 G12 I 0 1 N-'l-E ’’’’’’ V 650 18 ’’’’’’ 石器土坑夏

甕 K 型 式 甕サイズ(cm) 組み合せ
時期 報告S 遺構図 遺物図

6次 区 木棺 M 盗録番号 複 棺 -59 80- 埋溢方位 埋溢角度 低 考
石棺他 l

鮎棺
接口 覆口 呑口 s M L 上棺 下棺 （型式） 撲 F,g F,g 

6 1 K 1 0 0 

゜ ゜
甕 棗 N-1T-E 26 461 31 32・33 百武高木区画召

6 1 K 1 0 1 

゜ ゜
甕 憂 N-71・E 36 580 34 35 百武高木区画塁

6 1 K 1 0 2 

゜ ゜
盗 甕 N沢f-E 3 580 43 44 ニ武高木区画珪

6 1 K 1 0 3 

゜ ゜
鉢 甕 N..fJ!-W 16 580 43 44 ニ武高木区画苔

6 1 K 1 0 4 

゜ ゜
甕 N-釘 ・E 40 580 34 35・36 吉武高木区西口

6 1 K 1 0 5 

゜
壷？ 580 43 44 

6 1 K 1 0 6 

゜ ゜
'" 函 N-1/f-E 47 580 43 44 

6 1 K 1 0 7 

゜ ゜
鉢 ""' N-fff-W 22 580 43 44 

6 1 K 1 0 8 

゜ ゜
蚕 壷 N-1f!-E 36 580 43 44 

6 1 K 1 0 9 

゜ ゜
甕 甕 N-2• - E 20 461 34 35・36 吉武高木区画塁

6 1 K 1 1 0 

゜ ゜
甕 甕 N-41-E 28 461 37-38 39-41 苫武忘木区画召

6 1 K 111 

゜ ゜
甕 甕 N-15'-E 19 461 42・43 44・45 古武丙木区酉a

6 1 K 1 1 2 

゜ ゜
甕 甕 N-'!! ・E 31 580 37 38 吉武高木区西a

6 1 K 1 1 3 

゜ ゜
甕 甕 N-~ - E 25 580 37 38 吉武高木区西口

6 1 K 1 1 4 

゜ ゜
涵！ 蛮 N-17-E 36 580 43 45 ニ武高木区画臼

6 1 K 1 1 5 

゜ ゜
甕 甕 N-44'-E 35 461 46 47.48 =武忘木区画嚢

6 1 K 1 1 6 

゜ ゜
甕 憂 N-'Sf-E 45 461 49 50-52 吉武高木区画夏

6 1 K 1 1 7 

゜ ゜
甕 甕 N却 ・E 18 461 53・54 55-58 吉武高木区西伍

6 1 K 1 1 8 

゜ ゜
鉢 甕 N-5r-E 25 580 43 45 二武高木区画伍

6 1 K 1 1 9 

゜ ゜
蛮 齋 N公r-E 17 580 39 40・41 =武忘木区画伍

6 1 K 1 2 0 

゜ ゜
蛮 N-1• ・E 43 580 心 45 

6 1 K 1 2 1 

゜ ゜
蛮 N-1イ・E 580 46 47 

6 1 K 1 2 2 

゜ ゜
鉢 甕 N-r-E 46 580 39 40 

6 1 K 1 2 3 

゜ ゜
'" 甕 N-f!T-E '" 580 46 47 

6 1 K 1 2 4 

゜ ゜
壷 壷 N-11$-W 40 580 46 47 

6 1 K 1 2 5 

゜
壷 N-1-E 38 461 59 60・61 届製石鏃

6 1 K 1 2 6 

゜ ゜
涵 函 N沢r-E 25 580 46 47 

6 1 K 1 2 7 

゜ ゜
鉢 蛮 N-IT-W 62 580 46 47 

6 1 K 1 2 8 

゜ ゜
鉢 N-1イ・E

゜
580 46 吉武高木区画塁

6 1 K 1 2 9 欠番

6 1 K 1 3 0 欠番
6 1 K 1 3 1 

゜
"'' 齋 "'' "'' """ 580 """ 42 

6 1 K 1 3 2 欠番
6 1 K 1 3 3 

゜
欠番

6 1 K 1 3 4 

゜
砿i 深 N-'ll -E 36 I 580 46 47 

6 1 北 K 1 3 5 

己古古-年武式式―品出出4''1 ●"'"'柏叫呻""l紺紺虐噌認認' " 
6 1 北 K 1 3 6 
6 1 北 K 1 3 7 
6 1 北 K 1 3 8 

゜ ゜
鉢 甕 N-r-w '" I 580 48 '" 

6 1 北 K 1 3 9 古武忘木範囲確認

6 1 北 K 1 4 0 

吉吉.ro,吉占武武武武―出出H出''+J'"''軸蛉''""四四'"""""'""'II"が心" " ,"' 1' , 
6 1 北 K 1 4 1 
6 1 北 K 1 4 2 
6 1 北 K 1 4 3 
6 1 北 K 1 4 4 

゜ ゜
甕 N-心-E I 580 48 

6 1 北 K 1 4 5 吉武高木節囲確認

6 1 北 K 1 4 6 古武忘木範囲確認

6 1 北 K 1 4 7 古武丙木範囲確認

6 1 北 K 1 4 8 吉武高木範囲確認
6 1 北 K 1 4 9 吉武高木範囲確認

6 1 北 K 1 5 0 
● _二=木木,.● 棺棺,武武り,'.. 高忘冨羹,", ,● 木木_"""範範"" 囲確認6 1 北 K 1 5 1 囲確認

6 1 M 1 N-~ - E 461 62・63 64-66 
6 1 M 2 N-44'・E 461 67・68 69-71 
6 1 M 3 N-~- E '" 461 72・73 74-78 木棺g
6 1 M 4 N-1/5-E '" 461 81 82・83 木棺店
6 D・E区 K 0 1 

゜ ゜
壷 壷 N-1f!-E 33 580 49 

6 D・E区 K 0 2 

゜ ゜
壷 壷 N-S 11 580 49 

6 D・E区 K 0 3 

゜ ゜
涵 函 N-~- E 57 580 49 ’’’’’’ 

6 D・E区 K 0 4 

゜゚
蛮！ 甕 N-81・-w 7 580 49 ’’’’’’ 

6 D・E区 K 0 5 

゜
壷？ N-1-E 48 580 49 

6 2 束 K 0 1 

゜ ゜
甕 甕 N-匹・E 38 580 52 

6 2 東 K 0 2 

゜ ゜
甕 甕 N-fff -E 41 580 52 "'' 

6 2 東 K 0 3 

゜ ゜
露！ 齋 N-fR-E 57 580 52 "'' 

6 2 束 K 0 4 

゜゚
甕 甕 N-of-E 40 580 52 54・56 必製石jlJ先端
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甕 K 型 式 甕サイズ(cm) 組み合せ
時期 報告誓 遺構図 遺物図

6次 区 木棺 M 臨録岳号
単棺

複 棺 -59 80-
上棺 下棺

埋鑓方位 埋溢角度
（型式） 築

低 考

石棺他 l 接口 覆口呑口 s M L Fig Fig 

6 2 束 K 0 5 

゜゚
甕 甕 N-密・E 39 I 580 52 

6 2 東 K 0 6 

゜ ゜
'" 甕 N点f-E 37 I 580 52 54・56 磨製石磁

6 2 東 0 7 欠番

6 2 束 K 0 8 

゜ ゜
鉢 壷 N-4fJ-E 33 I 580 53 

6 2 束 K 0 9 

゜ ゜
甕 甕 N-7f5-W 52 I 580 52 

6 2 東 K 1 0 

゜ ゜
甕 甕 N-25'-E 53 II 580 53 ’’’’’’ 

6 2 東 K 11 

゜ ゜
’’’’’’ 甕 Nぶr-E 50 I 580 52 ’’’’’’ 

6 2 束 K 1 2 

゜ ゜
鉢 甕 N-窃.w 42 II 580 53 

6 2 束 K 1 3 

゜ ゜゚゜
甕 N-窓-W II 580 53 

6 2 東 K 1 4 

゜ ゜
甕 甕 N~- E 10 II 580 53 ""' 

6 2 東 K 1 5 0? 

゜
""' 齋？ Nぶf-W 56 II 580 53 ""' 

6 2 束 1 6 欠番

6 2 束 K 1 7 

゜
？ 甕 憂 N-21'-E 44 I 580 52 

6 2 東 K 1 8 甕 甕

6 2 東 K 1 9 

゜ ゜
茄 N-~-E 47 II 580 53 

6 2 束 K 2 0 

゜ ゜
鉢 甕 N-71-E 50 II 580 53 

6 2 束 SX 0 1 副蕊小壷

6 2 西 K 0 1 

゜ ゜
甕 甕 N衣r-E 17 I 580 59 '" 

6 2 西 K 0 2 

゜ ゜
甕 甕 N-'3! -E 35 I 580 61 '" 

6 2 西 K 0 3 O? 蛮？ N-お・E I? 580 58 
6 2 西 K 0 4 

゜
壷 N-窃・E I? 580 58 

6 2 西 K 0 5 

゜ ゜
’’’’’’ 甕 ’’’’’’ ’’’’’’ I 580 59 ’’’’’’ 

6 2 西 K 0 6 

゜ ゜
’’’’’’ 甕 N-~- E 50 I 580 61 ’’’’’’ 

6 2 西 K 0 7 

゜ ゜
鉢 甕 N-窃・E 47 I 580 61 

6 2 西 K 0 8 欠番

6 2 西 K 0 9 

゜ ゜
甕 甕 N-48'-E 26 580 59 ""' 

6 2 西 K 1 0 

゜ ゜
甕 齋． N-4r-E 23 580 63 ""' 

6 2 西 K 11 

゜ ゜
甕 憂 N-11! ・E 39 580 59 

6 2 西 K 1 2 

゜ ゜
奎 憂 N公r-E 44 580 61 

6 2 西 K 1 3 

゜ ゜
甕 甕 N-f5l -E 24 580 59 

6 2 西 K 1 4 

゜゚
甕 甕 N-oo -E 29 580 61 

6 2 西 K 1 5 

゜ ゜
甕 甕 N-/fJ-E 50 580 62 

6 2 西 K 1 6 

゜ ゜
甕 Nふf・E 580 59 60 鉤状文あり

6 2 西 K 1 7 

゜゚
甕 甕 N-31・-E 31 580 61 '" 

6 2 西 K 1 8 

゜ ゜
甕 甕 N-47-E 26 580 59 '" 

6 2 西 K 1 9 

゜ ゜
甕 N-ff.1-E 27 580 62 

6 2 西 K 2 0 

゜
甕 N-':/.1-E I? 580 

6 2 西 K 2 1 

゜ ゜
甕 甕 N-61・-E 32 I 580 61 ’’’’’’ 

6 2 西 K 2 2 

゜
＇＂ ＇＂ ’’’’’’ ’’’’’’ 甕 N-47-E ’’’’’’ I 580 62 ’’’’’’ 

6 2 西 K 2 3 

゜ ゜
甕 N-81・・E 39 I 580 61 

6 2 西 K 2 4 

゜ ゜
甕 甕 N-お-W 26 I 580 62 

6 2 西 K 2 5 

゜
""" ""' 甕 Nふf-E ""' I? 580 """ ""' 

6 2 西 K 2 6 

゜ ゜
甕 甕 N-44'-W 28 I 580 62 ""' 

6 2 西 K 2 7 

゜ ゜
憂 N-41-E I 580 61 

6 2 西 K 2 8 

゜
蚕 N-7T-W 52 I 580 62 

6 2 西 K 2 9 

゜
甕 I 580 62 

6 2 西 K 3 0 

゜ ゜
甕 N-!f-E II 580 63 

6 2 西 K 3 1 

゜ ゜
？ 甕 N-"N・E ， II 580 63 

6 2 西 K 3 2 

゜ ゜
聾 N-ぼ.w II 580 63 

6 2 西 K 3 3 欠番

6 2 西 K 3 4 

゜ ゜
甕 甕 N-3:i-E 60 I 580 62 '" 

6 2 西 K 3 5 

゜ ゜
甕 甕 Nぶt-E 12 I 580 62 

6 1母幹線迫路2区 K 0 1 

゜ ゜
壷 甕 N-ff! ・E Ill 650 22 

6 1号幹線迫路2区 K 0 2 

゜ ゜
甕 甕 Nぷr-E 8 IV 650 22 ’’’’’’ 

6 1号幹線迫路2区 K 0 3 

゜ ゜
鉢 蛮 N-r-E 42 Ill-IV 650 22 ’’’’’’ 

6 1号幹線迫路2区 K 0 4 O? 

゜
甕 N-打.w 15 IIHV 650 22 

6 1号幹線迫路2区 K 0 5 

゜
蛮 N-釘・E 64 IIHV 650 22 

6 1号幹線迫路2区 K 0 6 

゜ ゜
露！ 箪 N-44'-W 51 IIHV 650 22 "'' 

6 1号幹線迫路2区 K 0 7 

゜ ゜
甕 甕 N-fR-E "'' IIHV 650 22 "'' 

6 1号幹線迫路2区 K 0 8 

゜ ゜
甕 甕 N-lr-W 27 Ill 650 22 

6 1号幹線迫路2区 K 0 9 

゜ ゜
甕 N-窃.w 33 IV 650 22 

牛111号号号幹幹幹線線線迫道迫路路路222区区区
K 1 0 

゜ ゜
甕 甕 N-2、-E 15 IV 650 22 

K 11 

゜ ゜
蛮 甕 N-41-E 

゜
IV 650 22 

K 1 2 

゜ ゜
甕 N-~ - E 0? Ill 650 22 

6 1号幹線迫路2区 K 1 3 ？ 650 23 
6 1号幹線迫路2区 K 1 4 

゜ ゜
盃 甕 N-r-w 

゜
Ill 650 23 '" 

6 1号幹線迫路2区 K 1 5 

゜ ゜
甕 甕 N-fi-W 4 Ill 650 23 24 

6 1号幹線迫路2区 K 1 6 

゜ ゜
鉢 甕 N-5-E 

゜
Ill 650 23 

6 1号幹線迫路2区 K 1 7 

゜ ゜
壷 N-!T'・E IIHV 650 23 

6 1号幹線迫路2区 K 1 8 

゜ ゜
甕 甕 N-$-W 4 Ill 650 23 ’’’’’’ 

6 1号幹線迫路2区 K 1 9 

゜ ゜
’’’’’ 甕 N公!-E ’’’’’’ Ill 650 23 ’’’’’’ 

6 1号幹線迫路2区 K 2 0 

゜ ゜
甕 甕 N-宮-E

゜
Ill 650 23 

6 1号幹線迫路2区 K 2 1 

゜ ゜
甕 甕 N-万.w

゜
Ill 650 23 

6 1号幹線迫路2区 K 2 2 O? '"" 甕？ 甕？ N-51"-E "'' """ 650 23 "'' 

6 1号幹線迫路2区 K 2 3 

゜ ゜
甕 甕？ N-ffS-E "'' IIHV 650 23 "'' 

6 1号幹線迫路2区 K 2 4 

゜ ゜
甕 N-'S・E 5 IIHV 650 23 

6 1号幹線迫路2区 K 2 5 

゜ ゜
甕 N-ff! ・E 5 Ill 650 23 

牛111号号号幹幹幹線線線迫道迫路路路222区区区
K 2 6 

゜ ゜
甕 甕 N-17-E 

゜
IIHV 650 23 

K 2 7 

゜ ゜
"" 甕 N-~-E IIHV 650 23 

K 2 8 

゜ ゜
甕 甕 N-1しE 13 Ill 650 23 

6 1号幹線迫路2区 K 2 9 

゜ ゜
聾 聾 N-24"-E 11 IIHV 650 23 

6 1号幹線迫路2区 K 3 0 

゜ ゜
甕 甕 N-ffl-E 30 IIHV 650 25 '" 

6 1号幹線迫路2区 K 3 1 

゜ ゜
""' 甕 N-f!f-W '" Ill 650 25 '" 

6 1号幹線迫路2区 K 3 2 

゜ ゜
甕 甕 N-31・ ・E 8 Ill 650 25 

6 1号幹線迫路2区 K 3 3 

゜ ゜
鉢 甕 N-'$! ・E 6 Ill 650 25 

6 1号幹線迫路2区 K 3 4 

゜ ゜
甕 甕 N公1-E 26 Ill 650 25 ’’’’’’ 

6 1号幹線迫路2区 K 3 5 

゜ ゜
鉢 甕 N衣i'-E 8 Ill 650 25 ’’’’’’ 

6 1号幹線迫路2区 K 3 6 

゜ ゜
蛮 N-10--E IV 650 25 

6 1号幹線迫路2区 K 3 7 

゜ ゜
奎 奎 N-oo・-E IIHV 650 25 

6 1号幹線迫路2区 K 3 8 

゜ ゜
""' 甕 Nぷt-E "'' Ill 650 25 "'' 

6 1号幹線迫路2区 K 3 9 

゜ ゜
鉢 甕 N-71-E "'' IIHV 650 25 "'' 

6 1号幹線荘路2区 K 4 0 O? 

゜
甕？ 蚕 N-fJ!-E 86 IIHV 650 25 
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甕 K 型 式 甕サイズ(cm) 組み合せ
時期 報告誓 遺構図 遺物図

6次 区 木棺 M 臨録岳号
単棺

複 棺 -59 80-
上棺 下棺

埋鑓方位 埋溢角度
（型式） 築

低 考

石棺他 l 接口 覆口呑口 s M L Fig Fig 

6 1~ 幹線追路2区 K 4 1 

゜ ゜
甕 N-刃・E 25 IIHV 650 25 

6 1号幹線迫路2区 K 4 2 

゜ ゜
鉢 甕 N-'31 -E 19 IIHV 650 25 '" 

6 1号幹線辺路2区 K 4 3 

゜ ゜
'" 甕 N-7、-W 10 IIHV 650 25 '" 

6 1梵幹線泊路2区 K 4 4 

゜ ゜
甕 N-rrt-E 4 IV 650 25 

6 1梵幹線泊路2区 K 4 5 

゜ ゜
鉢 甕 N-31• -E 1 Ill 650 26 

6 1号幹線辺路2区 K 4 6 

゜ ゜
鉢 甕 N-111-W 

゜
Ill 650 26 ’’’’’’ 

6 1号幹線辺路2区 K 4 7 

゜ ゜
甕 甕 N-fl!-W 16 IV 650 26 ’’’’’’ 

6 1鍔幹線迅路2区 K 4 8 

゜ ゜
甕 甕 N-印-W IV 650 26 

6 1~ 幹線迅路2区 K 4 9 

゜ ゜
甕 N-84'-E 47 650 26 

牛111号号号幹幹幹線線線追迫迫路路路222区区区
K 5 0 0? 

゜
""' 甕 N~- E ""' """ 650 26 ""' 

K 5 1 

゜ ゜
甕 甕 N-84'-E ー10 IIHV 650 26 ""' 

K 5 2 

゜ ゜
甕 憂 N-1-W 3 Ill 650 26 

6 1号幹線追路2区 K 5 3 O? 

゜
憂 N-Z! ・E IIH V 650 26 

6 1号幹線辺路2区 K 5 4 O? 

゜
甕 N-fx! -E IIHV 650 26 

6 1号幹線辺路2区 K 5 5 

゜ ゜
鉢 甕 Nふf-E

゜
Ill 650 27 

6 1局幹線追路2区 K 5 6 

゜ ゜
鉢 甕 N-71'-W Ill 650 27 

6 1~ 幹線追路2区 K 5 7 

゜ ゜
甕 甕 N-'51-E -10 IV 650 27 

6 1号幹線迫路2区 K 5 8 

゜ ゜
'" 甕 N-t/1-E 34 IV 650 27 '" 

6 1号幹線辺路2区 K 5 9 

゜ ゜
鉢 甕 N-43'-E 3 Ill 650 27 '" 

6 1梵幹線泊路2区 K 6 0 

゜
甕 N-1o-E 26 IIHV 650 27 

6 1梵幹線泊路2区 K 6 1 

゜
壷 N-Z!-W IIHV 650 27 

6 1号幹線辺路2区 K 6 2 

゜ ゜
’’’’’’ 甕 N-:r!-E -8 Ill 650 27 24 

6 1号幹線辺路2区 K 6 3 

゜ ゜
甕 甕 N-~ - E 23 IV 650 27 ’’’’’’ 

6 1鍔幹線迅路2区 K 6 4 

゜ ゜
鉢 甕 N-'5/・E Ill 650 27 

6 1~ 幹線迅路2区 K 6 5 

゜ ゜
甕 N-fJ! ・E 54 IV 650 27 

目111号号号幹幹幹線線線追迫迫路路路222区区区
K 6 6 

゜ ゜
鉢 甕 N-'ll -E 15 IIHV 650 28 ""' 

K 6 7 

゜
甕 甕 N-f!f-W ， IV 580 66 67・68 素閃頭大刀を副葬

K 6 8 

゜ ゜
甕 憂 Nふr.w 27 IV 650 27 

6 1号幹線追路2区 K 6 9 

゜ ゜
甕 憂 N-Tf-W 37 IV 650 28 

6 1号幹線辺路2区 K 7 0 

゜
"" 甕 甕 N-fff-W IIHV 650 28 

6 1号幹線辺路2区 K 7 1 "" "" "" "ヽ' N-1:!-E 650 28 破片

6 1局幹線追路2区 K 7 2 

゜ ゜
甕 N-'If-W 3 Ill 650 28 

6 1~ 幹線追路2区 K 7 3 

゜ ゜
甕 甕 N-i-W 5 II 650 28 

6 1号幹線迫路2区 K 7 4 

゜ ゜
甕 甕 N-~ -W 4 Ill 650 28 '" 

6 1号幹線辺路2区 K 7 5 0? 

゜
'" 甕 '" '" 650 28 '" 破片

6 1梵幹線泊路2区 K 7 6 

゜ ゜
甕 甕 N-万-E ， II 650 28 

6 1梵幹線泊路2区 K 7 7 

゜ ゜
甕 甕 N-/fJ -E 17 Ill 650 28 

6 1号幹線辺路2区 K 7 8 

゜ ゜
’’’’’’ 甕 Nぷr-E 2 Ill 650 29 ’’’’’’ 

6 1号幹線辺路2区 K 7 9 

゜ ゜
鉢 甕 N-S 2 Ill 650 29 ’’’’’’ 

6 1鍔幹線迅路2区 K 8 0 

゜ ゜
鉢 甕 N-お-W 1 Ill 650 29 

6 1号幹線迫路2区 K 8 1 

゜ ゜
甕 N-ro-w 32 IV 650 29 

目111号号号幹幹幹線線線道迫追路路路222区区区
K 8 2 

゜ ゜
""' 甕 N-ffl -E 37 IV 650 29 ""' 

K 8 3 

゜ ゜
甕 甕 N-Sf-W ""' IV 650 29 ""' 

K 8 4 

゜ ゜
甕 憂 N-密.w 6 IV 650 29 

6 1号幹線迫路2区 K 8 5 

゜ ゜
甕 甕 N-万-W 21 IV 650 30 

牛111号号号幹幹幹線線線迫道迫路路路222区区区
K 8 6 

゜ ゜
甕 甕 N-a!-W 32 IV 650 30 

K 8 7 

゜
甕 N-~ - E IV 650 30 

K 8 8 

゜ ゜
鉢 甕 N-窃.w 2 Ill 650 30 

6 1号幹線迫路2区 K 8 9 

゜ ゜
甕 聾 N-窃-E 17 IV 650 30 

6 1号幹線迫路2区 K 9 0 

゜ ゜
甕 甕 N-3、-E 32 V 650 30 '" 

6 1号幹線迫路2区 K 9 1 

゜ ゜
甕 甕 N-M-W 35 IV 650 30 '" 

6 1号幹線迫路2区 K 9 2 

゜ ゜
甕 甕 N-万-W 13 IV 650 30 

6 1号幹線迫路2区 K 9 3 

゜ ゜
甕 甕 N-万-W 22 IV 650 30 

6 1号幹線迫路2区 K 9 4 

゜ ゜
’’’’’’ 甕 N公r-E 2 IV 650 31 ’’’’’’ 

6 1号幹線迫路2区 K 9 5 

゜ ゜
’’’’’’ 甕 N公1-E 26 IV 650 31 ’’’’’’ 

6 1号幹線迫路2区 K 9 6 

゜ ゜
甕甕 甕 N-81"-E 13 IV 650 31 3遠棺

6 1号幹線迫路2区 K 9 7 O? 

゜
甕 甕 N-81"-E IV 650 31 

6 1号幹線迫路2区 K 9 8 O? '"" "'' 甕 N~-W "'' IV 650 31 "'' 
6 1号幹線迫路2区 K 9 9 

゜ ゜
甕甕 甕 N-liJ -E 32 IV 650 31 "'' 3連棺

6 1号幹線迫路2区 K 1 0 0 

゜ ゜
甕 甕 N沢f・E 12 IV 650 31 

6 1号幹線迫路2区 I 0 1 N公f-E V 650 32 石棺塁

6 1号幹線沿路2区 I 0 2 N-$1-E V 650 32 石棺召

6 LM地区 K 1 0 1 

゜ ゜
甕 甕 N-7S-E IV 650 35 

6 LM地区 K 1 0 2 

゜
蛮 N-邸 ・E II 650 35 

6 LM地区 K 1 0 3 

゜ ゜
壷 聾 N-窃-E 29 Ill 650 35 

6 LM地区 K 1 0 4 

゜ ゜
忘杯 磁 N-Zl-W 39 Ill 650 35 36 

6 LM地区 K 1 0 5 

゜ ゜
甕 甕 N-7S-E 4 IV 650 35 '" 

6 LM地区 K 1 0 6 欠番

6 LM地区 K 1 0 7 欠番

6 LM地区 K 1 0 8 

゜ ゜
鉢 甕 N-fH-E 10 IV 650 35 ’’’’’’ 

6 LM地区 K 1 0 9 

゜ ゜
鉢 甕 N-f!S-W 2 IV 650 35 ’’’’’’ 

6 LM地区 K 1 1 0 

゜ ゜
甕 N-24"-W 24 Ill 650 35 

6 LM地区 K 1 11 

゜ ゜
鉢 甕 N-お・・E

゜
IV 650 35 

6 LM地区 K 1 1 2 

゜ ゜
鉢 甕 N-、-W -6 Ill 650 37 "'' 

6 LM地区 K 1 1 3 欠番

6 LM地区 K 1 1 4 

゜ ゜
甕 甕 II 650 37 

6 LM地区 K 1 1 5 欠番

6 LM地区 K 1 1 6 

゜ ゜
甕 甕 N-7<f-E 46 IIHV 650 37 

6 LM地区 K 1 1 7 

゜ ゜
"" 甕 N-3、-E 42 IIHV 650 37 

6 LM地区 K 1 1 8 欠番

6 LM地区 K 1 1 9 

゜ ゜
蛮 蛮 N-可.w 35 Ill 650 37 

6 LM地区 K 1 2 0 

゜ ゜
甕 甕 N-'lf-E 8 IV 650 37 '" 

6 LM地区 K 1 2 1 

゜ ゜
""' 甕 N-4" -E 1 IV 650 37 '" 

6 LM地区 K 1 2 2 

゜ ゜
鉢 甕 N-宮-E

゜
IV 650 37 

6 LM地区 K 1 2 3 

゜ ゜
甕 甕 N-万・E II 650 37 

6 LM地区 K 1 2 4 

゜ ゜
甕甕 甕 N-115-E 2 IV 650 38 ’’’’’’ 3連

6 LM地区 K 1 2 5 

゜
＇＂ ＇＂ ’’’’’’ ’’’’’ 甕 N-1'!-E ’’’’’’ IV 650 38 ’’’’’’ 

6 LM地区 K 1 2 6 

゜゚
甕 甕 N-~ - E 6 IV 650 38 

6 LM地区 K 1 2 7 

゜ ゜
甕 甕 N-7T-W IIH V 650 38 

6 LM地区 K 1 2 8 

゜゚
甕 甕 N-a/-W ， IV 650 38 "'' 

6 LM地区 K 1 2 9 

゜ ゜
甕 甕 N-21'-E 8 IV 650 38 "'' 

6 LM地区 K 1 3 0 

゜ ゜
甕 蚕 N-fJ!-W 

゜
IV 650 38 
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甕 K 型 式 甕サイズ(cm) 組み合せ
時期 報告誓 遺構図 遺物図

6次 区 木棺 M 臨録岳号
単棺

複 棺 -59 80-
上棺 下棺

埋鑓方位 埋溢角度
（型式） 築

低 考

石棺他 l 接口 覆口呑口 s M L Fig Fig 

6 LM地区 K 1 3 1 

゜ ゜
甕 甕 N-心・E 4 IV 650 38 

6 LM地区 K 1 3 2 

゜ ゜
甕 甕 N-~ - E 3 IV 650 38 '" 

6 LM地区 K 1 3 3 

゜ ゜
甕 甕 N-31・-E 

゜
IV 650 40 '" 

6 LM地区 K 1 3 4 

゜ ゜
甕 甕 N-ff.1-E 4 II 650 40 39 

6 LM地区 K 1 3 5 

゜ ゜
鉢 甕 N-万-E 7 Ill 650 38 

6 LM地区 K 1 3 6 

゜ ゜
’’’’’’ 函 Nぷr-E ’’’’’’ "" 650 38 ’’’’’’ 

6 LM地区 K 1 3 7 

゜ ゜
鉢 甕 N-f£-W ’’’’’’ Ill 650 38 ’’’’’’ 

6 LM地区 K 1 3 8 

゜ ゜
甕 甕 N-お-W

゜
II 650 40 

6 LM地区 K 1 3 9 

゜
甕 甕 N・S II 650 40 

6 LM地区 K 1 4 0 

゜ ゜
甕 甕 N-1:!-E ""' II 650 40 ""' 

6 LM地区 K 1 4 1 

゜
""" ""' 甕 N-f!S-E ""' """ 650 40 ""' 

6 LM地区 K 1 4 2 

゜ ゜
亜 憂 N-7イ・E 6 Ill 650 40 

6 LM地区 K 1 4 3 

゜ ゜
亜 N-釘.w 40 Ill 650 40 

6 LM地区 K 1 4 4 

゜ ゜
益 N-43'-E 53 IV 650 40 

6 LM地区 K 1 4 5 

゜ ゜
鉢 甕 N..fJ!-E 39 II 650 41 

6 LM地区 K 1 4 6 

゜ ゜
甕 N-71-E II 650 41 

6 LM地区 K 1 4 7 

゜ ゜
甕 壷 Nぶf-E

゜
Ill 650 40 

6 LM地区 K 1 4 8 

゜ ゜
涵 甕 N-7、-E 14 IV 650 41 '" 

6 LM地区 K 1 4 9 

゜ ゜
甕 甕 N公r-w -6 IV 650 41 '" 

6 LM地区 K 1 5 0 

゜ ゜
蚕 甕 N-':J!-E 11 IV 650 42 

6 LM地区 K 1 5 1 

゜ ゜
甕 甕 N-7f5-W 7 II 650 41 

6 LM地区 K 1 5 2 

゜ ゜
面 甕 N-f'Jf-E 4 IV 650 42 ’’’’’’ 

6 LM地区 K 1 5 3 

゜ ゜
鉢 甕 N-fxi-W -3 Ill 650 41 ’’’’’’ 

6 LM地区 K 1 5 4 

゜ ゜
甕 甕 N-415-W 

゜
II 650 42 

6 LM地区 K 1 5 5 

゜ ゜
甕 N-f!/-E 14 II 650 42 

6 LM地区 K 1 5 6 

゜ ゜
""' 甕 N沢r-E 33 II 650 42 ""' 

6 LM地区 K 1 5 7 

゜ ゜
甕 甕 N-fJJ -E 16 IV 650 43 ""' 

6 LM地区 K 1 5 8 

゜ ゜
甕 憂 N-84'-W 5 Ill 650 43 39 

6 LM地区 K 1 5 9 N-お.w 650 42 
6 LM地区 K 1 6 0 "" 盃 N-1/J -E 650 42 
6 LM地区 K 1 6 1 "" 茄 N沢f-E 650 43 
6 LM地区 K 1 6 2 

゜ ゜
鉢 甕 N-1ア-W 14 IV 650 43 

6 LM地区 K 1 6 3 

゜ ゜
甕 甕 N-44'・E 3 IV 650 43 44 

6 LM地区 K 1 6 4 

゜ ゜
'" 甕 N-1~-W 14 Ill 650 43 44 

6 LM地区 K 1 6 5 

゜ ゜
甕 甕 N-a!-W 15 IV 650 43 '" 

6 LM地区 K 1 6 6 

゜ ゜
鉢 甕 N-万-E 5 IV 650 必

6 LM地区 K 1 6 7 

゜ ゜
甕 甕 N-11-E 2 IV 650 必

6 LM地区 K 1 6 8 

゜ ゜
面 甕 N-f'Jf-E 4 IV 650 45 ’’’’’’ 

6 LM地区 K 1 6 9 

゜ ゜
’’’’’’ 甕 N-'li!-E 37 IV 650 45 ’’’’’’ 

6 LM地区 K 1 7 0 

゜ ゜
甕 甕 N-窃・E 33 IV 650 45 

6 LM地区 K 1 7 1 

゜
甕 甕 N-ダ ・E IV 650 45 

6 LM地区 K 1 7 2 

゜ ゜
""' 蛮 N-7-E 42 IV 650 46 ""' 

6 LM地区 K 1 7 3 

゜ ゜
鉢 甕 N沢f-E ""' Ill 650 46 ""' 

6 LM地区 K 1 7 4 

゜ ゜
憂 N-お ・E 14 II 650 46 

6 LM地区 K 1 7 5 

゜゚
蚕 甕 N-4'! ・E 7 II 650 45 

6 LM地区 K 1 7 6 

゜ ゜
甕 深 N-1~-E 3 Ill 650 46 

6 LM地区 K 1 7 7 

゜ ゜
甕 N-54'-E 13 IV 650 46 

6 LM地区 K 1 7 8 

゜ ゜
鉢 甕 N-41-E 41 II 650 46 

6 LM地区 K 1 7 9 

゜ ゜
鉢 聾 N-ぼ ・E 15 Ill 650 46 

6 LM地区 K 1 8 0 

゜ ゜
甕 甕 N-oo -E '" Ill 650 46 '" 

6 LM地区 K 1 8 1 

゜ ゜
甕 甕 N-4'-E 30 II 650 47 '" 

6 LM地区 K 1 8 2 

゜ ゜
鉢 甕 N-':J!・E 8 Ill 650 47 

6 LM地区 K 1 8 3 

゜
甕 N-万・E Ill 650 46 

6 LM地区 K 1 8 4 

゜ ゜
’’’’’’ 甕 N沢r-E ’’’’’’ "" 650 46 ’’’’’’ 

6 LM地区 K 1 8 5 

゜ ゜
甕 甕 N-fx!-E ’’’’’’ II 650 46 ’’’’’’ 

6 LM地区 K 1 8 6 

゜ ゜
亜 甕 N-f! ・E 37 Ill 650 46 

6 LM地区 K 1 8 7 

゜ ゜
壷 甕 N-心-E Ill 650 46 

6 LM地区 K 1 8 8 

゜ ゜
鉢 甕 N-44'-E 3 IV 650 47 "'' 

6 LM地区 K 1 8 9 

゜ ゜
甕 甕 N-15'-E 16 Ill 650 47 "'' 

6 LM地区 K 1 9 0 

゜
壷 650 47 

6 LM地区 K 1 9 1 

゜ ゜
甕 N-1-W 10 Ill 650 47 

6 LM地区 K 1 9 2 

゜
甕 650 47 

6 LM地区 K 1 9 3 

゜ ゜
甕 甕 N-~ -W 11 Ill 650 48 

6 LM地区 K 1 9 4 

゜ ゜
甕 甕 N-~ -W II 650 47 

6 LM地区 K 1 9 5 

゜ ゜
聾 N-rf'・E IV 650 48 

6 LM地区 K 1 9 6 

゜ ゜
盃 甕 N-ff!'-E 6 Ill 650 48 '" 

6 LM地区 K 1 9 7 

゜ ゜
甕 甕 N-11'-E '" IV 650 48 '" 

6 LM地区 K 1 9 8 

゜ ゜
甕 甕 N-窃・E IV 650 48 

6 LM地区 K 1 9 9 

゜ ゜
甕 甕 Nぷ;.w 16 IV 650 48 

6 LM地区 K 2 0 0 

゜
＇＂ ＇＂ ’’’’’’ ’’’’’ 甕 ’’’’’’ ’’’’’’ IV 650 48 ’’’’’’ 

6 LM地区 K 2 0 1 土師器

6 LM地区 K 2 0 2 

゜ ゜
甕 IV 650 49 

6 LM地区 K 2 0 3 

゜ ゜
甕 N-• · E 650 47 

6 LM地区 K 2 0 4 

゜ ゜
""' 箪 N-ffl-E 39 II 650 49 "'' 

6 LM地区 K 2 0 5 

゜ ゜
鉢 甕 N-fE-E 27 II 650 49 "'' 

6 LM地区 K 2 0 6 

゜ ゜
甕 甕 N-釘 ・E 4 II 650 49 

6 LM地区 K 2 0 7 

゜ ゜
甕 甕 N-34・-w 22 II 650 49 

6 LM地区 K 2 0 8 

゜ ゜
"" 甕 N-ff!-E 7 Ill 650 49 

6 LM地区 K 2 0 9 

゜ ゜
甕 甕 N-:!-E 1 IV 650 50 

6 LM地区 K 2 1 0 

゜ ゜
鉢 甕 N-'£ ・E IV 650 50 

6 LM地区 K 2 1 1 

゜ ゜
聾 聾 N-44・・E 16 IV 650 50 

6 LM地区 K 2 1 2 

゜ ゜
磁 甕 N-7、-W -3 Ill 650 50 '" 

6 LM地区 K 2 1 3 

゜ ゜
鉢 甕 N-81'-E 

゜
IV 650 51 '" 

6 LM地区 K 2 1 4 

゜ ゜
甕 甕 N-~ - E 7 IV 650 50 

6 LM地区 K 2 1 5 

゜ ゜
甕 N-窃・E 3 II 650 50 

6 LM地区 K 2 1 6 

゜ ゜
鉢 甕 N-43'-E -5 II 650 51 ’’’’’’ 

6 LM地区 K 2 1 7 

゜ ゜
鉢 甕 N-1、-W 4 Ill 650 51 ’’’’’’ 

6 LM地区 K 2 1 8 

゜ ゜
鉢 甕 N-'JT-E 5 IV 650 51 

6 LM地区 K 2 1 9 

゜ ゜
蛮 甕 N-• ·W 7 IV 650 51 

6 LM地区 K 2 2 0 

゜ ゜
甕 甕 N-1/J-W 6 Ill 650 52 "'' 

6 LM地区 K 2 2 1 

゜ ゜
""' 甕 N-万-E 15 II 650 51 "'' 

6 LM地区 K 2 2 2 

゜ ゜
壷 甕 N-11! ・E 7 IV 650 52 
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甕 K 型 式 甕サイズ(cm) 組み合せ
時期 報告誓 遺構図 遺物図

6次 区 木棺 M 臨録岳号
単棺
複棺 -59 80-

上棺 下棺
埋鑓方位 埋溢角度

（型式） 築
低 考

石棺他 l 接口 覆口呑口 s M L Fig Fig 

6 LM地区 K 2 2 3 

゜ ゜
甕 甕 N-刃・E 4 IV 650 52 

6 LM地区 K 2 2 4 

゜ ゜
'" 甕 N-4:l'-E 14 IV 650 52 '" 

6 LM地区 K 2 2 5 

゜ ゜
鉢 甕 N-a!-W 7 Ill 650 52 '" 

6 LM地区 K 2 2 6 

゜ ゜
甕 甕 N-41-E 2 Ill 650 53 

6 LM地区 K 2 2 7 

゜ ゜
鉢 甕 N-45°-W ， II 650 52 

6 LM地区 K 2 2 8 

゜ ゜
甕 甕 N公i-W 7 Ill 650 53 ’’’’’’ 

6 LM地区 K 2 2 9 欠番
6 LM地区 K 2 3 0 

゜ ゜
鉢 甕 N-f!/-E 8 IV 650 53 

6 LM地区 K 2 3 1 

゜ ゜
鉢 甕 N-a!-W 2 650 53 

6 LM地区 K 2 3 2 

゜ ゜
鉢 甕 N-f!-E 1 650 54 ""' 

6 LM地区 K 2 3 3 

゜ ゜
甕 甕 N-7-E 

゜
650 54 ""' 

6 LM地区 K 2 3 4 

゜
甕 憂 N-liJ-W 6 650 53 

6 LM地区 K 2 3 5 

゜ ゜
甕 憂 N-l!-E 8 650 52 

6 LM地区 K 2 3 6 

゜ ゜
甕 甕 N沢r-E 28 650 53 

6 LM地区 K 2 3 7 

゜ ゜
甕 甕 N-1~-W 2 650 54 

6 LM地区 K 2 3 8 

゜ ゜
壷 甕 N-~ ・E 4 650 55 

6 LM地区 K 2 3 9 

゜ ゜
鉢 甕 N-1'5・E 22 650 54 

6 LM地区 K 2 4 0 

゜ ゜
鉢 甕 N-a!-W 12 650 55 '" 

6 LM地区 K 2 4 1 欠番
6 LM地区 K 2 4 2 

゜
鉢 甕 N-S II 650 54 

6 LM地区 K 2 4 3 

゜ ゜
甕甕 甕 N-窃・E IV 650 54 3遠棺

6 LM地区 K 2 4 4 

゜゚
甕 甕 N-f!l-E 2 II 650 55 ’’’’’’ 

6 LM地区 K 2 4 5 

゜ ゜
鉢 甕 N-47-E 2 Ill 650 55 ’’’’’’ 

6 LM地区 K 2 4 6 

゜ ゜
甕 甕 N-ガ・E 5 Ill 650 56 

6 LM地区 K 2 4 7 

゜ ゜
鉢 甕 N-fi! ・E 2 II 650 55 

6 LM地区 K 2 4 8 

゜ ゜
鉢 蛮 Nぶf-E 32 Ill 650 55 ""' 

6 LM地区 K 2 4 9 

゜ ゜
""' 甕 N-7S-E -3 II 650 邸 ""' 

6 LM地区 K 2 5 0 

゜ ゜
甕 憂 N-5'! -E 

゜
II 650 56 

6 LM地区 K 2 5 1 

゜ ゜
憂 N-15・E IV 650 56 

6 LM地区 K 2 5 2 

゜ ゜
盗 甕 N-~-W 17 IV 650 56 

6 LM地区 K 2 5 3 

゜ ゜
甕 N公i-E 17 IV 650 56 

6 LM地区 K 2 5 4 

゜ ゜
壷 壷 Nぷ1-E -1 II 650 57 

6 LM地区 K 2 5 5 

゜ ゜
甕 N-万・E 26 IV 650 54 

6 LM地区 K 2 5 6 

゜ ゜
甕 甕 N-17-E 3 Ill 650 57 '" 

6 LM地区 K 2 5 7 

゜ ゜
鉢 甕 N公1-W 1 IV 650 57 '" 

6 LM地区 K 2 5 8 

゜
甕 甕 N-1-W 650 57 

6 LM地区 K 2 5 9 

゜ ゜
鉢 甕 N-1-W IV 650 57 

6 LM地区 K 2 6 0 

゜ ゜
’’’’’’ 甕 N-'lf!-E ’’’’’’ Ill 650 57 ’’’’’’ 

6 LM地区 K 2 6 1 

゜
＇＂ ＇＂ ● " ’’’’’’ 甕 N-~-E ’’’’’’ Ill 650 57 ’’’’’’ 

6 LM地区 K 2 6 2 

゜ ゜
甕 甕 N-窃・E 3 II 650 58 

6 LM地区 K 2 6 3 欠番

6 LM地区 K 2 6 4 欠番
6 LM地区 K 2 6 5 欠番
6 LM地区 K 2 6 6 

゜ ゜
甕 憂 N沢f・E 17 II 650 54 

6 LM地区 K 2 6 7 

゜
蚕 甕 Nお ・E -9 Ill 650 

6 LM地区 K 2 6 8 

゜
深 N-IJ!-W II 650 54 

6 LM地区 K 2 6 9 甕 45 650 54 土師器

6 LM地区 K 2 7 0 

゜
甕 N-2•-W Ill 650 35 

6 LM地区 I 0 3 

゜
甕 蛮 N-1-E IV 650 60 土坑夏

6 LM地区 I 0 3 " '" V 650 59 '" 石棺g
6 LM地区 I 0 4 " '" V 650 59 '" 石棺B
6 LM地区 I 0 5 V 650 59 石棺a
6 LM地区 I 0 6 V 650 59 石棺a
6 LM地区 I 0 7 "" ’’’’’’ V 650 60 ’’’’’’ 

""石石欠"" " ""棺棺番"" "" ""臼臼' " . 6 LM地区 I 0 8 "" ’’’’’’ V 650 60 ’’’’’’ 

6 LM地区 I 0 9 
6 LM地区 I 1 0 V 650 60 石棺塁

6 MN地区 K 0 3 

゜ ゜
涵 甕 41 II 650 65 "'' 

6 MN地区 K 0 4 

゜ ゜
鉢 甕 N-7o-E "'' IV 650 65 "'' 

6 MN地区 K 0 5 

゜
鉢 甕 Nふf・E II 580 73 74 

6 MN地区 K 0 6 〇?

゜
亜 N-48'・E 62 II 650 65 

6 MN地区 K 0 7 "" N.fff -W 650 65 
6 MN地区 K 0 8 

゜
鉢 甕 N沢r-E II 580 73 74 

6 MN地区 K 0 9 蛮？ N-空.w 650 
6 MN地区 K 1 0 

゜ ゜
壷 聾 N-窃-E 15 II 650 65 

6 MN地区 K 11 '" "'" "' "'" '" '" "' '" 甕 N-:!-E '" " 650 65 '" 

6 MN地区 K 1 2 '" "'" "' "'" '" '" "' '" 甕 N-f!f-E '" II 650 65 '" 

6 MN地区 K 1 3 

゜ ゜
甕 甕 N-84'・E II 650 65 

6 MN地区 K 1 4 

゜ ゜
甕 甕 N-万・E 10 IV 650 65 

6 MN地区 K 1 5 

゜
＇＂ ＇＂ ’’’’’’ 甕 甕 N-~-E ’’’’’’ 650 65 ’’’’’’ 

6 MN地区 K 1 6 

゜ ゜
甕 甕 N沢f-W ’’’’’’ 650 65 ’’’’’’ 

6 MN地区 K 1 7 

゜ ゜
甕 甕 N-7•- E 650 65 

6 MN地区 K 1 8 

゜ ゜
甕 N-町・E 650 65 

6 MN地区 K 1 9 

゜ ゜
"'' 甕 N-ffl -E "'' 650 65 "'' 

6 MN地区 K 2 0 

゜ ゜
甕 甕 N-83'-E "'' 650 65 "'' 

6 MN地区 K 2 1 

゜ ゜
甕 甕 N-窃・E 650 65 

6 MN地区 K 2 2 

゜ ゜
鉢 甕 N-11! ・E 17 650 66 

6 MN地区 K 2 3 

゜ ゜
甕 N衣i-E 650 税｝

6 MN地区 K 2 4 

゜
甕甕 甕 N-fff-W 8 650 税｝ 3遠棺

6 MN地区 K 2 5 

゜ ゜
甕 甕 N-oo・-E 650 66 

6 MN地区 K 2 6 

゜ ゜
聾 N-oo・-E ， 650 66 

6 MN地区 K 2 7 

゜ ゜
甕 甕 N-fJJ-E 18 650 硲 '" 

6 MN地区 K 2 8 〇? '" '" "' ""' 甕 N-00"-E '" 650 硲 '" 

6 MN地区 K 2 9 

゜ ゜
鉢 甕 N-74"-E 650 お

6 MN地区 K 3 0 

゜ ゜
鉢 甕 N-61°-W 650 お

6 MN地区 K 3 1 

゜ ゜
甕 甕 N-fJI-E 15 650 茄 ’’’’’’ 

6 MN地区 K 3 2 

゜ ゜
’’’’’ 甕 N-71'-E ’’’’’’ 650 税｝ ’’’’’’ 

6 MN地区 K 3 3 

゜ ゜
鉢 甕 N-お・E 650 66 

6 MN地区 K 3 4 

゜ ゜
甕 N-00--E 

゜
650 66 

6 MN地区 K 3 5 〇? '"" ""' 箪 Nぶl'-E "'' 650 67 "'' 

6 MN地区 K 3 6 欠番
6 MN地区 K 3 7 

゜ ゜
甕 蚕 N-fJ!-E 4 II 650 67 

-35-



甕 K 型 式 甕サイズ(cm) 組み合せ
時期 報告誓 遺構図 遺物図

6次 区 木棺 M 臨録岳号
単棺

複 棺 -59 80-
上棺 下棺

埋鑓方位 埋溢角度
（型式） 築

低 考

石棺他 l 接口 覆口呑口 s M L Fig Fig 

6 MN地区 K 3 8 欠番

6 MN地区 K 3 9 

゜ ゜
甕 甕 N-21・-w 13 650 67 '" 

6 MN地区 K 4 0 

゜ ゜
甕 甕 N-f!f-E 4 650 67 '" 

6 MN地区 K 4 1 〇? 甕 Nふ(.E 650 67 
6 MN地区 K 4 2 

゜ ゜
甕 甕 N-7f5 -E 10 650 67 

6 MN地区 K 4 3 

゜
＇＂ ＇＂ ● " 甕 甕 N-fff-E ’’’’’’ 650 67 ’’’’’’ 

6 MN地区 K 4 4 

゜ ゜
甕 甕 Nぷf-E ’’’’’’ 650 67 ’’’’’’ 

6 MN地区 K 4 5 

゜ ゜
甕 N-'d-E 2 650 67 

6 MN地区 K 4 6 

゜ ゜
甕甕 甕 N-窃・E 650 67 3遠棺

6 MN地区 K 4 7 

゜
""" ""' 甕 N-1£-E ""' 650 67 ""' 

6 MN地区 K 4 8 〇?

゜
""' 甕 Nぶf-E ""' 650 67 ""' 

6 MN地区 K 5 1 欠番

6 MN地区 K 5 2 

゜ ゜
傘面 憂 N-Tf・E IV 650 68 

6 MN地区 K 5 3 

゜ ゜
甕 甕 N.fff -E IV 650 68 

6 MN地区 K 5 4 

゜
"" 甕 N-f5l -E II 650 68 

6 MN地区 K 5 5 

゜ ゜
甕 甕 N-1t-W 25 II 650 68 

6 MN地区 K 5 6 

゜ ゜
鉢 甕 N-万・E 4 Ill 650 68 69 

6 MN地区 K 5 7 

゜ ゜
鉢 甕 N沢r-E '" II 650 88 '" 

6 MN地区 K 5 8 

゜ ゜
盗 甕 N-43'-E '" IV 650 88 '" 

6 MN地区 K 5 9 

゜ ゜
甕 甕 N-窃.w 6 IV 650 68 

6 MN地区 K 6 0 甕 欠番

6 MN地区 K 6 1 ’’’’’’ 甕 欠番

6 MN地区 K 6 2 ’’’’’’ 甕 欠番

6 MN地区 K 6 3 

゜ ゜
鉢 甕 N-fJ! ・E 650 68 

6 MN地区 K 6 4 

゜ ゜
鉢 甕 N-釘・E

゜
650 68 

6 MN地区 K 6 5 

゜ ゜
甕 甕 Nふf-E 14 650 68 ""' 

6 MN地区 K 6 6 

゜
""" ""' 甕 N-fJl -E ""' 650 68 ""' 

6 MN地区 K 6 7 

゜゚
亜 憂 Nふf・E 13 650 68 

6 MN地区 K 6 8 

゜ ゜
甕 憂 N-51'-E 12 650 70 

6 MN地区 K 6 9 

゜ ゜
鉢 甕 N-f5l -E 3 650 70 

6 MN地区 K 7 0 

゜ ゜
甕 甕 N沢r-E 650 70 

6 MN地区 K 7 1 

゜ ゜
甕 N-$・E 2 650 70 

6 MN地区 K 7 2 

゜ ゜
甕 甕 N-可・E

゜
650 70 69 

6 MN地区 K 7 3 

゜ ゜
高杯 甕 N-7r-w '" 650 70 '" 

6 MN地区 K 7 4 

゜ ゜
甕 甕 N沢t-E 7 650 70 '" 

6 MN地区 K 7 5 〇? 甕 N-万-E 650 70 
6 MN地区 K 7 6 

゜ ゜
鉢 甕 N-11!-E 7 650 70 

6 MN地区 K 7 7 

゜
＇＂ ＇＂ ● " 鉢 甕 N-71-E ’’’’’’ 650 70 ’’’’’’ 

6 MN地区 K 7 8 〇? ＇＂ ＇＂ ● " ’’’’’’ 盃？ N-1i-E ’’’’’’ 650 70 ’’’’’’ 

6 MN地区 K 7 9 

゜ ゜
鉢 甕 N-釘・E 6 650 70 

6 MN地区 K 8 0 

゜ ゜
甕 甕 N-万・E 5 650 71 

6 MN地区 K 8 1 

゜ ゜
鉢 甕 N-M-E 2 650 71 ""' 

6 MN地区 K 8 2 

゜ ゜
甕 甕 N$-E 2 650 71 ""' 

6 MN地区 K 8 3 〇? ？ N-$・E 650 71 
6 MN地区 K 8 4 欠番

6 MN地区 K 8 5 

゜ ゜
甕 N..fJ!-E 22 IV 650 71 

6 MN地区 K 8 6 

゜
蛮 齋 N-f!l -E 46 650 71 

6 MN地区 K 8 7 

゜ ゜
甕 甕 N-fr! ・E -3 650 71 

6 MN地区 K 8 8 

゜ ゜
甕 聾 N-邸・E 7 650 71 

6 MN地区 K 8 9 

゜ ゜
鉢 甕 N-43'-E -7 650 71 '" 

6 MN地区 K 9 0 

゜ ゜
甕 甕 N-oo-E 30 650 71 '" 

6 MN地区 K 9 1 

゜ ゜
甕 甕 N-7'$ -E ， 650 71 

6 MN地区 K 9 2 

゜ ゜
甕 甕 N・ダ・E 650 71 

6 MN地区 K 9 3 

゜ ゜
鉢 甕 N-fJJ-E 18 650 71 ’’’’’’ 

6 MN地区 K 9 4 

゜ ゜
鉢 甕 N-1f!-W ’’’’’’ I 650 71 ’’’’’’ 

6 MN地区 K 9 5 

゜ ゜
甕 甕 N-窓-E -2 V 650 72 

6 MN地区 K 9 6 

゜ ゜
鉢 甕 N-!'J!-E 

゜
Ill 650 72 

6 MN地区 K 9 7 〇? '"" "'' ""' N-~-W "'' """ 650 72 "'' 

6 MN地区 K 9 8 〇? '"" "'' 甕 N~-W "'' Ill 650 72 "'' 

6 MN地区 K 9 9 〇? 甕？ N-ff/-W 650 72 祭祀土坑か

6 MN地区 K 1 0 0 

゜ ゜
鉢 甕 N-窃・E 5 Ill 650 72 

6 MN地区 K 1 0 1 

゜ ゜
甕 甕 N-¢T-W -5 II 650 72 

6 MN地区 K 1 0 2 

゜ ゜
甕 甕 N-61• -E 1 II 650 72 

6 MN地区 K 1 0 3 

゜ ゜
甕 甕 Nぷf・E 5 II 650 72 

6 MN地区 K 1 0 4 

゜
聾 N-釘-W

゜
IV 650 72 73・74 供献土器あり

6 MN地区 K 1 0 5 

゜ ゜
鉢 甕 N-111-E 7 Ill 650 75 '" 

6 MN地区 K 1 0 6 〇? '" '" "' '" 盃 N-7ff-E '" IV 650 75 '" 祭祀土器

6 MN地区 K 1 0 7 

゜ ゜
甕 甕 N-窃・W 6 Ill 650 75 

6 MN地区 K 1 0 8 

゜ ゜
甕 甕 N-61"・E 14 Ill 650 75 

6 MN地区 K 1 0 9 

゜ ゜
甕 甕 Nぷr-E 7 II 650 75 ’’’’’’ 

6 MN地区 K 1 1 0 

゜ ゜
甕 甕 N-l-W 3 Ill 650 75 ’’’’’’ 

6 MN地区 K 1 11 

゜ ゜
鉢 甕 N-oo-W IV 650 75 

6 MN地区 K 1 1 2 

゜ ゜
甕 甕 N-窃.w Ill 650 75 

6 MN地区 K 1 1 3 

゜ ゜
鉢 甕 N-f!f-E 12 Ill 650 75 "'' 

6 MN地区 K 1 1 4 

゜ ゜
鉢 甕 N沢r-w

゜
Ill 650 75 "'' 

6 MN地区 K 1 1 5 

゜ ゜
鉢 甕 N-oo-W 25 V 650 76 

6 MN地区 K 1 1 6 

゜ ゜
鉢 甕 N沢i-E 650 76 

6 MN地区 K 1 1 7 

゜゚
甕 甕 N-~-W 5 650 76 

6 MN地区 K 1 1 8 

゜ ゜
鉢 甕 N-fJJ-E 650 76 

6 MN地区 K 1 1 9 

゜ ゜
甕 N-~ -W 7 650 76 

6 MN地区 K 1 2 0 〇?

゜
聾 N-窃-E 650 76 

6 MN地区 K 1 2 1 

゜ ゜
鉢 甕 N-70'-E '" 650 76 '" 

6 MN地区 K 1 2 2 

゜ ゜
鉢 甕 N-7-W 4 650 76 '" 

6 MN地区 K 1 2 3 

゜ ゜
甕 甕 Nふf-E 3 650 76 

6 MN地区 K 1 2 4 〇? 甕 甕 N-~ - E 650 76 
6 MN地区 K 1 2 5 

゜ ゜
鉢 甕 N-81"-W 4 I 650 76 ’’’’’’ 

6 MN地区 K 1 2 6 

゜ ゜
’’’’’ 甕 N..fJJ-W 20 V 650 n ’’’’’’ 

6 MN地区 K 1 2 7 

゜ ゜
甕 甕 N-78--E Ill 650 77 

6 MN地区 K 1 2 8 

゜ ゜
甕 N-密-W II 650 77 

6 MN地区 K 1 2 9 

゜ ゜
甕 甕 N-T-W "'' Ill 650 77 "'' 

6 MN地区 K 1 3 0 

゜ ゜
""' 甕 N-84'-E 14 Ill 650 77 "'' 

6 MN地区 K 1 3 1 

゜
甕 N-4'! ・E 650 77 78 祭祀土坑
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甕 K 型 式 甕サイズ(cm) 組み合せ
時期 報告誓 遺構図 遺物図

6次 区 木棺 M 臨録岳号
単棺
複棺 -59 80-

上棺 下棺
埋鑓方位 埋溢角度

（型式） 築
低 考

石棺他 l 接口 覆口呑口 s M L Fig Fig 

6 MN地区 K 1 3 2 

゜ ゜
甕 N-&f-E 

゜
IV 650 77 

6 MN地区 K 1 3 3 

゜
'" 甕 N-4:l'-W '" IV 650 77 '" 

6 MN地区 K 1 3 4 

゜ ゜
'" 甕 N-liJ-E '" IV 650 力 '" 

6 MN地区 K 1 3 5 甕 650 土師器

6 MN地区 K 1 3 6 甕 650 土師器

6 MN地区 K 1 3 7 

゜ ゜
’’’’’’ 甕 N-f'Jf-W ’’’’’’ "" 650 77 ’’’’’’ 

6 MN地区 K 1 3 8 ＇＂ ● " 
．． 

● " ＇＂ ＇＂ ● " ’’’’’’ 甕 650 ● " ’’’’’’ 土師器

6 MN地区 K 1 3 9 甕 650 土師器

6 MN地区 K 1 4 0 

゜ ゜
甕 甕 N-万・E II 650 79 80 

6 MN地区 K 1 4 1 

゜
""" ""' 甕 N-~-E 

゜
""" 650 79 ""' 

6 MN地区 K 1 4 2 

゜ ゜
""' 甕 N点T-E ""' II 650 79 ""' 

6 MN地区 K 1 4 3 

゜ ゜
甕 憂 IV 650 79 

6 MN地区 K 1 4 4 

゜ ゜
甕 憂 N-お.w 2 Ill 650 79 

6 MN地区 K 1 4 5 

゜ ゜
甕 N-'£-W 23 IV 650 79 

6 MN地区 K 1 4 6 

゜ ゜
甕 甕 N-7'l-E 3 V 650 79 80 

6 MN地区 K 1 4 7 

゜ ゜
甕 甕 N-'J! ・E 

゜
Ill 650 79 

6 MN地区 K 1 4 8 

゜ ゜
甕 N-心・E II 650 79 

6 MN地区 K 1 4 9 

゜ ゜
甕 甕 N-a!-E -5 II 650 79 '" 丹洛研病

棗 K 型 式 甕サイズ(cm) 組み合せ
時期 報告匹 遺構図 遺物図

7次 木棺 M 登録番号 複棺 -59 80- 埋蓄方位 埋溢角度 備 考

石棺他 l
単棺
接口 覆口呑口 s M L 上棺 下棺 （型式） 渠 F,g F,g 

7 K 0 1 

゜ ゜
蕊i 甕 N-ff-W 

゜
Ill 187 6 7 

7 K 0 2 

゜ ゜
鉢 甕 Nぶt-E 2 Ill 187 6 7 

7 K 0 3 

゜゚
甕 壷 S-~ -W IV 187 55 56 

7 K 0 4 """ """ 

゜
""' 甕 N-!f-W 35 '"—,. 187 55 ""' 

7 K 0 5 

゜ ゜
甕 甕 N-fJI -E 32 IV 187 8 ， 

7 K 0 6 

゜ ゜
甕甕 憂 S・密・E 5 IV 187 8 ， 3遠棺

7 K 0 7 

゜ ゜
甕 憂 N-41-W 5 IV 187 55 56 

7 K 0 8 

゜ ゜
鉢 甕 S公f-E

゜
IV 187 10 11 

7 K 0 9 

゜゚
甕 甕 S-W-W 10 IV 187 57 58 

7 K 1 0 甕 N-1-W IV 187 55 56 
7 K 11 O? 

゜
壷 甕 S・14・.w 3 IV 187 57 58 

7 K 1 2 

゜ ゜
'" 甕 N-lo-E 5 IV 187 10 11 

7 K 1 3 

゜ ゜
甕 甕？ S-6'.!-E 7 IV 187 12 13 

7 K 1 4 甕 甕 N-f!-E 187 57 58 
7 K 1 5 

゜ ゜
甕 S・匂-E 4 187 12 13 

7 K 1 6 

゜ ゜
鉢 甕 N-i-W 

゜
187 14 15 

7 K 1 7 ＇＂ ● " 
．． 

● " 

゜
鉢 甕 N-a/-E 4 187 14 15 

7 K 1 8 

゜ ゜
甕 N-71・E

゜
187 16 17 

7 K 1 9 

゜ ゜
鉢 甕 N-fi! ・E

゜
187 16 17 

7 K 2 0 """ """ 

゜
""' 甕 S-J!-E 37 187 16 18 

7 K 2 1 

゜ ゜
""' 甕 N-7S-E 2 187 16 18 

7 K 2 2 

゜
憂 N-Tf・E 2 I 187 59 60 

7 K 2 3 

゜ ゜
甕 N-窓-E 15 V 187 19 20 

7 K 2 4 

゜
深 N-~-E -2 IV 187 59 60 

7 K 2 5 

゜ ゜
甕 甕 N-f5l -E ， IV 187 19 20 

7 K 2 6 

゜ ゜
甕 甕 N-fr! ・E 7 IV 187 21 22 

7 K 2 7 

゜ ゜
壷 蛮 N-万-E 24 Ill 187 61 62 

7 K 2 8 

゜ ゜
'" 甕 Nぷf-E 15 IV 187 21 22 

7 K 2 9 

゜ ゜
'" 甕 S-81"-E 5 IV 187 23 24 

7 K 3 0 

゜ ゜
甕 N-':J!・E 12 IV 187 23 24 

7 K 3 1 壷 S・匂.w IV 187 61 62 
7 K 3 2 

゜ ゜
’’’’’’ 甕 S-11'-W ’’’’’’ IV 187 25 26 

7 K 3 3 

゜ ゜
’’’’’’ 甕 S-fJ!-W 5 IV 187 25 27 

7 K 3 4 O? 

゜
甕 N-窓-W 187 25 

7 K 3 5 

゜ ゜
甕甕 甕 N-お.w 14 IV 187 25 27 3連棺

7 K 3 6 """ """ 

゜
"'' 甕 S-6'.!-E -9 IV 187 28 29 

7 K 3 7 

゜ ゜
甕 甕 S-frl-E 12 IV 187 28 29 

7 K 3 8 

゜ ゜
壷 壷 E-W 

゜
IV 187 61 62 

7 K 3 9 

゜゚
壷 甕 N沢r.w 13 IV 187 61 62 

7 K 4 0 0? 

゜
甕 S-11"-E ー10 Ill 187 30 31 

7 K 4 1 0? 

゜
甕 S-~-E 42 IV 187 30 31 

7 K 4 2 

゜ ゜
甕 甕 N-'£-E 7 IV 187 32 33 

7 K 4 3 

゜ ゜
甕 聾 N-'S・E 37 IV 187 32 33 

7 K 4 4 

゜ ゜
鉢 甕 N沢r-E ， Ill 187 34 35 

7 K 4 5 '" "'" "' "'" '" '" "' 盃？ 甕 S-'£-E '" ". 187 63 '" 

7 K 4 6 

゜ ゜
壷 甕 S-Zi・E 4 Ill 187 34 35 

7 K 4 7 

゜ ゜
壷 甕 S-f!-E 2 Ill 187 36 37 

7 K 4 8 

゜ ゜
涵 甕 S-f£-W 7 Ill 187 紡 37 

7 K 4 9 

゜ ゜
蛮！ 甕 S-45"-W 4 Ill 187 38 39 

7 K 5 0 O? 

゜
亜 甕 N-'d-E Ill 187 63 64 

7 K 5 1 

゜ ゜
甕 N-巧-W ， Ill 187 38 39 

7 K 5 2 

゜ ゜
甕 甕 N-44'-E 6 Ill 187 63 64 

7 K 5 3 

゜ ゜
甕 甕 N-o-W 4 IV 187 40 41 

7 K 5 4 

゜ ゜
鉢 甕 S・笠 W 4 Ill 187 40 41 

7 K 5 5 

゜
甕 甕 N沢>・E IV 187 42 43 

7 K 5 6 

゜ ゜
鉢 甕 S-f!T-E 3 Ill 187 42 44 

7 K 5 7 

゜ ゜
鉢 甕 S-蕊 w 5 Ill 187 42 43 

7 K 5 8 

゜ ゜
甕 N-7!-W 3 IV 187 45 46 

7 K 5 9 

゜
聾 N-1:f-W 33 IV 187 65 66 

7 K 6 0 

゜ ゜
甕 甕 N点!-E 2 Ill 187 45 46 

7 K 6 1 

゜ ゜
甕 甕 N-fi-W 7 IV 187 65 66 

7 K 6 2 

゜ ゜
甕 甕 N-44"-E -4 IV 187 47 48 

7 K 6 3 

゜ ゜
甕 N-74'-W 27 IV 187 47 48 

7 K 6 4 

゜ ゜
面函 甕 N-11"-W 19 IV 187 49 50 3連棺

7 K 6 5 ＇＂ ’’’’’’ 
．． 

● " 

゜
’’’’’ 蛮 N-81'-E 39 IV 187 65 66 

7 K 6 6 

゜
甕 S・翌・E 16 IV 187 65 66 

7 K 6 7 

゜
甕 S-al"-W 25 Ill 187 65 66 

7 K 6 8 

゜ ゜
甕 甕 S-7、-E 4 IV 187 49 50 

7 K 6 9 

゜ ゜
甕 甕 N-81• -E 5 IV 187 67 68 

7 K 7 0 

゜ ゜
甕 N-4ア-E 12 IV 187 51 52 
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7次I
甕 K 型 式 甕サイズ(cm) 組み合せ

時期 報告誓 遺構図 遺物図
区 木棺 M 臨録岳号

単棺
複 棺 -59 80-

上棺 下棺
埋鑓方位 埋溢角度

（型式） 築
低 考

石棺他 l 接口 覆口呑口 s M L Fig Fig 

7 K 7 1 O? 

゜
甕 甕 N-ぼ・E IV 187 67 

7 K 7 2 欠番
7 K 7 3 

゜ ゜
盛甕 甕 S-f!T-W 1 IV 187 51 52 3達棺

7 K 7 4 

゜
鉢 甕 N-窓.w

゜
IV 187 53 54 

7 K 7 5 O? 

゜
壷 N-邸.w

゜
IV 187 67 68 

7 K 7 6 

゜ ゜
’’’’’’ 甕 S-fJ/-W 30 IV 187 53 54 

7 K 7 7 

゜゚
rm 甕 Nぶr-E 11 IV 187 67 68 

甕 K 型 式 甕サイズ(cm) 組み合せ
時期 報告S 遺構図 遺物図

9次 区 木棺 M 盗録番号 複 棺 -59 80- 埋溢方位 埋溢角度 低 考
石棺他 l

鮎棺
接口 覆口 呑口 s M L 上棺 下棺 （型式） 撲 F,g F,g 

， 大石地区 K 0 1 

゜ ゜
甕 棗 N-:rt-E 28 II 461 115・116117-119 百銅武器， 大石地区 K 0 2 

゜ ゜
甕 憂 N-43'・E 40 I 580 81 ， 大石地区 K 0 3 

゜ ゜
甕 甕 N..fJ!-E 25 II 650 122 ， 大石地区 K 0 4 "" 甕 N-fl!-E I 580 81 ， 大石地区 K 0 5 

゜ ゜
鉢 甕 N-4'!-E 

゜
II 650 122 ， 大石地区 K 0 6 

゜ ゜
甕 N-44'・E 54 I 580 81 ， 大石地区 K 0 7 

゜
'" '" "'" 鉢 甕 N-~ - E 

゜
'" 650 122 '" ， 大石地区 K 0 8 

゜ ゜
鉢 甕 N-44'-E 

゜
Ill 650 123 '" ， 大石地区 K 0 9 

゜ ゜
甕 甕 N・Ii!・E 20 II 650 123 ， 大石地区 K 1 0 

゜ ゜
甕 N-45"-E 30 II 461 120・121122-125 届製石鏃， 大石地区 K 11 

゜
＇＂ ＇＂ ● " 面 甕 N-1i-E 

゜
Ill 650 123 ’’’’’’ ， 大石地区 K 1 2 

゜
＇＂ ＇＂ ● " ’’’’’’ 甕 N-1/f-E 

゜
"" 650 123 ’’’’’’ ， 大石地区 K 1 3 

゜ ゜
壷 N-町・E ？ 650 123 ， 大石地区 K 1 4 

゜ ゜
甕 甕 N-fi! ・E 30 580 81 ， 大石地区 K 1 5 

゜ ゜
""' 甕 N-oo-E 45 580 81 ""' ， 大石地区 K 1 6 

゜ ゜
鉢 甕 N-fR-E 

゜
650 124 ""' ， 大石地区 K 1 7 

゜ ゜
甕 憂 N-窃.w 580 81 ， 大石地区 K 1 8 

゜ ゜
甕 憂 N-4'3・E 580 82 83 ， 大石地区 K 1 9 

゜ ゜
甕 甕 N-fff -E 

゜
650 124 ， 大石地区 K 2 0 "" "" "" "ヽ' N公r-E 650 124 ， 大石地区 K 2 1 

゜ ゜
甕 N-万・E

゜
650 124 ， 大石地区 K 2 2 

゜
甕 N-41'-E 

゜
650 124 ， 大石地区 K 2 3 '" "'" "' "'" '" '" "'" '" ""' N-4:l'-E '" 650 124 '" ， 大石地区 K 2 4 

゜ ゜
盗 甕 N-~ - E '" IIHV 650 125 '" ， 大石地区 K 2 5 

゜ ゜
甕 甕 N-2S-E 30 I 580 82 ， 大石地区 K 2 6 

゜ ゜
鉢 甕 N-2• - E 60 I 580 82 ， 大石地区 K 2 7 

゜ ゜
’’’’’’ 甕 N-5r-E 50 I 580 82 ’’’’’’ ， 大石地区 K 2 8 

゜゚
鉢 蛋 N-liJ-E 

゜
IV 650 125 ’’’’’’ ， 大石地区 K 2 9 

゜ ゜
壷 Nふf・E

゜
IIHV 650 125 ， 大石地区 K 3 0 

゜ ゜
甕 N-1'5・E

゜
Ill 650 125 ， 大石地区 K 3 1 

゜ ゜
涵！ 甕 N-48'-E 

゜
IV 650 125 ""' ， 大石地区 K 3 2 

゜ ゜
甕 甕 N-'l-W ""' IIHV 650 125 ""' ， 大石地区 K 3 3 

゜ ゜
蛮 N-81'-E IIH V 650 126 ， 大石地区 K 3 4 

゜ ゜
甕 甕 N-ff-E 

゜
IV 650 126 ， 大石地区 K 3 5 

゜ ゜
甕 甕 N-~ - E 45 II 580 84 85 ， 大石地区 K 3 6 

゜ ゜
甕 甕 N点1-E Ill 650 126 ， 大石地区 K 3 7 

゜ ゜
甕 甕 N-41・E

゜
IV 600 69 70 ， 大石地区 K 3 8 

゜ ゜
甕 聾 N-1'/-W IV 600 71 73 ， 大石地区 K 3 9 

゜ ゜
甕 甕 Nぷr-w '" IIHV 650 126 '" ， 大石地区 K 4 0 

゜ ゜
甕 甕 N-1/5-E '" IIHV 650 126 '" ， 大石地区 K 4 1 

゜ ゜
鉢 甕 N-'51・E 

゜
600 74 75 ， 大石地区 K 4 2 

゜ ゜
甕 甕 N-窃・W

゜
600 76 77 ， 大石地区 K 4 3 

゜ ゜
甕 甕 N-~ - E 38 580 84 ’’’’’’ ， 大石地区 K 4 4 

゜ ゜
甕 甕 N-~ - E 10 650 127 ’’’’’’ ， 大石地区 K 4 5 

゜ ゜
甕 甕 N-窃-E

゜
461 1お-129130-135 百鍔武器， 大石地区 K 4 6 

゜ ゜
甕 甕 N-fJ! ・E 580 86 ， 大石地区 K 4 7 

゜ ゜
甕 甕 N-Zl-E 30 580 86 "'' ， 大石地区 K 4 8 """ """ 

゜
"'' 甕 N-1'.f-E "'' 650 127 "'' ， 大石地区 K 4 9 

゜ ゜
鉢 甕 N-lff-E 

゜
650 127 ， 大石地区 K 5 0 

゜ ゜
甕 甕 N-名・E 35 580 86 87 ， 大石地区 K 5 1 

゜ ゜
甕 甕 N-47-E 20 461 1欲 138139-144 百銅武器 ・営玉， 大石地区 K 5 2 

゜ ゜
甕 N-7f-E 580 88 ， 大石地区 K 5 3 

゜ ゜
甕 甕 N-7f! ・E 12 I 461 145"'148 149-154 日鍔武器 • 石剣切先， 大石地区 K 5 4 

゜ ゜
甕 聾 N-:J! ・E 

゜
I 650 127 ， 大石地区 K 5 5 '" "'" "' "'" 

゜
'" ""' N-frf-E '" II? 650 127 '" ， 大石地区 K 5 6 

゜ ゜
甕 甕 N-fff-E 40 II 580 88 89 ， 大石地区 K 5 7 

゜ ゜
甕 N-'Sf'-E 650 128 ， 大石地区 K 5 8 

゜ ゜
甕 甕 N-71'-E IV 650 128 ， 大石地区 K 5 9 

゜ ゜
’’’’’’ 甕 N-81・-E 

゜
600 78 79 ， 大石地区 K 6 0 

゜ ゜
甕 甕 N-~- E 20 461 9お・1!i6157-160 石剣切先， 大石地区 K 6 1 

゜ ゜
鉢 甕 N-ltJ・E

゜
650 128 ， 大石地区 K 6 2 

゜ ゜
甕 甕 N-lfJ・E 35 580 90 ， 大石地区 K 6 3 

゜ ゜
"'' 甕 N公f-W "'' 650 128 "'' ， 大石地区 K 6 4 

゜ ゜
"'' 甕 N-f!f -E 30 580 90 "'' ， 大石地区 K 6 5 

゜ ゜
甕 甕 N-ff! ・E 25 580 90 ， 大石地区 K 6 6 650 128 ， 大石地区 K 6 7 

゜ ゜
甕 甕 N..f£-E 25 461 161-1紀 164-168 百銅武器， 大石地区 K 6 8 

゜ ゜
甕 N-41-E 35 580 90 ， 大石地区 K 6 9 

゜ ゜
甕 甕 N-ff.1-E 650 129 ， 大石地区 K 7 0 

゜ ゜
聾 N-71'-E 30 461 169・170171-175 日鍔武器， 大石地区 K 7 1 

゜ ゜
'" 甕 N-7、-E '" 461 176・1刀178-181 把頭飾， 大石地区 K 7 2 

゜ ゜
甕 甕 N-45'-E '" 650 129 '" ， 大石地区 K 7 3 

゜ ゜
壷 甕 N-窃・E 15 580 91 92 ， 大石地区 K 7 4 

゜ ゜
甕 甕 N-万-W 25 580 91 ， 大石地区 K 7 5 ＇＂ ● " 

．． 
● " ＇＂ ＇＂ ● " ’’’’’’ ’’’’’ N妖t-E ’’’’’’ "" 650 129 ’’’’’’ ， 大石地区 K 7 6 ？ 

゜
’’’’’’ 甕 N-f!!-E 30 I 580 91 ’’’’’’ ， 大石地区 K 7 7 

゜ ゜
甕 甕 N-1-E 25 II 580 93 94 ， 大石地区 K 7 8 O? 

゜
甕 甕 N-心-E II 650 129 ， 大石地区 K 7 9 """ """ """ "'' ""' N公1-E "'' """ 650 129 "'' ， 大石地区 K 8 0 

゜ ゜
甕 甕 N公f-W

゜
Ill 650 130 131 上塁l;:Jiむ吐指の影響あり， 大石地区 K 8 1 

゜ ゜
甕 甕 N-お・E 25 II 461 182・1お184-188 
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甕 K 型 式 甕サイズ(cm) 組み合せ
時期 報告誓 遺構図 遺物図

9次 区 木棺 M 臨録岳号
単棺
複棺 -59 80-

上棺 下棺
埋鑓方位 埋溢角度

（型式） 築
低 考

石棺他 l 接口 覆口呑口 s M L Fig Fig ， 大石地区 K 8 2 O? 

゜
甕 N-お・E 35 II 580 93 ， 大石地区 K 8 3 

゜ ゜
鉢 甕 N-ffS-W '" Ill 650 132 '" ， 大石地区 K 8 4 0? 

゜
甕 甕 N-~-E 30 II 580 95 '" ， 大石地区 K 8 5 

゜
N-54'-W II 650 132 ， 大石地区 K 8 6 ？ 甕？ N-密・E II 580 95 ， 大石地区 K 8 7 ＇＂ ● " 

．． 
● " ＇＂ ＇＂ ● " ’’’’’’ 

"●  

’’’’’’ ’’’’’’ "" 未尖測， 大石地区 K 8 8 ＇＂ ● " 
．． 

● " 

゜
’’’’’’ 

"●  N-$-E ’’’’’’ "" 650 132 ’’’’’’ ， 大石地区 K 8 9 

゜ ゜
甕 甕 N-7•- E 20 II 580 95 ， 大石地区 K 9 0 

゜ ゜
甕 甕 Nふf・E 39 II 580 95 ， 大石地区 K 9 1 

゜
涵！ 甕 N-7r-E 

゜
II 580 96 ""' ， 大石地区 K 9 2 

゜ ゜
""' 甕 N-7!-E 35 II 580 96 ""' ， 大石地区 K 9 3 

゜゚
亜 憂 Nふf-E

゜
IIHV 650 132 ， 大石地区 K 9 4 

゜ ゜
甕 憂 N-~ -W 35 650 132 ， 大石地区 K 9 5 

゜ ゜
甕 甕 N-3r-E 

゜
650 132 ， 大石地区 K 9 6 O? 

゜
？ 甕 N-11:J-E 

゜
650 133 ， 大石地区 K 9 7 

゜ ゜
鉢 甕 N-可・E 20 650 133 ， 大石地区 K 9 8 

゜ ゜
鉢 甕 Nぷ1-E

゜
650 133 ， 大石地区 K 9 9 

゜ ゜
甕 甕 N-of-E 

゜
650 133 '" ， 大石地区 K 1 0 0 

゜ ゜
鉢 甕 N-fJ!-E 

゜
650 134 '" ， 大石地区 K 1 0 1 

゜ ゜
甕 N-密-E

゜
650 134 ， 大石地区 K 1 0 2 

゜ ゜
鉢 甕 N-~ -W 

゜
650 134 ， 大石地区 K 1 0 3 

゜
’’’’’’ 甕 N-~-E 20 I 650 135 ’’’’’’ ， 大石地区 K 1 0 4 

゜
’’’’’’ 甕 N-21・-w 

゜
IIHV 650 135 ’’’’’’ ， 大石地区 K 1 0 5 

゜ ゜
鉢 甕 N-'d-E 

゜
Ill 650 135 ， 大石地区 K 1 0 6 

゜ ゜
甕 甕 N-fJ!-E 

゜
IIHV 650 135 ， 大石地区 K 1 0 7 

゜ ゜
甕 甕 N-5f-E 6 IIHV 650 135 ""' ， 大石地区 K 1 0 8 0? 

゜
甕？ 甕 N-f11-W 

゜
IIHV 650 136 ""' ， 大石地区 K 1 0 9 

゜ ゜
甕 憂 N-34'-W 

゜
IIHV 650 136 ， 大石地区 K 1 1 0 O? 

゜
憂 N-4-E 29 Ill 650 136 ， 大石地区 K 111 O? 

゜
甕 N-f!l-W 

゜
Ill 650 136 ， 大石地区 K 1 1 2 

゜ ゜
鉢？ 甕 N-f5l-E 14 Ill 650 136 ， 大石地区 K 1 1 3 

゜ ゜
鉢 甕 N-'d-E 5 Ill 600 81 82 ， 大石地区 K 1 1 4 

゜ ゜
甕 N-;!5-W 16 IV 650 136 ， 大石地区 K 1 1 5 

゜ ゜
涵 甕 N沢r-E '" Ill 600 83 84 ， 大石地区 K 1 1 6 

゜ ゜
甕 甕 N-7-E '" Ill 650 137 '" ， 大石地区 K 1 1 7 

゜ ゜
甕 N-':J.1-E 

゜
650 137 ， 大石地区 K 1 1 8 

゜ ゜
甕 甕 N-45"-E 20 IV 650 137 ， 大石地区 K 1 1 9 

゜ ゜
鉢 甕 N-61・-w 17 Ill 600 85 86 ， 大石地区 K 1 2 0 

゜ ゜
’’’’’’ 甕 N衣i-W ’’’’’’ IIHV 650 137 ’’’’’’ ， 大石地区 K 1 2 1 

゜ ゜
甕 N-1'1-E 20 Ill 650 137 ， 大石地区 K 1 2 2 

゜ ゜
甕 甕 N-fJ!-W 

゜
Ill 650 137 ， 大石地区 K 1 2 3 

゜ ゜
鉢 甕 N-1£-W 7 Ill 650 138 ""' ， 大石地区 K 1 2 4 

゜ ゜
甕 甕 N公r-E

゜
IV 650 138 ""' ， 大石地区 K 1 2 5 

゜ ゜
鉢 憂 N-41'-E 

゜
Ill 600 87 88 ， 大石地区 K 1 2 6 

゜ ゜
甕 甕 N-f/-E 

゜
IIHV 650 138 上甕は2個体あり， 大石地区 K 1 2 7 

゜ ゜
鉢 甕 N-'X! -E 7 Ill 650 138 ， 大石地区 K 1 2 8 

゜ ゜
甕 甕 N-f!l-E 2 IIHV 650 139 ， 大石地区 K 1 2 9 

゜ ゜
蛮 蛮 N-喝.w 59 IIHV  650 139 ， 大石地区 K 1 3 0 

゜ ゜
甕 聾 N-l!-E 40 II 580 96 97 ， 大石地区 K 1 3 1 

゜ ゜
甕 甕 N-1:JS-W 5 IV 650 139 '" ， 大石地区 K 1 3 2 

゜ ゜
'" 甕 N-'JT-E 

゜
IV 600 89 90 ， 大石地区 K 1 3 3 

゜゚
甕 甕 N-81'-E 30 II 580 98 ， 大石地区 K 1 3 4 

゜ ゜
鉢 甕 N-沼・W

゜
Ill 600 92 93 ， 大石地区 K 1 3 5 ＇＂ ● " 

．． 
● " ＇＂ ＇＂ ’’’’’’ ’’’’’’ 甕？ N-Tl-W II 580 98 ’’’’’’ ， 大石地区 K 1 3 6 ＇＂ ● " 

．． 
● " ＇＂ ＇＂ ’’’’’’ ’’’’’’ 甕？ N-~-E II 580 98 ’’’’’’ ， 大石地区 K 1 3 7 

゜
甕 N-~ -W 15 II 580 98 ， 大石地区 K 1 3 8 

゜ ゜
甕 甕

゜
II 650 139 ， 大石地区 K 1 3 9 """ """ '"" "'' 甕 N-?o-E "'' """ 650 140 "'' ， 大石地区 K 1 4 0 

゜ ゜
甕 甕 N~-E 25 II 461 188-190 191-194 百銅武器， 大石地区 K 1 4 1 

゜ ゜
甕 甕 N.fJ! -E 40 II 580 98 99 ， 大石地区 K 1 4 2 

゜ ゜
甕 甕 N-41'-E 35 II 580 100 101 ， 大石地区 K 1 4 3 

゜ ゜
甕 甕 N-5r-w 

゜
IV 650 140 ， 大石地区 K 1 4 4 

゜ ゜
甕 甕 N-!f-E 10 IV 650 140 ， 大石地区 K 1 4 5 

゜ ゜
甕 蛮 N-お.w 18 Ill 650 140 ， 大石地区 K 1 4 6 

゜ ゜
鉢 聾 N-万-E

゜
Ill 600 94 95 ， 大石地区 K 1 4 7 

゜ ゜
鉢 甕 N-~-W 10 IIHV 650 140 '" ， 大石地区 K 1 4 8 

゜ ゜
甕 甕 Nぷf-E 39 II 600 96 97 ， 大石地区 K 1 4 9 

゜ ゜
甕 甕 N-1•-W 25 II 580 100 ， 大石地区 K 1 5 0 

゜ ゜
甕 甕 N-'Jl-W 25 II 580 102 ， 大石地区 K 1 5 1 

゜ ゜
鉢 甕 N-45'-E 14 Ill 600 98 99 ， 大石地区 K 1 5 2 

゜ ゜
’’’’’’ 甕 N-4r-E 

゜
IV 650 141 ’’’’’’ ， 大石地区 K 1 5 3 

゜ ゜
甕 N-;J! -E 650 141 ， 大石地区 K 1 5 4 

゜ ゜
鉢 甕 N-2•-W 25 IV 600 100 101 ， 大石地区 K 1 5 5 

゜ ゜
甕 甕 N-fJ!-E 

゜
IV 650 141 "'' ， 大石地区 K 1 5 6 

゜
""" "'' 甕 N-7、-E "'' """ 650 141 "'' ， 大石地区 K 1 5 7 

゜ ゜
鉢 甕 N-5!-E 18 IV 650 141 ， 大石地区 K 1 5 8 

゜ ゜
甕 甕 Nふ(-E

゜
IV 650 142 ， 大石地区 K 1 5 9 

゜ ゜
甕 深 N-1f/-E 15 IV 650 142 ， 大石地区 K 1 6 0 

゜ ゜
甕 甕 N-81• -E 30 IV 650 142 3連棺か， 大石地区 K 1 6 1 

゜
甕 N-~ -E 39 IV 650 142 ， 大石地区 K 1 6 2 

゜ ゜
甕 聾 N-1~ ・E 35 IV 600 103 104 ， 大石地区 K 1 6 3 

゜ ゜
甕？ 磁 N-fJ!-W 21 IV 650 142 '" ， 大石地区 K 1 6 4 

゜ ゜
甕 甕 N-fil-E 

゜
IIHV 650 142 '" ， 大石地区 K 1 6 5 欠番， 大石地区 K 1 6 6 

゜ ゜
甕 甕 N-a!-E 25 II 580 102 ， 大石地区 K 1 6 7 

゜ ゜
甕 甕 N-45'-W 20 IV 650 143 ’’’’’’ ， 大石地区 K 1 6 8 

゜ ゜
甕 甕 N-巧-W 50 II 580 102 ’’’’’’ ， 大石地区 K 1 6 9 

゜ ゜
甕 甕 N-:J1-W 

゜
IV 650 143 ， 大石地区 K 1 7 0 

゜ ゜
鉢 甕 N-1/J-W 

゜
Ill 650 143 ， 大石地区 K 1 7 1 

゜ ゜
甕 甕 N-lif-W 30 II 580 104 103 ， 大石地区 K 1 7 2 """ """ 

゜
"'' 甕 N-43'-E 50 I 580 104 105 ， 大石地区 K 1 7 3 

゜ ゜
甕 N-:fS -E 15 IV 650 144 
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甕 K 型 式 甕サイズ(cm) 組み合せ
時期 報告誓 遺構図 遺物図

9次 区 木棺 M 臨録岳号
単棺
複棺 -59 80-

上棺 下棺
埋鑓方位 埋溢角度

（型式） 築
低 考

石棺他 l 接口 覆口呑口 s M L Fig Fig ， 大石地区 K 1 7 4 

゜ ゜
甕 蚕 N-窓・E

゜
IIHV 650 144 ， 大石地区 K 1 7 5 

゜ ゜
涵 甕 N-fi!-W 12 IV 650 144 '" ， 大石地区 K 1 7 6 

゜ ゜
甕 甕 N-~-E 11 IV 650 144 '" ， 大石地区 K 1 7 7 

゜
甕 N-1o-E 29 650 144 ， 大石地区 K 1 7 8 

゜ ゜
甕 甕 N-4'!-E 26 IV 650 145 ， 大石地区 K 1 7 9 

゜ ゜
面 甕 N-45'-E 

゜
Ill 650 145 ’’’’’’ ， 大石地区 K 1 8 0 

゜ ゜
匹 蛋 N-111-E 

゜
IV 600 105 106 ， 大石地区 K 1 8 1 

゜ ゜
甕 甕 N-ltJ・E

゜
II 600 107 108 ， 大石地区 K 1 8 2 

゜ ゜
甕 甕 N-21・・E 30 II 650 145 ， 大石地区 K 1 8 3 

゜ ゜
甕 甕 Nぷr-E

゜
II 650 146 ""' ， 大石地区 K 1 8 4 

゜ ゜
甕 齋． N-43'-E 

゜
Ill 650 146 ， 大石地区 K 1 8 6 

゜ ゜
甕 蛮 Nぶf・E 24 IV 600 112 113 ， 大石地区 K 1 8 7 

゜ ゜
甕 憂 N-万・E 27 I 580 104 ， 大石地区 K 1 8 8 

゜ ゜
甕 N-S-E 14 IV 600 114 115 ， 大石地区 K 1 8 9 

゜ ゜
甕 N-fx! -E 

゜
IV 650 146 ， 大石地区 K 1 9 0 

゜ ゜
甕 甕 N汲r-E

゜
Ill 650 146 ， 大石地区 K 1 9 1 

゜ ゜
鉢 甕 N-釘・E 24 Ill 650 147 ， 大石地区 K 1 9 2 

゜ ゜
'" 甕 N-fi! -E 

゜
IV 650 147 '" ， 大石地区 K 1 9 3 

゜ ゜
甕 甕 N-'Xf-W 

゜
Ill 650 147 '" ， 大石地区 K 1 9 4 

゜
蚕 甕 N-;J! -E 

゜
IIHV 650 148 ， 大石地区 K 1 9 5 

゜ ゜
甕 N-71-E 

゜
IV 650 148 ， 大石地区 K 1 9 6 

゜゚
鉢 甕 N公i-E 64 IIHV 650 148 ’’’’’’ ， 大石地区 K 1 9 7 ＇＂ ● " 

．． 
● " 

゜
’’’’’’ 蛋 N-$-W 43 IIHV 650 148 ’’’’’’ ， 大石地区 K 1 9 8 

゜ ゜
壷 N-'li!-W IIHV 650 148 ， 大石地区 K 1 9 9 

゜
甕 N-釘・E 650 148 ， 大石地区 K 2 0 0 

゜ ゜
""' 甕 Nぶf-E

゜
Ill 650 149 ""' ， 大石地区 K 2 0 1 

゜ ゜
鉢 甕 N点r-w

゜
Ill 650 149 ""' ， 大石地区 K 2 0 2 

゜ ゜
憂 N-2S-E 

゜
IIHV 650 149 ， 大石地区 K 2 0 3 

゜ ゜
甕 憂 N.fJ! ・E 27 580 104 ， 大石地区 M 1 N.fif -E 461 94 95-101 百銅武器は本報告， 大石地区 M 2 N沢r-E 650 153 ， 大石地区 M 3 Nぷf・E 650 153 ， 大石地区 M 4 N-4:J・E 461 102 103-104 副蕊小壷， 大石地区 M 5 N-3、-W 461 105 109-110 百銅武器， 大石地区 M 6 N-liJ-W 461 111 114 副葬I)¥蛮， 大石地区 M 7 N-71-E 650 153 ， 大石地区 M 8 N-7f5 -E 650 153 ， 大石地区 1 N-41-E 650 154 ’’’’’’ 土撰召， 大石地区 2 N-f!l-E "" 650 154 ’’’’’’ 土摂塁， 大石地区 3 N-釘・E 650 155 土猥臼， 大石地区 4 N-f!/-W 650 155 土猥臼， 大石地区 5 Nぶf-E """ 650 155 ""' 土填臼， 大石地区 6 N-!f-E """ 650 156 ""' 土填巨， 大石地区 7 N-11-E 650 156 土慨塁， 大石地区 8 N-fl・E 650 157 土漿臼， 大石地区 ， N-f£-W 650 157 土撰伍， 大石地区 1 0 N-f!l -E 650 157 土撰夏， 大石地区 11 N-心-E 650 158 土漿塁， 大石地区 1 2 N-':15-E 650 158 士漿塁， 2母支 K 1 

゜ ゜
鉢 甕 N-fff-W 25 IV 650 84 '" ， 2号支 K 2 

゜ ゜
鉢 甕 Nぷf-E 6 IV 650 84 '" ， 2号支線迫路 K 3 

゜ ゜
甕 甕 N・ダ・W 6 Ill 650 84 85 ， 2号支線迫路 K 4 

゜ ゜
甕 甕 N-21" -E 18 IV 650 86 ， 2号支線迫路 K 5 

゜ ゜
鉢 甕 N-1£-E ， Ill 650 86 87 ， 2号支線迫路 K 6 

゜ ゜
甕 甕 N-fJf-E 3 Ill 650 88 89 ， 2号支線追路 K 7 

゜ ゜
甕 甕 N-!'J!-E 3 Ill 650 88 91 ， 2号支線迫路 K 8 

゜ ゜
甕 N-町・E 8 IV 650 90 91 ， 2号支線道路 K ， 

゜ ゜
"'' 箪 N-fJ!-E 4 IV 650 92 "'' ， 2号支線迫路 K 1 0 

゜ ゜
甕 甕 N-1'1-E 1 Ill 650 92 93 ， 2号支線追路 K 11 

゜ ゜
鉢 甕 N-11・E 11 IV 650 94 95 ， 2号支線追路 K 1 2 

゜ ゜
壷 N.$-W 42 IV 650 94 ， 2号支線迫路 K 1 3 

゜ ゜
鉢 甕 N-i!f-W 2 Ill 650 96 97 ， 2号支線迫路 K 1 4 

゜ ゜
甕 甕 N-7!-E 3 Ill 650 98 99 ， 2号支線追路 K 1 5 

゜ ゜
甕 N-fr! -W 22 Ill 650 100 101 ， 2号支線追路 K 1 6 

゜ ゜
甕 聾 N-84--E 1 Ill 650 102 103 ， 2号支線迫路 K 1 7 

゜ ゜
'" 甕 '" 1 " 650 102 '" ， 2号支線道路 K 1 8 

゜ ゜
忘杯 甕 N-1-W 20 IV 650 104 105 ， 2号支線迫路 K 1 9 

゜
甕 N-窃・E 5 650 104 ， 2号支線迫路 K 2 0 

゜ ゜
甕 N-~ - E 11 650 104 ， 2号支線迫路 K 2 1 

゜ ゜
甕 甕 N-Sl-E ， Ill 650 106 107 ， 2号支線迫路 K 2 2 

゜ ゜
蛮 甕 N-74'-E 5 Ill 650 106 107 ， 2号支線追路 K 2 3 

゜
甕 N-'JT-E 650 106 ， 2号支線迫路 K 2 4 

゜ ゜
甕 N-お・E 19 650 106 ， 2号支線道路 K 2 5 

゜ ゜
鉢 甕 N公t-E 4 Ill 650 108 109 ， 2号支線迫路 K 2 6 

゜ ゜
""' 甕 N-'11-E 7 IV 650 108 109 ， 2号支線追路 K 2 7 

゜ ゜
壷 壷 N-7/-E 1 IV 650 108 109 ， 2号支線追路 K 2 8 

゜ ゜
甕 甕 N-邸.w 4 IV 650 110 111・112 鉄剣 • 櫛， 2号支線迫路 K 2 9 

゜ ゜
甕 甕 N-af-W 6 IV 650 113 114 ， 2号支線迫路 K 3 0 

゜
"" "" 650 119 120 祭祀遺構， 2号支線追路 K 3 1 

゜ ゜
鉢 甕 N-74'-W 3 Ill 650 115 116 ， 2号支線追路 K 3 2 

゜ ゜
聾 聾 N-7f -E 10 IV 650 115 ， 2号支線迫路 K 3 3 

゜ ゜
甕 甕 N-r-E 4 IV 650 117 '" ， 2号支線道路 K 3 4 

゜ ゜
""' 甕 N-1fi-E ， Ill 650 117 118 ， 2号支線迫路 K 3 5 

゜ ゜
甕 甕 N-31・ ・E 1 Ill 650 117 ， 2号支線沼路 K 3 6 

゜ ゜
甕 甕 N-74'-W 6 Ill 650 117 
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弥生時代の生活遺構

吉武遺跡群の 1次から 9次にかけての生活遺構について、次数ごとの一毀を以下にしめす。一覧の目的は、これまで刊行された報告

害のインデックスとして利用に供するためである。生活逍構は祭祀土坑 (SA)、住居跡 (SC)、井戸 (SE)、土坑 (SK)、性格不
明遺構 (SX)、掘建柱建物 (SB)、溝 (SD)に分類し、遺構の法紐はSAからsxまでは長辺と短辺、SBは桁と梁の間数、SD
は溝の最大幅を表示 した。 時期は経地と同様 r~v期の分類で、 Tab. 3に相当する。

Tab. 5 弥生時代生活遺構一覧表
祭祀土坑 SA 

住居 SC 

井F SE 長辺 短辺
形状 報告己

全体 徊別
遺物図

1次 区／地区 土坑 SK 遺構番号 整形 時 期 遺構図 遺構図 偏考

不明遺構 SX 

掘立柱建物 SB 桁 梁

洞 so 幅 (m) 断面形 揉 Fig Fig Fig 

1 1 SB 0 1 2 1 II-IV 437 ， 10 
1 2 SB 0 2 2 1 Ill 437 ， 11 
1 2 SB 0 3 1 1 '" 437 ， 11 
1 2 SB 0 4 1 1 II-IV 437 ， 11 52 

1 2 SB 0 5 1 1 IV 437 ， 12 52 

1 2 SB 0 6 2 1 Ill 437 ， 12 52 

1 2 SB 0 7 2 2 II-IV 437 ， 13 52 

1 2 SB 0 8 2 1 IV 437 ， 13 
1 2 SB 0 9 3 2 IV 437 ， 14 52 給

1 2 SB 1 0 2 1 Ill 437 ， 15 52 
1 2 SB 11 2 1 IV 437 ， 15 
1 2 SB 1 2 3 2 Ill 437 ， 16 
1 2 SB 1 3 2 1 Ill 437 ， 16 52 

1 2 SB 1 4 2 2 II-IV 437 ， 17 52 

1 2 SB 1 5 2 1 IV 437 ， 17 
1 2 SB 1 6 4 2 V 437 ， 18 52 
1 2 SB 1 7 2 1 Ill 437 ， 18 53 
1 2 SB 1 8 2 1 IV 437 ， 19 
1 2 SB 1 9 3 2 II 437 ， 19 53 給

1 2 SB 2 0 1 1 II 437 ， 20 
1 2 SB 2 1 2 1 II 437 ， 20 53 

1 2 SB 2 2 3 1 IV 437 ， 21 
1 2 SB 2 3 2 1 IV 437 ， 21 
1 2 SB 2 4 2 1 II 437 ， 21 53 
1 2 SB 2 5 3 2 Ill 437 ， 22 53 紐
1 2 ~B l 6 3 1 Ill 心7 ， 23 
1 2 SB 2 7 1 1 IV 437 ， 23 
1 2 SB 2 8 2 2 V 437 ， 24 53 

1 2 SB 2 9 1 1 V 437 ， 24 
1 2 SB 3 0 1 1 V 437 ， 25 53 

1 2 SB 3 1 2 2 V 437 ， 25 53 

1 2 SB 3 2 2 1 V 437 ， 26 
1 2 SB 3 3 1 1 V 437 ， 26 
1 2 SB 3 4 3 2 V 437 ， 26 
1 4 SB 3 5 3 1 I 437 28 29 

1 4 SB 3 6 1 1 I 437 28 29 

1 4 SB 3 7 1 1 I 437 28 30 

1 4 SB 3 8 2 1 I 437 28 30 

1 4 SB 3 9 2 1 I 437 28 30 

1 4 SB 4 0 2 1 II-IV 437 28 31 

1 4 SB 4 1 1 1 II-IV 437 28 31 

1 2 SC 0 1 円形 514 6・7・17 

1 2 SC 0 2 3.0+a 2 40 不明 514 6・7・17 8 

1 2 SC 0 3 

1 2 SC 0 4 不明 514 6・7・17 13 25 

1 2 SC 0 5 3 70 150 円形 514 6・7・17 8・14 26 

1 2 SC 0 6 円形 514 6・7・17 

1 2 SC 0 7 " '" 円形 514 6・7・17 

1 2 SC 0 8 """ 円形 514 6・7・17 

1 2 SC 0 9 " '" 円形 " 514 6・7・17 

1 2 SC 1 0 """ 円形 """ 514 6・7・17 

1 2 SC 11 円形 514 6・7・17 

1 2 SC 1 2 欠

1 2 SC 1 3 650 6 50 円形 514 6・7・17 

1 2 SC 1 4 7 50 円形 514 6・7・17 

1 2 SC 1 5 5 75 ＇＂ 円形 "" 514 6・7・17 

1 2 SC 1 6 8 62 7 40 隅丸長方形 II 514 6・7・17 8・10 24 

1 2 SC 1 7 8 20 7.90 円形 Ill 514 6・7・17 8・9 24 

1 2 SC 1 8 690 685 円形 II 514 6・7・17 8・11・12 23 

1 2 SC 1 9 900 8 20 円形 Ill 514 6・7・17 8・11・13 24・25 

1 2 SC 2 0 780 円形 IV 514 6・7・17 8・14 25・26 

1 2 SC 2 1 6 50 円形 IV 514 6・7・17 8・15 27 

1 2 SC 2 2 8 20 円形 II 514 6・7・17 8・15 

1 2 SC 2 3 4.70 円形 Ill 514 6・7・17 8・15 26・27 
1 2 SC 2 4 510 '" 円形 II 514 6・7・17 8・16 24 

1 2 SC 2 5 580 514 円形 Ill 514 6・7・17 16 27 

1 2 SC 2 6 4 93 480 円形 II 514 6・7・17 19 28 

1 2 SC 2 7 8 52 816 円形 Ill 514 6・7・17 18 
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祭祀土坑 SA 

住居 SC 
井戸 SE 長辺 短辺

形状 悛告S
全体 個別

遺物図
1次 区／地区 土坑 SK 遺構岱号 整形 時 期 遺構図 遺桐図 価考

不明遺構 sx 
掘立柱建物 SB 桁 梁

潟 so 輻 (m} 断面形 染 Fig Fig Fig 

1 2 SC 2 8 欠番

1 2 SC 2 9 "" ＇＂ 不整形 II 514 6・7・17 20 

1 2 SC 3 0 3 40 2 90 長方形 I 514 6・7・17 16 

1 2 SC 3 1 "" ＇＂ V 514 6・7・17 28 

1 2 SC 3 2 4 50 4 50 正方形 514 6・7・17 16 23 

1 2 SC 3 3 正方形？ 514 6・7・17 

1 2 SC 3 4 3 73 3.42 正方形 V 514 6・7・17 21 28 

1 2 SC 3 5 4.00 300 長方形 II 514 6・7・17 21 28 

1 2 SC 3 6 6 64 4+a 不明 V 514 6・7・17 21 23 

1 2 SC 3 7 500 5.1+a 不明 V 514 6・7・17 20 

1 2 SC 3 8 3 20 4 20 長方形 Ill 514 6・7・17 16 

1 2 SC 3 9 """ 不明 I 514 6・7・17 19 

1 2 SC 4 0 4.20 1.80 長方形 I 514 6・7・17 19 

1 2 SC 4 1 380 310 長方形 V 514 6・8・17 27 

1 2 SC 4 2 3 90 1 72 長方形 I 514 6・7・17 19 

1 2 SC 4 3 4 95 300 長方形 V 514 6・7・17 20 

1 2 SC 4 4 正方形？ V 514 6・8・17 8 

1 2 SC 4 5 正方形？ V 514 6・8・17 8 

1 2 SC 4 6 "" ＇＂ 不明 V 514 6・7・17 21 27・46 

1 2 SC 4 7 半円 II 514 6・8・17 11・13 復叫矩

1 2 SC 4 8 5.50 3.20 隅丸長方形 I 514 6・7・17 

1 2 SC 4 9 不明 514 6・7・17 19 

1 4 SC 5 0 3.0+a 280 長方形？ 11-111 514 38-40 47 59・62 

1 4 SC 5 1 4 93 3.10 長方形 II 514 38-40 48 
1 4 SC 5 2 3.12 3.10 正方形 514 38-40 48 

1 4 SC 5 3 6.33 5 40 長方形 II 514 38-40 48 42・54・55・62 

1 4 SC 5 4 300 2.72 長方形？ """ 514 38-40 48 

1 4 SC 5 5 4.10 308 長方形 '" 514 38-40 48 

1 4 SC 5 6 3 25 3 20 正方形 """ 514 38-40 48 

1 4 SC 5 7 3.6+a 34+a 正方形 514 38-40 48 
1 4 SC 5 8 不明 514 38-40 

1 4 SC 5 9 5お 3 60 台形 514 38-40 45 

1 4 SC 6 0 400 4+a 長方形 514 38-40 必

1 4 SC 6 1 3.00 5+a 長方形 不整形 11-111 514 38-40 45・46 58 

1 4 SC 6 2 3.13+a 25+ a 長方形？ Ill 514 38-40 47 58 
1 4 ~c 6 3 40+a 3.00 長方形 "" 514 38-40 47 

1 4 SC 6 4 不明 514 38-40 

1 4 SC 6 5 485 3 23 長方形 II 514 38-40 41 41・56・57 

1 4 SC 6 6 684 5 35 楕円形 514 38-40 47 

1 4 SC 6 7 6 20 円形 II 514 38-40 庇 54・55 

1 4 SC 6 8 704 円形 II 514 38-40 44 58 

1 4 SC 6 9 5 90 008 円形 """ 514 38-40 43・46 

1 4 SC 7 0 600 '" 不整形 II 514 38-40 46 57・58 

1 4 SC 7 1 8 35 円形 I 514 38-40 44 58 

1 4 SC 7 2 6 60 '" II 514 38-40 46 58 

1 4 SC 7 3 不明 II 514 38-40 45 58 

1 4 SE 0 1 2 60 2 20 楕円形 不整形 IV 514 38-40 50 

1 4 SE 0 2 180 140 楕円形 II 514 38-40 50 

1 2 SK 0 2 514 8 22 29 

1 2 SK 0 7 1.37 0.73 隅丸長方形 514 8 22 

1 2 SK 1 7 1.47 0.80 長方形 "" 514 8 22 

1 2 SK 2 6 1.90 0 65 長方形 514 8 22 

1 4 SK 0 1 "" ＇＂ Ill 514 38 61 

1 4 SK 0 2 長方形 II 514 38 61 

1 4 SK 0 3 Ill 514 38 61 

1 4 SK 0 7 長方形 IV 514 61 

1 2 so 0 1 1.65 逆台形 514 5・17 22 29 

1 2 so 0 2 " "'" " 514 5 ""' "' 

1 3 SD 0 1 6-10 """ 514 38 36・37 36 

1 4 so 0 1 " 514 38 

1 4 SD 0 2 2 50 U字 V 514 38 53 61 

1 4 so 0 3 2 60 IIHV 514 38 53 61 

1 4 so 0 4 514 38 53 

1 4 SX 5 4 IV 514 38 59 

1 4 SX 5 5 2 28 2.16 円形 不整形 IIHV 514 38 49 59・60 祭i暉善
1 4 sx 5 6 1.55 1.32 正方形 Ill-IV 514 38 51 60 

1 4 sx 5 7 1.78 1.45 卵形 IIHV 514 38 51 60 

1 4 sx 5 8 "" ＇＂ IV 514 38 60 

1 4 sx 5 9 Ill 514 38 60 

1 4 sx 6 0 Ill 514 38 60 

1 4 SX 6 1 II 514 38 60 

1 4 sx 1 0 0 II 514 38 60 

1 4 SX 1 0 1 IV 514 38 60 

1 4 sx 2 0 0 1 57 0 95 不整形 Ill 514 38 51 

1 1 SA 0 1 " '" 437 ， 10 栂
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祭祀土坑 SA 

住居 SC 
井戸 SE 長辺 短辺

形 状 悛告S
全体 個別

遺物図
2次 区／地区 土坑 SK 遺構岱号 整 形 時 期 遺構図 遺桐図 価考

不明遺構 sx 
掘立柱建物 SB 桁 梁

潟 so 輻 (m} 断面形 染 Fig Fig Fig 

2 ， SB 0 1 3 l+a 437 32 33 

2 ， SB 0 2 3 1 437 32 33 
2 ， SB 0 3 2 1 437 32 34 

2 ， SB 0 4 1 1 437 32 34 

2 ， SB 0 5 3 1 437 32 34 54 

2 ， SB 0 6 2 2 437 32 35 54 給

2 ， SB 0 7 1 1 437 32 35 54 
2 ， SB 0 8 2 2 437 32 36 
2 ， SB 0 9 2 2 437 32 36 54 給

2 ， SB 1 0 2 1 437 32 36 
2 ， SB 11 1 1 437 32 37 
2 ， SB 1 2 1 1 437 32 37 54 

2 ， SB 1 3 2 2 437 32 37 給

2 ， SB 1 4 1 1 437 32 38 
2 ， SB 1 5 2 2 437 32 38 54 給

2 ， SB 1 6 2 1 437 32 39 
2 ， SB 1 7 2 1 437 32 39 

2 ， SB 1 8 2 1 437 32 40 54 

2 ， SB 1 9 2 2 437 32 40 給

2 ， SB 2 0 1 1 437 32 41 

2 ， SB 2 1 2 1 437 32 41 

2 ， SB 2 2 2 1 437 32 41 
2 ， SB 2 3 2 1 437 32 42 
2 ， SB 2 4 2 1 437 32 42 
2 ， SB 2 5 2 2 437 32 43 

2 ， SB 2 6 1 1 437 32 43 

2 ， SB 2 7 1 1 437 32 43 

2 ， SB 2 8 2 2 437 32 44 

2 ， SB 2 9 1 1 437 32 44 

2 ， SB 3 0 1 1 437 32 44 

2 ， SB 3 1 3 1 437 32 必 54 
2 ， SB 3 2 2 2 437 32 46 54 給

2 ， SB 3 3 1 1 437 32 46 

2 ， SB 3 4 1 1 437 32 46 

2 ， SB 3 5 2 2 437 32 47 紐
2 ， ~B 3 6 2 2 心7 32 47 給

2 ， SB 3 7 2 2 437 32 47 

2 ， SB 3 8 1 1 437 32 48 54 
2 ， SB 3 9 2 2 437 32 48 
2 ， SB 4 0 1 1 437 32 48 
2 5・6 SB 4 1 2 2 437 49 51 

2 7 SB 4 2 2 2 437 50 51 

2 7 SB 4 3 1 1 437 50 51 

2 ， SC 7 3 4 42 4 38 円形 IV 514 76 78・79 97・100-102 

2 ， SC 7 4 540+a 5.10 円形 514 76 77・79 

2 ， SC 7 5 5 25 半円 514 76 79 102 
2 ， so 0 1 12-20 514 80 
2 ， so 0 2 14-21 514 80 
2 ， so 0 3 2 4-0 514 80・81 83・98 

2 ， SD 0 4 3 50 514 80・81 

2 ， so 0 5 25-5 ＇＂ V 514 80・82 84 97・102 

2 ， SD 0 6 1.4-2.8 514 80・82 84 98・101 

2 ， so 0 7 "" ＇＂ 514 80・82 84 101・102

2 ， so 0 8 514 80 
2 5・6 so 1 0 300 3 514 66-68 69 92-93・100・10 
2 5・6 so 11 190 1.8 514 66-68 69 87-91・100
2 5・6 so 1 2 2 50 1.4-16 514 66-68 69 94 

2 5・6 so 1 3 080 '" 514 66・67 69 
2 5 SD 1 4 0 90 IV 514 66-68 86 
2 7 so 1 4 2 60 '" 逆台形 IV-V 514 70・71 72・74 95 
2 7 SD 1 5 4-8 514 70・71 74・75 95・96・100・10 

2 7 so 1 6 の寝奴^ (f)不.. 明 514 70・71 72・73 95・100・103
2 7 so 1 8 514 100 
2 7 so 2 2 514 80 
2 7 so 2 4 514 80・81 98 

2 7 so 3 0 "" ＇＂ 514 80 98 不良

2 7 SD 3 1 514 81 

2 7 so 3 3 "" ＇＂ 514 80 
2 7 SD 3 4 200 514 80・81 98 
2 7 so 4 1 514 98 
2 ， SX 0 5 198 1.12 楕円形 V 514 80-82 85 99 
2 ， sx 2 1 514 102 
2 ， SX 2 5 514 80-82 

2 ， sx 2 6 """ 514 80-82 

2 ， sx 2 8 " '" 514 80-82 

2 ， sx 2 9 200 1.00 長方形 514 80-82 85 100-102 

2 ， sx 3 0 " '" 514 100 

2 ， sx 3 1 楕円形 514 80-82 85 99 
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祭祀土坑 SA 

住居 SC 

2次
井戸 SE 長辺 短辺

形 状 悛告S
全体 個別

遺物図
区／地区 土坑 SK 遺構岱号 整 形 時 期 遺構図 遺桐図 価考

3次
不明遺構 sx 
掘立柱建物 SB 桁 梁

潟 so 輻 (m} 断面形 染 Fig Fig Fig 

2 ， sx 3 7 3 30 170 不整形 514 80-82 85 99-102 

2 ， sx 4 1 "" ＇＂ 不明 514 80-82 85 99・100・102

2 ， sx 4 2 514 80-82 

3 Ell SB 0 1 2 2 127 14 42 級

3 El SB 0 2 2 1 127 14 

3 Ell SB 0 3 2 1 127 14 

3 Ell SB 0 4 1 1 127 14 

3 Ell SB 0 5 2 1 127 14 42 

3 Ell SB 0 6 1 1 127 14 

3 El SB 0 7 2 2 127 15 42 給

3 Fl SB 0 8 2 2 127 15 

3 FIi SB 0 9 2 2 127 15 

3 FIi SB 1 0 1 1 127 15 

3 Ell SB 11 3 2 127 15 

3 BIi SB 1 2 2 2 127 15 給

3 BIi SB 1 3 2 1 127 16 

3 811 SB 1 4 2 1 127 16 

3 811 SB 1 5 2 ？ 127 16 

3 Fl SE 3 1 187 1.40 楕円形 不整形 127 12 

3 FIi SE 3 5 2 50 2 20 隅丸方形 127 12 38 

3 EC so 0 2 14-19 127 17・19 43-俎

3 

゜
SD 0 3 3.10 127 19・21 50 

3 

゜
so 0 4 0.4-0 5 127 18 

3 E SD 0 5 24-26 127 20・21 53 

3 Ell SD 0 6 09-16 '" 127 20・21 

3 Ell SD 0 7 0.4-0 75 127 20 58 

3 Ell SD 0 8 0 20 '" 127 22 

3 Ell SD 0 9 0 25-0 63 127 22 

3 E SD 1 0 02-03 127 22 

3 E SD 11 03-0 5 127 22 

3 CII SD 1 2 1.6-175 127 19・21 

3 CII SD 1 3 0 36 127 19 

3 FIi SD 1 4 0 2-0.3 ＇＂ 127 23 

3 811 SD 1 5 05-09 127 24 

3 AB so 1 6 3-4 ＇＂ 127 26 59 SD16と望複

3 AB SD 1 7 2 50 127 26 59 

3 A SD 1 8 0.7-15 127 25 

3 A SD 1 9 1.1-21 127 25 

3 El SX 0 1 1.70 0 53 隅丸長方形 127 4 土坑

3 El SX 0 2 1.06 0 63 隅丸長方形 127 4 

3 Ell sx 0 3 0 97 0 94 隅丸方形 127 

3 Ell sx 0 4 330 1.93 不整形 127 4 28 

3 Ell sx 0 5 185 140 楕円形 127 4 

3 Ell sx 0 6 332 1 42 楕円形 不整形 127 5 28 

3 Ell SX 0 7 125 123 円形 127 4 28 

3 Ell SX 0 8 193 1 73 円形 不整形 127 5 28 

3 Ell SX 0 9 290 2.35 隅丸長方形 不整形 127 5 29 

3 El SX 1 0 112 106 円形 127 5 29 

3 sx 11 3 65 206 長方形 不整形 127 "" 

sx 1 2 燭

3 El sx 1 3 1.00 0.78 隅丸長方形 127 6 

3 Ell sx 1 4 5.58 1.05 隅丸長方形 127 6 29 

3 Ell SX 1 5 1.44 085 隅丸長方形 127 6 29 

3 Ell SX 1 6 1.83 1.13 楕円形 不整形 127 6 31 

3 Ell SX 1 7 3 50 250 楕円形 不整形 127 6 31 

3 Ell SX 1 8 3 30 2 73 隅丸長方形 127 7 

3 Ell sx 1 9 2.42 1.95 方形 不整形 127 7 32 

3 Ell sx 2 0 4 23 2 90 隅丸三角形 127 7 31 

3 Ell sx 2 1 2.10 160 隅丸長方形 127 7 33 

3 Ell sx 2 2 2.47 188 隅丸長方形 127 7 33 

3 Ell SX 2 3 120 110 隅丸方形 127 8 34 

3 Ell SX 2 4 1 55 0 59 隅丸長方形 127 8 
3 Ell SX 2 5 127 34 

3 Ell SX 2 6 083 083 隅丸方形 127 34 

3 Ell sx 2 7 1.94 1.34 隅丸方形 127 7 

3 Ell sx 2 8 3 65 3 40 隅丸長方形 127 8 34 

sx 2 9 ’’’’’ 燭

3 Fl sx 3 0 20 60 1.38 楕円形 127 ， 34 
3 1 井戸

3 Fl SX 3 2 1.06 108 円形 不整形 127 ， 38 
3 Fl SX 3 3 0 90 0.75 隅丸長方形 127 

3 FIi SX 3 4 1.48 080 隅丸長方形 127 ， 
3 5 井戸

3 FIi sx 3 6 300 233 楕円形 不整形 127 ， 35 
3 FIi sx 3 7 144 130 円形 不整形 127 ， 
3 FIi sx 3 8 2.30 0 95 隅丸長方形 127 ， 38 
3 FIi SX 3 9 090 080 方形 不整形 127 38 
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祭祀土坑 SA 

住居 SC 
井戸 SE 長辺 短辺

形 状 悛告S
全体 個別

遺物図
3次 区／地区 土坑 SK 遺構岱号 整 形 時 期 遺構図 遺桐図 価考

不明遺構 sx 
掘立柱建物 SB 桁 梁

潟 so 輻 (m} 断面形 染 Fig Fig Fig 

3 FIi SX 4 0 180 085 隅丸長方形 127 10 38 

3 Fl sx 4 1 085 0.83 隅丸長方形 127 "● 

3 DII sx 4 2 213 183 楕円形 127 10 

3 Bl sx 4 3 137 110 楕円形 127 10 

3 Bl sx 4 4 098 086 隅丸方形 127 "ヽ'

3 Bl SX 4 5 0 95 0 53 隅丸長方形 127 10 

3 Bl SX 4 6 6.14 3 65 隅丸方形 127 11 39 

3 Bl SX 4 7 2.40 2 30 楕円形 不整形 127 11 39 

3 Bl SX 4 8 210 1 77 楕円形 127 11 39 

3 Bl sx 4 9 1.44 0 97 楕円形 127 10 

3 Al sx 5 0 180 1 48 円形 不整形 127 11 40 

祭祀土坑 SA 

住居 SC 

井戸 SE 長辺 短辺
形 状 報告匹

全体 徊別
遺物図

4次 区／地区 土坑 SK 遺構番号 整 形 時 期 遺構図 遺構図 福考

不明遺構 sx 
掘立柱廷物 SB 桁 梁

洞 so 幅 (m) 断ilii形 集 Fig Fig F,g 

4 8号支線迫路渇査区 SC 0 1 430 2 50 不明 V 514 105 116 117 

4 F・10・11 SK 5 0 "" ＇＂ 不整形 IV 514 105 115 117 祭E土漿

4 F・10・11 SK 6 8 125 1.20 略円形 Ill 514 105 115 117 

4 F・10・11 SK 7 2 300 2 60 円形 II 514 105 115 117・118 

4 F・10・11 SK 7 7 不明 V 514 105 115 117・118 

4 F・11 SK 7 8 2 92 2 70 不整形 II 514 105 117 

4 F・10・11 SK 7 9 205 1.20 '" 514 105 115 

4 F・10・11 SK 8 0 1.92 0 92 """ 514 105 115 

4 F・10・11 SK 8 1 1.50 0 65 '" 514 105 115 

4 F・10・11 SK 8 2 2 20 0 58 長楕円形 I 514 105 117 

4 F・10・11 SK 8 5 514 105 115 

4 L・8・9 SD 0 1 400 V 514 105 107・118 

4 L・8・9 so 0 2 3 20 逆台形 V 514 105 106 108・109 

4 5号水路埠歪区 SD 0 1 V 514 105・110 111・118 02豆

4 5号水路渭査区 so 0 2 "" "" V 514 105・110 111・118 

4 8号支線道路渇査区 SD 0 1 V 514 105 117 
4 8号叉綜丑路調董区 ~D U 2 "" "" IV 514 105 117 

4 F・10・11 SD 1 0 1.50 V字形 V 514 105 112 113 1 2と遠紐

4 F・10・11 so 1 2 2.90 逆台形 V 514 105 112 113・114 

5次 A2-D2 SD 0 1 z I - 194 付図 旦＿」

祭祀土坑 SA 

住居 SC 
井p SE 長辺 短辺

形 状 報告匹
全体 個別

遺物図
6次 区／地区 土坑 SK 遺構苗号 整 形 時 期 遺構図 遺構図 価 芸

不明遺構 SX 

掘立柱建物 SB 桁 梁

溝 so 糀 (m) 断面形 築 Fig Fig Fig 

6 1 SB 0 1 2 1 II 437 55 56・57 81 

6 1 SB 0 2 5 4 IV 437 55 "" 81 

6 1 SB 0 3 2 1 II-IV 437 55 56 

6 1 SB 0 4 2 1 II 437 55 58 81 

6 1 SB 0 5 2 1 Ill 437 55 58 81 

6 1 SB 0 6 5 2 IV 437 55 59 81 

6 1 SB 0 7 1 1 IV 437 55 60 81 

6 1 SB 0 8 1 1 IV 437 55 60 81 

6 1 SB 0 9 2 1 IV 437 55 61 81 

6 1 SB 1 0 2 1 Ill 437 55 61 81 

6 1 SB 11 2 1 IV 437 55 62 82 

6 1 SB 1 2 2 1 IV 437 55 62 82 

6 1 SB 1 3 1 1 Ill 437 55 63 82 

6 2① SB 1 4 2 1 Ill 437 64 63 

6 2① SB 1 5 2 1 IV 437 64 65 82 

6 2① SB 1 6 2 1 Ill 437 64 65 82 

6 2① SB 1 7 2 1 II 437 64 66 82 

6 2① SB 1 8 2 1 II 437 64 66 82 

6 2① SB 1 9 2 1 IV 437 64 67 82 

6 2① SB 2 0 2 1 Ill 437 64 67 82 

6 2① SB 2 1 5 3 IV 437 64 68 82 

6 2① SB 2 2 2 1 II 437 64 69 82 

6 2① SB 2 3 3 3 IV 437 64 69 82 

6 2① SB 2 4 1 1 Ill 437 64 70 82 

6 2① SB 2 5 2 1 IV 437 64 70 82 

6 2① SB 2 6 3 1 IV 437 64 71 82 

6 2① SB 2 7 2 1 II 437 64 71 82・83 

6 2① SB 2 8 2 1 II 437 64 72 83 

6 2① SB 2 9 2 1 IV 437 64 72 83 

6 2① SB 3 0 2 1 Ill 437 64 73 83 
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祭祀土坑 SA 

住居 SC 
井戸 SE 長辺 短辺

形 状 悛告S
全体 個別

遺物図
6次 区／地区 土坑 SK 遺構岱号 整 形 時 期 遺構図 遺桐図 価考

不明遺構 sx 
掘立柱建物 SB 桁 梁

潟 so 輻 (m} 断面形 染 Fig Fig Fig 

6 2 SK 5 4 164 0 60 円形 不整形 II 514 129 130 138 

6 2① SB 3 1 2 1 IV 437 64 73 83 

6 2① SB 3 2 2 1 II 437 64 74 83 

6 2① SB 3 3 2 1 Ill 437 64 74 83 

6 2① SB 3 4 2 1 V 437 64 75 83 

6 2① SB 3 5 2 1 II 437 64 75 83 

6 2② SB 3 6 2 1 IV 437 64 76 83 

6 2② SB 3 7 2 1 Ill 437 64 76 83 

6 2② SB 3 8 2 1 IV 437 64 77 83 

6 2② SB 3 9 2 1 V 437 64 77 83 

6 2② SB 4 0 2 1 IV 437 64 78 83 

6 2② SB 4 1 2 1 V 437 64 78 83 

6 2② SB 4 2 2 1 II-IV 437 64 79 83 

6 2 (2) SB 4 3 2 1 Ill 437 64 79 83 

6 2② SB 4 4 2 1 IV 437 64 80 83 

6 1 SC 0 1 6 40 方形 V 514 120 124 

6 1 SC 0 2 810 円形 11-111 514 120 124 

6 1 SC 0 3 600 円形 V 514 120 124 

6 1 SC 0 4 4.40 ＇＂ 方形 IV 514 120 124 

6 2 SC 0 5 方形 I 514 129 135 142 

6 2 SC 0 6 3.36 2 90 方形 11-111 514 129 135 

6 2 SC 0 7 2.30 2 25 方形？ IV 514 129 135 142 

6 2 SC 0 8 6 40 500 円形 不整形 11-111 514 132 135 142 

6 2 SC 0 9 7.40 6.40 長方形 V 514 132 135 

6 2 SC 1 0 4 70 4 55 方形 V 514 132 135 142 

6 2 SC 11 '" '" 方形 V 514 132 135 

6 1 SK 0 1 3 20 2 00 不整形 IV 514 120 121 126 

6 1 SK 0 2 1.90 1.74 不整形 IV 514 120 121 126 

6 1 SK 0 3 3 30 0 29 不整形 IV 514 120 121 126 

6 1 SK 0 4 不整形 514 120 121 

6 1 SK 0 5 長方形 514 120 121 

6 1 SK 0 6 516 180 長楕円形 IV 514 120 123 126 

6 1 SK 0 7 5.70 3 62 不整形 II 514 120 123 126 

6 1 SK 0 8 418 3 40 長方形 V 514 120 121 126・128 

6 1 SK 0 9 1邸 132 円形 IV 514 120 122 126 

tl 1 ~ K 1 U 2況 1.97 楕円形 Ill 514 120 122 126 

6 1 SK 11 2 24 1.80 楕円形 IV 514 120 122 126 

6 1 SK 1 2 1.09 1.10 方形 不整形 II 514 120 122 127 

6 1 SK 1 3 388 1.10 不整形 II 514 120 122 

6 1 SK 1 4 3 90 3 34 方形 不整形 II 514 120 121 127 

6 1 SK 1 5 204 1.14 長方形 不整形 IV 514 120 122 127 

6 1 SK 1 6 081 0 79 方形 Ill 514 120 122 127 

6 1 SK 1 7 384 169 不整形 IV 514 120 122 127 

6 1 SK 1 8 186 0 95 楕円形 IV 514 120 122 127 

6 1 SK 1 9 113 0 60 不整形 IV 514 120 122 127 

6 1 SK 2 0 109 081 不整形 II 514 120 122 127 

6 1 SK 2 1 112 086 円形 不整形 IV 514 120 122 127 

6 1 SK 2 2 390 2.12 円形 不整形 IV 514 120 122 127 

6 1 SK 2 3 1 75 1 50 円形 不整形 II 514 120 122 127 

6 1 SK 2 4 1. 節 1.19 円形 不整形 II 514 120 122 127 

6 1 SK 2 5 1.40 1.32 円形 不整形 II 514 120 123 127 

6 1 SK 2 6 1.48 1.20 円形 不整形 II-IV 514 120 123 

6 1 SK 2 7 2 33 0 90 不整形 II 514 120 123 127 

6 1 SK 2 8 2 64 1.17 不整形 IV 514 120 123 127 

6 1 SK 2 9 1.20 100 方形 不整形 V 514 120 123 

6 1 SK 3 0 129 1.12 円形 不整形 Ill 514 120 123 127 

6 1 SK 3 1 2.06 0.19 楕円形 不整形 IV 514 120 123 127 

6 2 SK 3 2 087 0 61 楕円形 II 514 129 130 137 

6 2 SK 3 3 104 0 78 長方形 不整形 II 514 129 131 137 

6 2 SK 3 4 124 0 73 不整形 IV 514 129 131 

6 2 SK 3 5 084 0 76 円形 不整形 II 514 129 131 137 

6 2 SK 3 6 131 087 楕円形 II 514 129 131 137 

6 2 SK 3 7 104 0.78 長方形 不整形 IV 514 129 130 137 

6 2 SK 3 8 124 110 不整形 IV 514 129 130 137 

6 2 SK 3 9 190 186 方形 不整形 IV 514 129 130 137 

6 2 SK 4 0 1.94 0 46 楕円形 "" 514 129 130 

6 2 SK 4 1 1.84 0.78 方形 不整形 II 514 129 130 137 

6 2 SK 4 2 086 0.84 不整形 II 514 129 130 137 

6 2 SK 4 3 2邸 2 50 円形 II-IV 514 129 130 137 

6 2 SK 4 4 1.29 082 不整形 II 514 129 130 137 

6 2 SK 4 5 130 0 90 楕円形 IV 514 129 130 137 

6 2 SK 4 6 2.16 0.77 隅丸方形 不整形 II 514 129 130 137 

6 2 SK 4 7 134 108 方形 II 514 129 130 137 

6 2 SK 4 8 0.53 0 44 方形 Ill 514 129 130 137 

6 2 SK 4 9 138 0 50 長方形 IV 514 129 130 137 

6 2 SK 5 0 123 0 32 長方形 II-IV 514 129 130 

6 2 SK 5 1 207 0 64 長方形 不整形 IV 514 129 130 137 

6 2 SK 5 2 162 107 不整形 II 514 129 130 137 
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祭祀土坑 SA 

住居 SC 
井戸 SE 長辺 短辺

形状 悛告S
全体 個別

遺物図
6次 区／地区 土坑 SK 遺構岱号 整形 時 期 遺構図 遺桐図 価 考

不明遺構 sx 
掘立柱建物 SB 桁 梁

潟 so 輻 (m} 断面形 染 Fig Fig Fig 

6 2 SK 5 3 120 0 94 円形 不整形 IV 514 129 130 137 

6 2 SK 5 5 200 0 56 狭長 Ill 514 129 130 

6 2 SK 5 6 112 102 円形 不整形 IV 514 129 130 138 

6 2 SK 5 7 2.18 112 不整形 II 514 129 130 138 

6 2 SK 5 8 1 58 0 95 方形 IV 514 129 130 138 

6 2 SK 5 9 0 71 0 65 514 129 130 

6 2 SK 6 0 1 77 1.30 方形 II 514 129 130 138 

6 2 SK 6 1 2 61 187 楕円形 不整形 II 514 129 130 138 

6 2 SK 6 2 1 72 0 98 長方形 不整形 II 514 129 130 

6 2 SK 6 3 1.18 1.02 方形 不整形 II-IV 514 129 130 138・142 

6 2 SK 6 4 1.10 080 長方形 不整形 Ill 514 129 131 138 

6 2 SK 6 5 1.43 0 98 楕円形 不整形 Ill 514 129 131 138 

6 2 SK 6 6 0.99 0 60 長方形 不整形 II 514 129 131 138 

6 2 SK 6 7 088 0.78 不整形 II 514 129 131 

6 2 SK 6 8 116 107 不整形 II-IV 514 129 131 138 

6 2 SK 6 9 140 0 53 長方形 不整形 II-IV 514 129 131 

6 2 SK 7 0 110 105 方形 不整形 II 514 129 131 138 

6 2 SK 7 1 210 0 68 長方形 不整形 514 129 131 

6 2 SK 7 2 195 0.89 方形 不整形 II-IV 514 129 131 

6 2 SK 7 3 300 107 長方形 不整形 II 514 129 131 138 

6 2 SK 7 4 1 77 1 74 長方形 不整形 II 514 129 131 139 

6 2 SK 7 5 190 083 長方形 不整形 II 514 129 131 139 

6 2 SK 7 6 1.03 0 90 方形 不整形 Ill 514 129 131 

6 2 SK 7 7 1 70 080 長方形 不整形 II 514 129 131 139 

6 2 SK 7 8 1.18 0.70 長方形 不整形 II-IV 514 129 133 139 

6 2 SK 7 9 1.10 1.00 円形 不整形 II 514 129 133 139 

6 2 SK 8 0 1.55 0 61 長方形 不整形 V 514 129 133 139 

6 2 SK 8 1 1.54 0 79 楕円形 不整形 IV 514 129 133 139 

6 2 SK 8 2 1.40 0 94 隅丸長方形 II 514 129 133 139 

6 2 SK 8 3 185 1 78 不整形 Ill 514 129 133 139 

6 2 SK 8 4 O岱 0 43 方形 II-IV 514 129 133 139 

6 2 SK 8 5 161 087 楕円形 IV 514 129 133 139 

6 2 SK 8 6 0 70 0 47 不整形 II 514 129 133 139 

6 2 SK 8 7 0 92 0 90 方形 IV 514 129 133 139 

6 2 SK 8 8 081 0 69 長方形 514 129 133 139 

tl 2 ~ K 8 9 O切 0 70 長方形 514 129 133 

6 2 SK 9 0 084 082 方形 514 129 133 139 

6 2 SK 9 1 7.00 3.14 不整形 514 129 133 

6 2 SK 9 2 1 72 1.21 不整形 514 129 133 140 

6 2 SK 9 3 0 90 087 円形 514 129 133 

6 2 SK 9 4 1.00 0 62 不整形 514 129 133 140 

6 2 SK 9 5 2.47 1 56 長方形 514 129 133 140 

6 2 SK 9 6 132 103 楕円形 II-IV 514 129 133 

6 2 SK 9 7 112 1.10 方形 IV 514 129 133 140 

6 2 SK 9 8 117 0 92 不整形 IV 514 132 134 140 

6 2 SK 9 9 138 1.15 不整形 Ill 514 132 134 140 

6 2 SK 1 0 0 5 61 510 不整形 IV 514 132 134 140・141 

6 2 SK 1 0 1 106 104 円形 II-IV 514 132 134 

6 2 SK 1 0 2 135 110 円形 V 514 132 134 

6 2 SK 1 0 3 1.36 0 60 長方形 IV 514 132 134 141 

6 2 SK 1 0 4 0 92 0.80 円形 IV 514 132 134 141 

6 2 SK 1 0 5 1.90 1.40 楕円形 IV 514 132 134 141 

6 2 SK 1 0 6 1.10 0 76 不整形 Ill 514 132 134 

6 2 SK 1 0 7 196 080 不整形 V 514 132 134 

6 2 SK 1 0 8 3.40 138 長方形 IV 514 132 134 141 

6 2 SK 1 0 9 2 50 168 楕円形 IV 514 132 134 

6 2 SK 1 1 0 2.34 0.73 不整形 IV 514 132 134 141 

6 2 SK 111 106 0 63 長方形 IV 514 132 134 141 

6 2 SK 1 1 2 146 0 65 不整形 IV 514 132 134 141 

6 2 SK 1 1 3 2 68 181 楕円形 IV 514 132 134 141 

6 2 SK 1 1 4 1 51 0 93 楕円形 IV 514 132 134 141 

6 2 SK 1 1 5 155 114 不整形 IV 514 132 134 141 

6 2 SK 1 1 6 107 0 97 長方形 IV 514 132 134 141 

6 3 SK 1 1 7 130 122 円形 V 514 143 144 146 

6 3 SK 1 1 8 2.35 182 楕円形 II-IV 514 143 144 146 

6 3 SK 1 1 9 1.43 0.86 長方形 "" 514 143 144 146 

6 3 SK 1 2 0 1.20 084 楕円形 V 514 143 144 146 

6 3 SK 1 2 1 2.41 1.54 楕円形 V 514 143 144 146 

6 3 SK 1 2 2 1. 邸 0.76 楕円形 II 514 143 144 146 

6 3 SK 1 2 3 1.15 109 円形 II 514 143 144 146 

6 1 SK 1 2 4 286 2 66 方形 Ill 514 120 123 

6 1 SK 1 2 5 2.78 1 26 長方形 514 120 122 

6 1 SK 1 2 6 3 70 0 95 不整形 II 514 120 122 127 

6 1 SK 1 2 7 192 183 方形 不整形 Ill 514 120 123 127・128 

6 2 SK 1 2 8 0 73 0 48 長方形 不整形 II 514 129 131 139 

6 2 SK 1 2 9 2 62 209 隅丸長方形 不整形 Ill 514 129 131 139 

6 2 SK 1 3 0 136 0 90 円形 不整形 IV 514 129 131 140 

6 2 SK 1 3 1 103 0.78 円形 不整形 Ill 514 129 131 140 
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祭祀土坑 SA 
住居 SC 
井戸 SE 長辺 短辺

形状 悛告S
全体 個別

遺物図
6次 区／地区 土坑 SK 遺構岱号 整形 時 期 遺構図 遺桐図 価考

不明遺構 sx 
掘立柱建物 SB 桁 梁

潟 so 輻 (m} 断面形 染 Fig Fig Fig 

6 2 SK 1 3 2 218 136 不整形 IV 514 129 131 140 

6 2 SK 1 3 3 083 0.83 方形 IV 514 129 131 137 

6 2 SK 1 3 4 098 082 不整形 II 514 129 131 

6 2 SK 1 3 5 1 74 1 73 隅丸長方形 不整形 II 514 129 131 138・142 

6 2 SK 1 3 6 112 100 円形 Ill 514 129 133 139 

6 2 SK 1 3 7 1.43 0 69 不整形 Ill 514 129 133 139 
6 2 SK 1 3 8 3 73 195 長方形 Ill 514 129 133 139・140・142
6 1 so 0 1 0 42 II 514 120 125 
6 1 so 0 2 202 IV 514 120 125 

6 1 SD 0 3 0 93 I 514 120 125 

6 1 SD 0 4 1.34 '" IV 514 120 125 

6 2 SD 0 5 028 II-IV 514 129 136 142 

6 2 SD 0 6 030 '" II 514 129 136 142 

6 2 SD 0 7 080 II 514 129 136 142 
6 2 so 0 8 0 36 II 514 129 136 
6 1 SD 0 9 0 74 II-IV 514 120 125 
6 1 so 1 0 082 IV 514 120 125 

6 2 so 11 135 11-111 514 129 136 141・142 

6 3 so 1 2 10 50 IV 514 143 145 146 

6 3 sx 0 1 2 60 0 61 長方形 V 514 143 144 146 土坑

6 3 sx 0 2 "" ＇＂ 円形 II-IV 514 143 "● 146 

祭祀土坑 SA 
住居 SC 
井F SE 長辺 短辺

形状 報告己
全体 個別

遺物図
9次 区／地区 土坑 SK 遺構苗号 整形 時 期 遺構図 遺桐図 価 考

不明遺構 sx 
掘立柱建物 SB 桁 梁

洞 so 幅 (m) 断面形 揉 Fig Fig Fig ， SC 71 5 20 4 90 円形 II 514 147 148 ， SC 104A 6 円形 831 115 118 ， SC 105A 13 円形 831 117 116 ， SK 21 1岱 135 円形 II 1018 20 ， SK 113 2 50 1.30 長方形 II 1018 20 39 ， SK 125 190 1 20 円形 II 1018 20 ， SK 126 2切 2 20 万形 II 1018 20 ， SK 129 3 60 1.30 楕円形 II 1018 20 40 ， SK 144 1.32 103 円形 11-111 1018 20 ， SK 150 190 1.15 方形 II 1018 20 41 ， SK 153 2.15 145 円形 II 1018 20 42 ， SK 154 410 1.15 隅丸長方形 II 1018 20 ， SK 155 2 25 1.65 方形 II 1018 20 43 ， SK 172 1.50 1.20 円形 II 1018 20 ， SK 174 2.45 072 長方形 I 1018 20 ， SK 178 280 1 50 隅丸長方形 1-11 1018 20 ， SK 180 200 100 楕円形 II 1018 20 44 ， SK 186 5+a 5 75 方形 II 1018 20 SCの可能性がたかし， SK 187 2.15+a 175 - 不整形 1018 20 ， SK 188 7 4-0 3+a 円形 1-11 1018 20 SCの可能性がたかし， SK 194 2 60 1.15 楕円形 1-11 1018 20 ， SK 195 25+a 0.80 洞状 I 1018 20 ， SK 199 590 300 方形 1-11 1018 20 SCの可賄性力泥力＼， SK 205 1.75 1.60 方形 1018 20 ， SK 209 3 70 2 20 方形 1018 20 SCの可能性力沢力＼， SK 210 500 5 50 円形 1018 20 SCの可能性力沢かし， SK 212 1018 20 ， SK 213 44+a 55+a - 1018 20 ， SK 215 1.75+a 135 円形 1018 20 ， SK 216 985+a 5.3+ a - 1018 20 SCの可賄性b泥加， SK 218 510 3.2+a - 1018 20 ， SK 249 195 1 55 IV 1018 20 ， SK 250 1 70 105 IV 1018 20 ， SK 270 135+a 1.15 隅丸方形 IV 1018 20 45 ， SK 273 15+a 125 円形 II 1018 20 ， SK 274 54+a 310 円形 II 1018 20 SCの可能性がrd.凡， SK 275 195 1.35 方形 I 1018 20 ， 2排2区 SK 1 不整形 V 1018 20 34 ， SK 2 長方形 II 1018 20 36 ， SK 3 不整形 Ill 1018 20 ， SK 6 楕円形 IV 1018 20 ， 太田地区 SD 50 逆台形 V 514 149 150 151 ， SA 1 0 69 0 58 円形 IV 1018-650 150 1018-29 ， SA 2 不明瞭 IV 1018-650 150 1018-30 ， SA 3 195 1 55 不整形 IV 1018-650 150 1018-31 SK249 ， SA 4 1.7 105 楕円形 不整形 IV 1018-650 150 1018-32 SK250 ， 2排2区 SA 5 V 1018 35 而を埋溢
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2. 古墳時代のまとめ

古墳時代の吉武造跡群では、逍跡群の南半部にあたる第9次調査で竪穴住居跡を主とする集落遺構

がまとま って見つかっているが、北半部での集落分布はやや希薄であると考えられる。

しかし、未調査区の多い中、辿跡群周縁部にも分布が見られることから単位集落は全域に及んでい

たと思われる。

集落の時期は、前期末から後期にわたり、中期後半～後期中頃を前後する時期が最盛期と考えられ、

5世紀前半から 6世紀後半にあたる。

集落には住居跡に伴って倉庫と想定される掘立柱建物群、廃棄穴と考えられる不定型な土坑群、溝

状逍構などが伴う。また、逍跡群の原地形は南西から北東方向に傾斜することからこの方向に走る自

然流路も数多くみられ、集落もこれによって規制された立地をとるものと思われる。また、集落遺梢

に伴う土器類からみると、集落は南側へ従い、時期が下る傾向にある。

また、集落に伴う硲地は、その周辺部に偏在して分布していると考えられる。

古墳群 (Fig.21)は、FG-10-12地区の一群である S1号墳（樋渡前方後円填） ・2号墳（方

墳） • S 22 • 23号墳（円墳） 、 E -G-16• 17地区を中心に群集する S16-21号墳（円墳）それにL

,__,N-14,__,17地区の一群であるs3,__, 15・z3,__,z9号培（円墳）の29基である。
また、 逍跡群南西部の円墳群の分布に蛍複する L • M-16 • 17 地区では、 土堀墓、 甕棺墓、 石

棺袋からなる培硲が主軸をほぼ北に向け散発的に分布しており、円培群とともに該期の奥津城を形成

している。時期的には6世紀中頃を中心に一部は 5世紀後半に遡るものと想定される。

また、生活遺構や古墳からの副葬品 ・供献品にも特徴的な出土品が知られる。

生活迫梢のうち、 自然流路からは大量の初期須恵器 • 韓半島南部から招来された陶質土器類ととも

に又鍬 • 平鍬 ・ 鋤 ・ エプリなどの農具類、 各種の槽 • 木製鞍 ・鐙などの馬具、準構造船のミ ニチュア、

木錘などが数多く見られる。 また 、 不定形土坑では、 土師器 • 初期須恵器などの土器類とともに陶質

土器や韓半島に多い算盤玉形の紡錘車などが出土し、斡半島とつながりの深い集落の様相を感じさせ

る。

次に、南西部の MN地区に分布する古墳群からの出土品である。 5世紀後半から 6世紀後半まで

の円填群で、奥壁が小口よりやや開きバチ形をなす石室を主体とする。石室の腰石は小形であり、通

常の横穴式石室とは形状が異なるようで、壁面の立ちあがりが想定できない。

副葬された遺物の中、 土器には、 陶邑窯産須恵器が多く 、他に福岡県甘木市小隈窯産 • 福岡市早良

重留窯産が混じり、一部に韓半島南部の洛東江流域の陶質土器も見られる。

また、鉄器ではS8号 ・S9号 ・S11・S27号墳で斡半島南部からの流入と考えられる鋳造鉄斧や

鍛造袋状鉄斧を伴っており、それぞれ大小の製品をセットとして重ねて副葬品としている。S9号墳

出土の金銅製龍文太刀は、環頭に対向する 2匹の龍を両面に彫り、またはばきに頭部が交差する 2匹

の龍文を切先側に向けて装普する。

このような韓半島や国内地域からの文物の流通状況は、早良平野の歴史的風土としてこの吉武遺跡

群で開花し、以後も継続的に受け継がれていったものと考えられる。
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Fig.23 古墳出土須恵器実測図(1/3)(S群27号墳）
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Fig.24 古墳出土須恵器実測図(1/3)(S群28号墳）
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章=-
第 調査資料の補遺

1 . 弥生時代

① 9次調査出土副葬品など

吉武逍跡群の甕棺墓や木棺墓出土の青銅器や装身具については主に461集で報告を行なってきた。

このうちサンプリングした土壊の精査によって新たに見つかった遺物と遺存状況が脆く適切な事実報

告ができなかった資料について記述する。

甕棺墓出土 (Fig.27) 

管王 (1-5)

弥生中期初頭の大石の埋葬逍構は高木地区と同数の吉銅武器が確認されたが、鋒部を欠く銅矛や欠

損の著しい銅文が含まれていた。さらに石剣の先端部など被葬者の体内に追存したと推定される事例

が認められた。 また高木の中核を構成する 1 ~3 号木棺墓や110 • 111・117号甕棺墓に勾玉、碧玉製

管玉、銅釧などの装身具が集中的に分布しているのに対して、大石では51号甕棺硲の管玉11点が唯一

の装身具であった。 51号甕棺墓は細形銅剣を副葬し、甕棺の上部に一抱えほどの礫を標石としていた。

今回土壌の洗浄によって碧玉製管玉5点が新たに確認された。これまで報告した51号の管玉は全長が

4.2~6.5mm であり 、 今回の 5点もその範囲におさまるサイズである。いずれも両面穿孔。

不明鉄器 (6)

大石45号甕棺袋では複数の青銅武器、銅剣 ・銅矛各 ］口が出土 した。報告 (461集）では青銅器が

検出された方を下甕としているが、断面図から判断すると上下は逆転する可能性がある。鉄製品は、

青銅器を伴わないほうの埋土から検出された。現存長約7cmの轡曲する平面形で、断面では幅約2

cmの下端が刃部とのようにみえる。 I1期初頭の甕棺袋に鉄製品が副葬された事例はなく 、甕棺も上

部が大きく削平をうけていたため混入かもしれない。参考資料。

投弾 (7)

600集に報告したとおり134号甕棺は、鉢形土器を蓋にしたIII期の甕棺墓である。土製の投弾は下甕

の埋土中より検出された。喪棺硲は削平をうけていなかったが、投弾の出土状況は調査時に確認でき

たものではない。参考資料。

◎ c ◎ ◎ ◎ 
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Fig.27 K45• 51 ・ 134甕棺• その他出土遺物実測図(1/1 ・ 1/2• 1/3) 
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土器 (Fig.27 8~10) 

8 • 10は、無文土器の口縁部。9次調査では80号甕棺墓の上甕に無文土器の特徴である粘土紐をめ

ぐらした事例が確認されている。8は採集資料。10はSD-3に伴う。

Fig.29 SA-01祭祀土坑出土土器実測図(1/3)

14 

Fig.30 SA-02祭祀土坑出土土器実測図(1/3)

-60-

9はSB-20の柱穴で検出された注□土

器の注口部分である。外面に丹を塗布する。

青銅武器 (Fig.28 11~12) 

9次調査大石地区1号木棺墓出土の銅文 ・

銅剣は、遺存状況が不安定なため周囲の土

ごととりあげた経緯がある。このため実測

図において断面形を示すことができなかっ

た。また平面形の作図にも限界があった。

1号木棺墓の 2点について再調蒼を行なっ

たので紹介する。

銅文 (11)

銅文は被葬者の頭部に鋒部を向けて出土

した。床面から 5cmほど浮いたレベルで

検出され、この状態で着柄していたとする

と鋭角となることから、棺蓋上に臨かれて

いたかどうかはともかく 、逍構が埋まる過

程で原位置を動いたとみられる。

銅文は、鋒の端部を欠き、現存長29.5cm、

幅は樋の先端から3.8cmの箇所で4.3cmを

はかる。 A面は出土時に下を向いていたほ

うで、前回の報告で観察できなかった面で

ある。

胡は両端を欠くが現状で8.6cm、鏑と交

叉する角度は81.0° である。幅3.2cmの広

＜厚手の内を有する。鋒はA面に湾曲し、

樋の合わさる先端部分と鋒部は明瞭な段を

なす。刃部は厚く 、脊は丸みをおびた断面

形で、鏑は援の部分では観察されない。穿

は、隅丸台形で、樋にかけて文様は認めら

れない。

銹化がすすんでいる一方で、A面の援は

白銅色の質感をとどめており、縞にたいし

て幅1.5-2.0mmの斜方向の研ぎが観察さ

れる。また援の一部には木質の付器がみら

れる。

銅剣 (12)

細形銅剣は、被葬者の右側で、鋒を足元
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Fig.31 SA-03祭祀土坑出土土器実測図(1/3)
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Fig.32 SA-04祭祀土坑出土土器実測図(1/3)

／ 

に向けて検出された。木棺の長側板に沿って置か

れていたのであろう。

銹化が著しく 、鋒の一部を欠くが現存長30.1

cm剖方の幅は、上端で3.4cmをはかる。調査時

すでに関の一方を欠失していたが、当時の記録か

ら幅3.1cmに復元される。現況は奇lj方の下方から

関部にかけての大部分を欠失しており、金属の劣

化による欠失と考えるほかない。脊部は奇り方部か

ら茎の上端まで鋭く研ぎだされており、茎に巻か

れた黒色の繊維が遺存している。断面は、脊から

のびる刃部は水平にのびており、厚みがある。

大石地区の肯銅武器の特徴は、剣や矛について

は着柄の痕跡が認められることであり、これは1

号木棺についてもあてはまる。 銅剣の型式分類は、

剖り方から茎にかけての研ぎ、すなわち鏑の有無

がひとつの目安とされてきた。しかし研ぎはそれぞれの銅剣の来歴次第でかわりうる。たとえば吉武

高木遺跡の4号木棺袋の銅剣は、作られた当初と長さも幅も途っていたようだ。茎の付根の部分が折

損したままになっており、その両側に刃が付いていた痕跡がみられる。このように細形銅剣のなかに

は戦闘などで折れてしまって研ぎ直した結果、モデルチェンジを余儀なくされたものが含まれている。

近年柳田康雄氏による銅剣の断面形による型式分類は、研ぎによる影態をうけにくい個所の観察所
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Fig.33 2号土堀墓出土土器実測図(1/3)

見によるもので、どういう銅剣を意図して鋳造した

かという視点で吉銅器を分類することをめざしたも

のである。

柳田康雄2005「百銅武器型式分類序論」 r國學院大學考
古学賓料館紀要』 21

② 9次調査出土の弥生土器

SA-01 (Fig.29 13) 

祭祀土坑にともなう壺形土器。平坦な口縁部をも

ち、内側に断面三角形の粘土帯を付す。頸部に縦方

向の暗文をめぐらしている。器高39.9cmで、口縁

部から頸部にかけて丹塗をおこなう。 W期。

SA-02 (Fig.30 14) 

祭祀土坑にともなう広口壺。口縁部上半から内側

にかけて研磨を加え、胴部下半にハケ目をのこす。

およそ 2分の1を迫存する。器高32.7cmで、口縁

Fig.34 2号排水路2区SK-01出土土器実測図(1/3) 部内面から外面にかけて丹塗をおこなう。 W期。

SA-03 (Fig.31 15~24) 

祭祀土坑にともなう土器群。鋤先口縁とラッパ状

に外反する広口壺を主体とする。筒形器台は、裾部

を欠くが現状で59cmをはかる。扁部がなで気味の

壷形土器は、直立する口縁部を持ち、短 く外反して

平坦な面をつくる。底部の 2点はいずれも壷形土器

のものであろう。 m期を主体とする。

SA-04 (Fig.32 25~29) 

祭祀土坑にともなう土器群。鋤先口縁の広口壺と

Fig.35 2号排水路2区SA-05出土土器実測図(1/3) 短頸壷、甕形土器、筒形器台よりなる。筒形器台は、

Fig.36 2号排水路2区SK-02出土土器実測図(1/3)
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Fig.38 SK-125出土土器実測図(1/3)
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Fig.39 SK-113出土土器実測図(1/3)

Fig.40 SK-129出土土器実測図(1/3)

63 

4
 
6
 

、

9
9

ヽ

Fig.41 SK-150出土土器実測図(1/3)

裾部を欠くが現状で80cmをはかる。SA-03の器台よりも器高はたかいタイプで、セッ トとはならな

い。m期。
2号土壊墓 (Fig.33 30-32) 

土壊内で検出された土器。壷形土器と甕形土器は I期後半～末の特徴がある。底部は、上底で、 I

期-II期にかけての甕にみられる。

SK-01 (2号排水路） (Fig.34 33) 

甕形土器の底部。立ち上がりのラインは直線的で、底面にハケ目が観察される。凸レンズ状に移行

する特徴が伺える。V期に相当する。

SK-05 (2号排水路） (Fig.35 34) 

逍構検出の際に埋骰された状態で検出されたV期前半の壷の胴部であろう。

SK-02 (2号排水路） (Fig.36 35-39) 

甕の口縁部は逆L字状を呈する。底部は壷か鉢であろう。筒状の器台は中期前半以後にみられる。

Il期。

SK-21 (Fig.37 40-49) 
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II期に相当する。

SK-129 (Fig.40 

Fig.42 SK-153出土土器実測図(1/3)

壷 • 甕などからなる土坑の資料。壷は頸部と胴部の境を沈線で画している。甕の底部は上底と平底

の二種がある。左下の筒状の遺物は土錘である。 I 期後半~n期にかけての特徴をもつ。

SK-125 (Fig.38 50~57) 

壷 • 甕などからなる土坑の資料。 II期～川期にかけての時期幅が見込まれる。右下は支脚状の土製

品で、頂部がわずかに くぼんでいる。

SK-113 (Fig.39 58~59) 

甕からなる土坑の資料。甕のD縁部は逆L字状を呈し、底部は上底である。

60~61 ) 

ミニチュアの小壷と甕を図示する。小壷は手づくねだが外反する口縁部や胴部の張りなど、

Il期にかけての特徴を表している。甕の底部は上底である。

SK-150 (Fig.41 62~66) 

壷 • 甕などからなる土坑の資料。壷は肩が張る大型の器種で1l期の典型である。甕の口縁部は逆L

字状を呈し、底部は上底である。いずれも Il期に相当する。

SK-153 (Fig.42 67~71)) 

壷 • 甕 ・鉢からなる土坑の資料。壷はIl期にみられる肩が張る器種である。甕は、刻目突帯文系と

逆L字状口縁をもつ両器種がある。鉢形土器とのセッ ト関係をしめす資料である。

SK-155 (Fig.43 72• 73) 

逆L字状を呈する口縁をもつ甕形土器で、

相当する。

I期～

口縁下に突帯をめぐらす器種とのセットである。 Il期に
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SK-180 (Fig.44 74~76) 

広□壷と逆L字状を呈する口縁をもつ甕形土器のセットである。壷は丁寧な研磨を施している。

II期後半に比定される。

SK-270 (Fig.45 77) 

壷は肩が張る大型の器種で、外傾する頸部に SK-150の資料よりも後出する特徴を見いだせる。 II

期後半に比定できる。

Fig.43 SK-155出土土器実測図(1/3)

76 

Fig.44 SK-180出土土器実測図(1/3)

Fig.45 SK-270出土土器実測図(1/3)
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2. 古墳時代

① 9次調査出土の古墳時代の土器 (Fig.46 78~81 ) 

半島系の陶質土器で、78はS群27号填周溝出土の高杯形器台。775集 Fig.101-13で報告済みであっ

たが、脚部片が所在不明であった。昨年度報告整理中に古代の遺構分に紛れ込んで確認されたため、

加筆 ・改訂した。口径33cm、全体的に器壁は薄く 、端正な造作で、端部に沈線を施し短く屈曲する口

縁部に深い体部が連なる。「コ」字突帯下の 3段の間に櫛描波状文を施し、最下段にはヘラ書きの複

線鋸歯文を施す。脚部は2段分が残存し、小さな突帯間にそれぞれ4箇所に台形透かしと、透かし間

に平行する 2本のタテヘラ描き沈線を施す。色調は明灰～暗灰色。断面暗紫褐色。伽耶系。79は地点

不明のジョッキ形土器で、口径12.2cm器高11.7cmを測る。内外に回転ナデを施し外面下位は手持ちへ

ラケズリ。口縁下に低い複合突帯を施し、ここに把手を貼付するが欠損する。胎土精良で灰色を呈す

る。伽耶系。80はN05-SP2079出土の壺蓋で、最大径11.4cm器高4.2cmを測る。摘みが大きく 立ち上

がり高い。天井部の2段の複線沈線間にヘラ描きの細かな斜格子文と櫛歯文を施す。胎土に石英粒を

やや多く 含み暗灰色を呈す。伽耶系。81は古代混入の冥盤玉形の紡錘車で径4.4厚1.9cm口径0.9cmを測

る。全面をヘラで整形し、胎土は精良で暗灰色を呈する。

0
 
翌 81

80 

゜
10cm 

Fig.46 9次調査出土古墳時代遺物実測図(1/3)
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② 金武•吉武 S-9号墳出土環頭大刀の保存科学的調査

比佐賜一郎（福岡市埋蔵文化財センター）

金武 • 吉武 S-9号墳出土の珠頭大刀について、 特に装飾部分を中心に材質や製作技法の推定を目

的とした調査を行った。調査には透過X線、実体顕微鏡といった観察用機器と、蛍光X線分析装闘

の保存処理用事前調査機器を用いた。

まず資料の概要と肉眼観察の所見であるが、今回調査を行った資料は、鉄製の刀身と鞘Dを飾る装

飾を施した金具、それらから遊離した環頭から構成される。それ以外の装飾は現状では見られない。

珠頭部分の寸法は、最大長65.7mm、環部分は縦方向で33.5mm、横方向（幅）は50.5mm、厚さは

部分的に若干のばらつきが見られ、 8,..._,lOmmの幅がある。環の断面形状はかまぼこ形で、斑の内

面が平となっているが、下部には幅18.5mmの範囲が1mmに満たない高さで段差が設けられ低くなっ

ている。また、環頭環の下側には環頭金具を挟むように木質らしき有機物が付若。環頭茎の側面は、

3面共に茎を挟んだ部材の合わせ目や、 部材が左右（前後）でずれた様な段差が見られる。下端は折

れたように破断面状に凸凹している。これら茎を挟む部材は現状では黒褐色～茶色を呈している。

環の外面には龍文や規則的な刻み目が半肉彫りで表現されているが、茎を挟み込む部材が接する部

分までで文様は止まっている。腐蝕の進行により本来の表面加飾はほとんどが失われているものの、

文様の 「地」部分（凹んだ部分）には、加飾の痕跡である淡い金色や白緑色の被膜が覆っている。し

かし、文様の突出した部分はそれらが剥落し、黒褐色となっている。 一見すると金色の加飾が文様上

に設けられた線彫り部分にのみ残存している様子などから、あたかも象嵌による加飾を想起させる外

観となっているが、よくよく観察し、更に実体顕微鏡を覗けば、実際には、本来全面を覆っていた金

色の加飾が、腐蝕などによって失われたものであることは明らかである。

鞘口の装飾金具は、環頭と同じく腐蝕が著しい。薄手の金属板で作られており、上端の縁は広く欠

損している。寸法は残存部分で見ると最大長41.3mm、横幅（刀身の上下方向）は35.5mm、厚さ

（刀身の左右方向）は22.5mm程度で、断面形状は卵形になる。部材の金属板の厚さは、ダイヤルキャ

リパーなどの計測機器を当てられる部分がなかったり破損を招く危険があるため数値は得られないが、

見た目から推測すると0.3mm程度であろうか。

やはり文様の凹み部分に金色の塗膜状物質が残存し、凸部分はそれらが剥落し黒褐色や緑色の地金

が露出している。鞘口を上に、切っ先方向を下にして、刀を真上に向けて鞘□金具を見ると、刃のラ

インの延長から 5mmほど右にずれて、 縦方向の凹線が認められる。装飾板を巻いた際のつなぎ目

などの可能性が考えられる。

装飾付大刀に関する過去の研究を概観すると、当然のことながら考古学側からアプローチした型式

学的な研究が多数を占めており、自然科学や金工技術の立場から製作技法について検討を加えたもの

は、大刀の型式や出土数に比すれば非常に少ないようである。それでも、それらを見ると、肉厚の単

龍や単屈環頭は環頭部分を青銅で鋳造成形し、その後、翌などで仕上げ、それよりも新しい型式の大

型で板状になった双龍等のぼ頚装飾は、銅板を鍛造によって成形し、それらを組み合わせるといった

作り方が示されている（大谷2006・依田ほか2001)。つまり、大きくは鋳造か鍛造かということにな

る。

金武 • 吉武 S-9号墳例の場合、表面観察からは、金色の加飾が施され、それが非常に薄いことか

ら鍍金が施されたものと考えられ、とするならば、環頭や鞘口の基盤となる金属は銅や銅合金である
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ことは容易に推測される。そのことは腐蝕生成物からも明らかである。しかし可視光線による観察で

はこ こまでが限界であり、細かい成分や内部の構造などは機器分析に頼らざるを得ない。

材質の調査は微小領域用の蛍光X線分析装置を用いた（エダックス社製 ：Eagleμprobe/対陰極 ：

モリプデン(Mo)/検出器： 半埠体検出器／印加屯圧 ：40kV・屯流値 ：20~60µA/測定雰囲気 ： 真

空／測定範囲0.3mm¢/測定時間120秒）。この装磁では分析範囲が非常に小さいため、特徴的な箇

所を選択してその部分の組成を知ることができる。その結果、表面の加飾が剥離して下地の金属が蕗

出した部分では、銅のビークのみが強く表れ、他は金や銀と見られる微弱なビークが存在する程度で

あった。銀や金は加蝕の痕跡から来るものであろうか。これが鋳造品であれば通常は青銅が用いられ、

錫や鉛が存在するはずであるが、それらのビーク は全く認められない。金の残存する部分では、下地

からの影聾と見られる銅と、金、そして水銀のピークが見られることから、鍍金によって加飾してい

ることが想定される。 ただし、これが金と水銀を混和したペーストを塗布したものか、箔を水銀で貼

り付けたのかは、電子顕微鏡などによる微細組織の観察を行っておらず不明である。また、鞘口金具

について、下地の金属が蕗出した部分と金の加飾が残る部分を調べたが、検出されるビークからは、

同様に銅を基盤として金（と水銀）で加飾したものと推測された。ごく値かな銀の検出も、珠頭部分

と同じである。鞘□金具は別として、珠頸は板状ではなく棒状の珠であり、吉銅の鋳造で成形される

と考えるのが普通であるが、分析の結果はこれを覆すもので、理解に苦しむ。もちろん今回は非破壊

の表面分析であり、埋蔵文化財調査の場合、腐蝕の影響で本来の組成が変化することは知られている

ものの、その場合でも多少の痕跡として微弱なビーク は検出されるのが普通である。今後の精査の必

要性を感じながらも、とりあえずは結果として提示するものである。ちなみに顕微鏡観察では、表面

が腐蝕で袂れた部分に、 金属の組織が表出したと見られる、まるで織物の様な痕跡が存在しており、

これも、もしかしたら環の成形方法を知る手掛かりになるのかもしれない。また X線画像では特に

つなぎ目のような痕跡も見られない。

施文については、腐蝕が著しく金の残った以外の表屑は失われており、加工痕などは見出せないが、

銅であれば軟らかいので、紫で切削したり、 凹ませるなどしたことが考えられる。

環頭の茎部分は、現状では黒褐色や茶色など鉄錆の色を呈しており、分析でも小さな銅のビーク と

ともに、非常に強い鉄のビーク が認められる。透過 X線を用いた観察では、肉眼観察で見る外形線

とは異なり、珠頭から真っ直ぐに伸びる整った長方形の茎が見られ、そこには表面からは見えない目

釘用の子Lも2箇所認められる。表面からの観察とも合わせると、やはり環頭の本来の茎を後から何ら

かの部材で挟んでいることは間違いない。表面には木質が全体に残り、分析では鉄が検出されている

ことから、柄の木質に刀身茎の鉄分が染みこんで、環頭茎周辺のみ残存した状況も想定されるが、破

断したように見える下端面は、木質というよりは金属のようである。

調査の結果、 金武 • 吉武 S-9 号墳出土の大刀装飾は、 環頭、 鞘□金具共に、 銅で本体を成形し、

それぞれ文様を黎で彫り、金と水銀により加飾したものと推定される。今回の調査で注目されるのは、

珠頭の環が青銅ではな く純銅で作られていることが明らかになった点である。ただ、具体的な珠の成

形方法や施文について触れるには、理化学機器による精蒼や、金工の立場からの検討も不可欠である。

ここでは事実の羅列と問題提起に止めて筆を四くことにする。

大谷晃二2006「龍屈文珀頭大刀研究の覚え書き」『財団法人大阪府文化財センタ ー・ 日本民家集落博物館 ・大阪府立弥生文化

博物館 ・大阪府立近つ飛鳥博物館2004年度共同研究成果報告書J
依田香桃美 • 山田琢 • 伊藤哲恵2001 「かわらけ谷横穴砥出土品 ・ 金銅装双龍閑頭大刀の刀装具について一刀装具から推測する

金工技術とエ具について考察する一」 「かわらけ谷横穴墓群の研究J品根県埋蔵文化財調査センタ ー・ 品根媒古代文化センタ ー
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こ 三ここ：

1. 環頭部分の外観 2. 同左真上から

3. 鞘口金具の外観 4. 同左下から

~:~'!; i;_'i.-: ,, .. 
_..、~-.• ;;,』t
ヽ ュ・;,,- - __  ..._ ...:: 

5. 環頭部分の表面顕微鏡写真 6. 腐食部分に見られる特異な金属組織
（スケールはSnvn) (スケールは111111)

7. 透過X線画像 8. 同左環頭部分を斜めから撮影

環頭大刀の写真図版
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1. 環頭の加飾が剥離して地金が露出した部分（部分的に拡大して表示）
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3. 環頭茎部分
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4. 鞘口金具の地板露出部分

環頭大刀装飾部品の蛍光X線分析結果
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第 四章 おわ りに

1 . 発見と史跡指定までの道のり

一発 見ー 吉武高木遺跡は、福岡市西郊の早良平野に位臨し、昭和56から60年度にかけて施工さ

れた 「飯盛吉武地区土地改良事業（圃場整備）」に伴い発掘調査が行われた。

発掘調査では、特に昭和58・59・60年度において青銅武器や銅鏡、玉類などを数多く副葬した甕棺

硲 • 木棺硲からなる特定集団の硲地群や瑣丘硲、 大形建物などが相次いで発見された。このことから

本遺跡が弥生時代の 「クニ」の始まりや社会構造を考える上で非常に重要な辿跡であることが明らか

となり、新聞等による現場報道も盛んに行われた。

ー史跡指定ヘー 上述のように吉武高木造跡では蛍要な発見があったことから、原因者である土地

改良組合からも将来にわたって保存が必要な迫跡であるとの認識を得ることができた。このため工事

施工にあたっては土地改良組合と設計変更の協議を継続的に行い、切り土部分を可能な限り盛り土工

事に変更するなどして辿構の保存を図った。

平成4年度、文化庁より史跡指定のために早急に地権者の協力を得るよう指埠があり、指定の同意

を得ることの出来た対象地水田14箪（面栢 25,104.26面）について同年9月に文部大臣に指定申請を行

い、翌平成5年10月4日付けで指定告示がなされた。

また、その後指定同意を得た水田 5筆（面栢 12,074.87面）について平成6年2月に追加指定を申請

し、平成12年9月21日付けで追加指定の告示がなされた。

さらに 、 水田 1 箪（面積 2,316 .69 面） ・ 道路（面梢 1,571.51 面） • 水路（面積 1,077.84面）について地

権者及び管理者との同意、協議を経て、平成12年2月に追加指定を申請し、同年9月6日に追加指定

の告示がなされた。これらから史跡指定面積は、全体で42,145.17面となった。

なお、 吉武造跡群から出土した銅剣 • 多紐細文鏡など合計645点（附甕棺など30点）の辿物が 「筑前

吉武迫跡出土品」として昭和62年6月6日付けで国重要文化財（考古資料）に指定された。

※「筑前吉武遺跡出土品」（保管：福岡市博物館ー福岡市早良区百道浜三丁目一の一）

（樋渡地区出土品）

• 重圏久不想見鏡 1 面、 銅剣 （把頭飾 • 鍔残欠一箇共） 30、鉄剣30、素環頭太刀

1 口 、 鉄鏃 1 本、 玉類（碧玉管玉16箇 • 水晶算盤玉2箇 ・ガラス小玉51箇） ・附

甕棺（残欠共） 6基分

（高木地区出土品）

• 多紐細文鏡 1 面、 銅剣 9 口、 銅文 1 口、 銅矛 1 口、 銅釧 2 箇、 玉類（硬玉勾玉 4薗 ・

碧玉管玉466箇 ・ガラ ス小玉1箇）、磨製石剣残欠 1口、磨製石鏃2本、壺形土器

（残欠共） 7箇分 ・附甕棺（残欠共） 10基分 ・附石斧1箇

（大石地区出土品）

• 銅剣 5 口 、 銅文（残欠共） 4口、銅矛2口、素茄頭太刀1口、鉄剣残欠1口、碧玉

管玉11ロ、加工碧玉細片39箇、磨製石剣残欠6箇、磨製石鏃1本、漆櫛残欠1箇 ．

附甕棺（残欠共） 13基分

ー公有化ー 指定地の公有化については、平成11-14年度までの4カ年計画で行った。

史跡地内は農地が大半であるため、製業振興地域農用地区域除外及び農地転用許可について、平成
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2. 整備の取り組み

吉武高木遺跡の整備については、平成5年10月5日付けの指定告示後、同月15日に遺跡の調査研究、

保存整備事業を適正に実施する目的で樋口隆康（奈良県立柏原考古学研究所所長）を委員長とする

「吉武高木造跡調査研究指導委員会」（考古学 ・建築史 ・造園など16名）を設骰し、平成11年度までに

計7回の委員会を開催して、 調蒼された弥生時代の遺構及び出土遺物の検討を行った。

その概要を記すと 、 遺跡概要 • 今後の調査研究課題 ・ 整備の全体構想の検討（第 1 回） 、 弥生時代

掘立柱建物の検討（第 2 回）、早良王筵の検討 • 大型建物の設計（第 3 回） 、 甕棺ロ ード ・ 大型建物の

検討（第4回）、総合的検討（弥生時代の早良平野 ・「クニ」の位囮づけ ・大型建物）（第5回）、第

1-5 回指郡委員会の検討結果について（第 6 回） 、 逍跡の環境整備状況 • 基本構想に向けての検討

（第7回）などである。

また、平成12年度からは、委員会名称を「吉武高木造跡整備指導委員会」とし、整備基本構想の策

定についての検討を行っている。

その第2回では、基本構想骨子案の検討や史跡地内の確認調査について、また、平成14年度の第3

回委員会では、 整備スケジュ ー ル ・ 整備基本方針 • 史跡地内の道路 ・ 水路の付け替え ・エ ントランス

位醤について、 平成15年度の第4回委員会では、今後の課題（スケジュール、エ ントランス ・駐車場

の位置）、整備基本構想案についての指導がなされた。

また、平成16年度の第5回では、「整備基本計画」策定スケジュ ール、 計画の章立て、水路 ・道路

の付け替え及び拠点施設の設屈目的や規模 ・条件、今後の確認調査計画について提案がなされ、各分

野からの指導がなされた。

平成17年度の第6回では、「整備基本計画」の策定スケジュール、章立て、基本梢想に基づくゾー

ン・整備対象構成の確認・検討がなされた。

以上のような検討を踏まえて、平成15年度末にまとめられた（『国史跡吉武高木遺跡整備基本梢

想 』・ 『国史跡吉武高木造跡整備基本構想ー資料編ー』 平成16年3月 福岡市教育委員会刊）では、

整備の基本理念を 「 • •吉武高木遺跡の整備にあたっては、対外交渉の拠点として発展を遂げてきた

福岡市の歴史的遺産の象徴として、また我が国における弥生時代の社会構造を解明する貴重な遺跡と

して、後世まで永きにわたり、その文化的価値の保存を図る。また、市民や地域と連携した魅力ある

運営や管理を行いながら、広く適切な公開に努めるとともに、歴史の正しい理解を深めるため、多面

にわたる活用を推進する歴史公園を目指すものとする。本遺跡の弥生時代の「クニ」の形成段階や当

時の「クニグニ」の世界を想起できるように、多数の副葬遺物を有する墓地の被葬者や早良平野を望

む大型掘立柱建物、また飯盛山を借景とする周辺景観などの有する神聖なイメージを坊彿とさせる

「聖なる弥生の丘」を整備テーマとした歴史的および自然的空間を創りだす。」としている。

また、この基本構想を受けて平成17年度末で継められた基本計画（『国史跡吉武高木迫跡整備基

本計画 』2006福岡市教育委員会）では、1. 全体計画として機能別配附計画（ ・外周部に環境を再

現するゾーン、 ・「クニ」の始まりを示す遺梢公開ゾーン、 ・「クニ」の成立後の様子を示す遺構公

開ゾーン）と動線計画、2.逍構の保存と展示計画として逍構の保存計画と迫構の展示計画、3.迫

跡環境の再現計画として景観 ・環境計画と周辺環境の保全計画、 4.遺跡の活用 ・管理計画として拠

点施設の計画(.拠点施設整備の目的と機能、・拠点施設の整備位骰の条件、・位置 ・規模の決定、・

拠点施設の規模と内容、・ 駐車場の必要面栢台数）、解説 ・サイン施設の計画、管理 ・便益施設計画、

企画 ・運営計画などを網羅した計画が策定された。
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次に、平成18年度末には基本設計の一部を行った。（『国史跡 吉武高木遺跡整備基本設計ーその

1-』2007 福岡市教育委員会）

『基本設計その 1」では、 I. 史跡地外に切り替えが必要な水路及び道路の予備設計、rr.指定地

内基本設計（造成 ・ 雨水排水 • 植栽 ・施設 ・設備の各設計）、lil.迫梢覆屋基本設計（基礎資料 ・迫

構（展示）覆屋の基本設計）、IV.拠点施設（ガイダンス棟）および周辺基本設計について作業を進

めた。現在、これ以外の整備要件について検討を進めるとともに、切り替えの必要のある水路 ・道路

について地元及び関係部局と協議を進めているところである。
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